

  [image: ]



  
    小学館ｅＢｏｏｋｓ


    ケモノガリ３


    
      東出祐一郎

    


    
      イラスト　品川宏樹（ＧＡＩＮＡＸ）

    

  


  [image: ]


  [image: ]


  [image: ]


  [image: ]



  
    目次


    



     プロローグ　もうひとつのパーティ


     第一章　苦痛の城


     第二章　カウントダウン


     第三章　クラブ


     第四章　アストライア


     第五章　ゲルト・ルートヴィヒ


     エピローグ　イヌガミとケモノガリ

  



  
    　──それは、あらゆる娯楽を超越した存在だった。


    　──選ばれた、絶対的強者のみに許される至上の悦楽である。


    　──人狩りマンハント。


    　──見知らぬ誰か、あるいは見知った誰か、自分より劣った誰かを理不尽な理由で捕らえ、理不尽な理由で傷つけ、理不尽な理由で弄もてあそび、理不尽な理由で殺害する。


    　──だが、彼らはそれを殺害だと思わない。犯罪だと思わない。


    　──そして、実際に犯罪にならない。


    　──彼らには、圧倒的な〝力〟があるが故ゆえに。


    　──誰も、犯罪として弾だん劾がいできない。


    　──誰も、誰も、誰もだ。


    　──ただし、何事にも例外はある。


    　──彼らを弾劾し、裁き、罰を与える者もいる。


    　──それは、権力を噛かみ砕き、暴力を貪むさぼり尽くす者。


    　──彼らを人ではなく〝ケモノ〟として扱う者。


    



    　──僕の名はケモノガリ。


    　──この世のあらゆる〝ケモノ〟を弾劾する存在である。

  



  
    登場人物


    



    赤あか神がみ楼ろう樹き


    殺人ゲームに巻き込まれ、殺人の才能を開花させた少年。


    〝ケモノガリ〟を名乗り、世界放浪中。


    



    シャーリー・ワードワーズ


    自称・アメリカ中央情報ＣＩＡ局所属。赤神と行動を共にする。


    



    マクシミリアン・ルートヴィヒ


    殺人ゲームを愉しむ「クラブ」の会員。〝苦痛の城ブルク・クヴァル〟の城主。


    ゲルト・ルートヴィヒ


    マクシミリアンの娘。


    ハインツ・ルートヴィヒ


    マクシミリアンの息子。


    マッド・ハッター


    苦痛の城ブルク・クヴァルの執事。マクシミリアンの生体実験に自らの身を捧げた娯楽提供者エンターティナー。


    イヌガミ


    マクシミリアンの創りだした生体兵器。娯楽提供者エンターティナー。


    



    



    アストライア


    「クラブ」の調停者。金髪の美少年。


    



    アンドリュー・ブレイク


    苦痛の城ブルク・クヴァルに閉じこめられていたイギリス人の大学生。


    マティ・ローズ


    苦痛の城ブルク・クヴァルに閉じこめられていたイギリス人の大学生。アンドリューとは恋人同士。


    ローレン・カミンスキー


    苦痛の城ブルク・クヴァルに閉じこめられていたポーランド人の大学生。


    



    貴き島しまあやな


    殺人ゲームから生還した赤神の元クラスメイト。

  



  
     プロローグ　もうひとつのパーティ


    



    　退屈なパーティの最中、女に、酔い覚ましに森の散歩でもしないかと誘われたとき、彼はやれやれと溜ため息いきをついた。


    



    　何しろその森は、長きにわたって使われた〝狩場〟である。先を進む彼女は知らないだろうが、森には百を超える屍しかばねが眠っているのだ。


    　こんな場所で、女を抱くことになるとはあまりゾッとしない話だった。とはいえ、断って「まあなんて腰抜けチキンなの！」と蔑さげすまれるのもまた、性しように合わない。女は恐らく金が目当てなのだろう、あるいは上う手まく愛人に収まれれば──という腹づもりだろう。


    　とはいえ自分は別段、女に不自由などしていない。何より、自分は女を抱くよりよほど気持ちいいことを知っている。


    　その男は選ばれし者である、それはただ金を持っているとか権力を持っているというだけではない、それ以上の〝繋つながり〟を持っている。少なくとも男自身はそう思っていた。


    　いや、待てよ……そうか、そうだ。名案を思いついてしまった。


    　次の〝パーティ〟には彼女を連れていこう！


    　煌きらびやかに全身を飾らせ、会員たちに紹介してやろう。彼女が得とく意い満まん面めんで自己紹介をしてまわるシーンを思い描き、男はほくそ笑んだ。


    　パーティ当日。服を引き剥はがされ、訳も分からないうちに裸で放り出された彼女はどうするだろう。自分たちを声こわ高だかに罵ののしるか、それとも哀願するだろうか。


    　声高に罵るほうが、面おも白しろそうだな──気が強いといいのだけど。


    　そうして自分のことを仲間と認めていたのではなく、獲物だと嘲ちよう笑しようされていたことに気づかせるのだ。


    　さすがにそこまでいけば絶望するだろう。


    　それでも察しのつかない、鈍い女であれば軽く痛めつけるのも一興だ。


    　彼女は絶望し、今度こそ哀願するだろう。


    　助けて、助けて、助けて、助けて、助けて────。


    　彼女に希望を持たせる。素っ裸のまま全力で森を駆け抜ければいい、と囁ささやいてやる。だが、この森は罠わなだらけだ。生き残る確率はゼロだ。もちろん、彼女を見失わない程度に追跡するのも忘れない。


    　必死になって走る彼女を追い立て、そっちには罠があるぞと助言してやり、嘘うそをついたり、本当のことを教えてやったり、じっくりと愉たのしもう。


    　そしてとうとう罠に引っかかり、足を負傷した彼女が跪ひざまずいて命いのち乞ごいをするのを見て嘲あざ笑わらうのだ──そのシーンを妄想しているうちに、思っていた以上に森の奥深くまで潜もぐり込んでしまったことに気づいた。


    　まずい。ここらへんには、仕掛けずみのベアトラップがあるはずだ。狩りならともかく、女を抱くときに、いちいちそんなものがあるかどうかなど気にしてはいられない。


    「なあ、君！」


    　女が振り返る──彼女の動きに合わせて、黒い髪が妖よう艶えんに躍る。


    「あら。どうかなさいましたか？」


    　振り向いた女が蠱こ惑わく的な笑顔を浮かべ、ドレスの胸元をくいと指で引っ張った。ゾクゾクと背中に欲情めいた何かが走り抜ける。


    「いや、ここらへんは危ない。熊が出てくるんで罠を仕掛けているんだ。もう少し戻ろうじゃないか。大丈夫、誰も来ないさ」


    「まあ、罠ですか」


    「そうとも、とても危険な罠だ。何しろ、熊の足をガブリとやるためのものだ」


    　男はおどけて、両手でがぶがぶと噛かみつく仕草をした。女はあら可愛かわいらしい、と言わんばかりに微ほほ笑えんで告げた。


    「それは例えば、あなたのすぐ後ろにあるような？」


    「は？」


    　いきなりどん、と突き飛ばされて思わず一歩後退した。


    　ガシャン！


    　ベアトラップが発動し、足に鉄の牙きばが食くい込んだ。次の瞬間、まさに爆発的ともいえる苦痛が彼の全身を貫いた。


    「いっ──────いでええええええええええっ！」


    　絶叫した。座り込もうとした瞬間、女の両手がそうはさせまいとするように両肩をしっかりと締め付けて、無理矢理立たせた。


    



    「な、なにっ！　なんで！　なんだ！」


    「イヤですわ、パールマンさん。今まで貴方あなたがやってきたことじゃありませんか」


    　笑顔の彼女から出た言葉は、男の心臓に突き刺さった。


    「…………え？」


    　耳元でそっと、囁ささやく。


    「この森で、この罠わなを使い、何人もの人間を殺してきたじゃありませんか」


    　くすくすくす──と、それは魔女の笑いにも似ていた。


    「え、い、あ、え……？」


    　思考を阻害する激痛の中、彼が理解できたことがひとつだけある。


    　彼女は、自分のことを大変よく知っているらしい。


    「お、前……！」


    「えー、自己紹介させていただきますわ。わたくし、シャーリー・ワードワーズ。ちょっと事情がありまして、〝クラブ〟のことを調査させていただいてます。人狩りマンハントを目的とする大変伝統あるクラブのことを、です」


    「……っ！」


    「あら、顔色が変わりましたわね。知っていることを洗いざらい教えていただければ、殺すのは勘弁してあげますよ？」


    「キサマ……！」


    　くっくっと笑う女を見て、男は憤いきどおると同時にわずかな希望を抱いた。


    　いいとも、なんでも喋しやべってやろう。どうせ、その後で殺されるのはお前なのだ。彼女はクラブを甘く見ている。あの組織は、想像を絶するほど世界に浸透しているのだ。


    「い、いいだろう、教えて……やるっ。な、な、なに、が、知り……たい？　早く言えぇ！」


    「今、〝クラブ〟は誰が運営しているの？　〝ミスター〟と呼ばれた男は死んだはずよね？」


    　よく知っているな──と男は汗だくのままにニヤニヤと笑った。


    「確かに、以前はあの男から狩りの招待状が送られてきたな。今は、〝アストライア〟という少年が代行している。もっとも、アストライアは〝調停者〟だ。いずれ、別の人間が管理を任されるまでのつなぎだろうな」


    「……調停者？」


    「クラブの運営に携たずさわる人間は、ミスター以外にもいるはずだ。ただ、正体は知らん。コードネームが明かされたこともない。狩りのときですら人前に出ることもない」


    「知らないなら、何な故ぜそういう存在がいると分かるのかしら」


    　男は鼻で笑う。


    「私は幾つもの会社を支配してきた。クラブの会員として、中枢部に食くい込まなくともちらほらと漏れる情報を仕入れれば、ある程度は辿たどり着くさ」


    「まだ知っていることがあるわよね？」


    　苛いら立だちを募らせつつ、男は告げる。


    「ああ、あるさ。だがな、まずはこの罠わなを外はずしてくれ！」


    「駄目」


    「教えることはまだ、山ほどある！」


    「嘘うそ」


    「何故分かる！」


    「どうして分かるって、そりゃあ私が専門家だからよ。クラブについての知識で、貴方あなたがもっとも自信を持っているのは、クラブが正体も分からぬ何者かに統括されているという事実だけ。他に知っていることは、きっとどれも自信がない」


    「……っ！」


    　その通り────で、あった。


    　彼がクラブについて知っているなかで、最大のネタはクラブの中枢部にアストライアという少年が存在すること。ミスターが死亡して以降は、彼が実質の運営を取り仕切っていること、その程度であった。


    　それ以外に知っていることといえば──。


    「アストライアには、凄すご腕うでの部下たちがいる。黒こく槍そう……そう、黒槍騎士団と呼ばれていた。これは間違いない。アストライアが携帯電話で指示を下している場面に出くわしたことがあるからだ」


    「へえ。……それだけ？」


    「そ、それだけ、だ。この状態では無理だ、せ、せめて罠が外されたら落ち着いて思い出せるかも……」


    　目の前の女の、冷徹すぎる声に男は震えた。


    　だが、まだ彼には切り札が残っている。


    「クラブを……クラブを、調べているのなら。私が協力してもいい」


    「協力？」


    「ああ。会員メンバーである私ならば、もっと深い情報を探ることができるはずだ。どうだ、悪い話では──」


    「いや、悪い話だわ。それ」


    「何な故ぜだ！　信じてくれ、私は裏切らない。第一、お前の身元も分からないんだぞ？」


    「あ、私はＣＩＡの人間ね。よろしくねー」


    　あっけらかんと己おのれの正体を明かす言葉に、男の顔が恐怖に引ひき攣つる。


    「待て、待ってくれ。頼む、嘘うそだと言ってくれ。そんな簡単に自分の正体を明かさないでくれ。頼む、頼むよ。嘘なんだろう？」


    「嘘じゃないわ。それから安心しなさいな、私は貴方を殺さない」


    「──は？」


    　殺さ、ない。


    　殺されない。死なない。助けてくれる。ありがとうございます。


    　感謝の面おも持もちで眺める男の肩をぽんと叩たたき、耳元で囁ささやいた。


    「貴方あなたを殺すのは、彼よ」


    　…………かれ？


    　尋ねる間もなく、彼女はそそくさと──逃げるように、立ち去っていった。


    　足が痛い。


    　背中にだらだらと厭いやな汗をかく。男はスーツを脱いだが、それでも先ほどから震えが止まらない。座って、足に食くい込んだ罠わなを力任せにでもこじ開あけて脱出するべきだと分かっているのに──何故か、そのまま立っているべきだと感じている。


    　風が吹く、森がざわざわと生き物のように胎たい動どうする。


    　男はようやく理解した。


    　自分の背後に誰かが立っている──立って、自分を殺そうとしている。


    　その殺気のせいで、先ほどから自分は座り込むことすらできないのだ、と。


    　理解して、心の底から恐怖した。


    「そこに……いるのは、誰、だ？」


    　唾つばを何度も飲み込み、自分の予想が外れることを祈りつつそう言った。自分で思っていた以上に小さい声で、まるで囁くようにしか言えなかった。


    　ああどうか……どうか、質問に答えるべき人間がいませんように。自分の心が臆おく病びよう風かぜに吹かれただけでありますように。殺気など気のせいでありますように。


    　だが現実は、彼の思っていた以上に厳しい。真実は、彼が想像していた以上に過酷だった。


    



    「お前を、これから狩る者だ」


    



    　きりきりと弓を引き絞る独特の音。全く容赦がなく、慈じ悲ひを乞こう暇いとまも与えられず、それどころか顔すら見せないことを理解し、男は絶叫した。


    　その長い長い絶叫が止やんだとき、男の心臓も停止した。


    　恐怖の表情を浮かべたままの男から、矢を引き抜く。周囲を見れば、先ほどの絶叫や血の臭においを嗅かぎつけて、キツネたちが興きよう味み津しん々しんにこちらを覗のぞき込んでいた。


    「まあ、腹を下さない程度にどうぞ」


    　狩った者はそう言って、その場をさっさと立ち去った。


    



    
      §　　　　　§　　　　　§

    


    



    　罪なき人を狩る〝クラブ〟がこの世には存在する。


    　罪なき人を狩る〝ケモノ〟がこの世に蔓延はびこっている。


    　獲物として選ばれる者たちに、理由らしき理由はない。


    　ただそこにいたから、ただ笑っていたから、ただ生きていたから──たまたま、偶然にも、不幸にも、選ばれる。


    　選んだ者たちは、選ばれた者たちのこれまでの人生や、夢や、希望を一切省かえりみることなく踏みにじる。自分が一ひと時とき、気持ちよくなるために踏みにじる。


    　だが、偶然は時に恐ろしいものを運んでくる。


    



    　これはその偶然で選ばれた「僕」の物語だ。


    　僕は赤あか神がみ楼ろう樹き、〝ケモノガリ〟としてケモノを狩る存在である。

  



  
     第一章　苦痛の城


    



    　──独裁者コリキア・リンドマンを狩って、かれこれ二か月以上が経過していた。


    　そしてその間、僕の横にはずっと一人の女性がくっついていた。


    「シャーリー」


    「はいはい、何でしょうかご主人様マイマスター」


    　からかうようにそう言う彼女に、僕は露骨に顔をしかめた。


    　今、彼女と僕はドイツ国境に向けて車を走らせている。普段は夜、皆が寝静まる頃に行動を開始していたせいか、この明るい陽光を浴びていると、やけに落ち着かなかった。


    　運転手はもちろん彼女だ。残念なことに、僕はまだ車をこうして走らせる年齢に達していない。


    　なので、正しよう真しん正しよう銘めい国際ライセンスを所持している彼女に運転してもらう方が、安全なのだ。


    　なのだが──甘えすぎている気がする。甘えさせられている、というべきか。


    「いい加減、本業に戻ったらどうなのさ」

  


  [image: ]



  
    「数年越しの計画プランがようやく成功したのよ。半年くらい遊んでもバチは当たらないわね。少なくとも、私はその程度の働きはしたもの」


    　大威張りで胸を張る。


    　この二か月、彼女には随分と協力してもらっていた。僕が望んだわけではなく、向こうから強引なまでに協力を押しつけられた、という感じではあるが。


    



    　特に情報面での強化が果たされたのが大きかった。何しろ、一旦標的と定めたケモノの情報は最低でも一日待っていればやってくるのである。ボディガードの情報、向こう一週間のスケジュール──その他もろもろ。


    　その代わり、僕も彼女に情報を提供している。


    　僕自身のことを。……経歴ではなく、僕の身体能力とか。


    「聞きたかったんだけど──こんなこと知って、どうするの？」


    「言ったでしょう。私、貴方あなたに興味があるの」


    「僕の……力とかに？」


    「んー、半分はそうだけどもう半分は貴方の精神こころ」


    　暴力の方面はともかくとして、僕の精神など同年代の人間と大して違わない──わけはないけれど。それでも分析したくなるほど特異なものとは思えない。


    　彼女はにんまりと、いつもの笑みを見せて助手席に座る僕の肩を叩たたいた、やれやれ。


    「ま。そのうち分かるわよ。それより、次はドイツへ行こうってことになっているけど」


    「ああ」


    「何な故ぜドイツなの？　まだ、ヨーロッパには会員メンバーが残っているけど」


    「リストを見せたことがあったよね？」


    「ええ。……でも、ドイツの人間だけが突出しているって感じはしなかったわ」


    　リストの人間は大方チェックを済ませてあるが、先進国の人間が八割を占め、リンドマンのような小国の人間は二割に満たない（それだけに、物ぶつ騒そう極まりない存在ばかりなのだが）。


    「ああ、その通り。ただ──初期に会員に加わっている人間はドイツ人が多いんだ」


    　僕の言葉に、「ああ」と納得したようにシャーリーが頷うなずいた。察しがよくて話が早い。


    「つまり、ロキの推理では……このクラブは、ドイツで発足された？」


    　彼女は僕を〝ロキ〟と呼ぶ。


    「分からない。けれど、さっきの男が言ってたクラブの運営を任されている人間か、あるいは本拠地……みたいなものが、ドイツに存在する可能性はある」


    　リストの名前を繰り返し、繰り返し見続けて──今ではすっかり、頭に叩き込まれている。生きている者も、死亡した者も。


    「今でも、世界のどこかで別の〝狩り〟が行われている。きちんとした管理で、きちんとした運営で──誰かが、狩られている」


    「……そ。じゃ、ドイツへまっしぐらね。もうすぐ検問だから、パスポートの準備をよろしく。武器はちゃんと私が伝えた場所に隠した？」


    　僕が頷うなずくと、彼女は一気に車のアクセルを踏み込んだ。


    



    　世界は相あいも変わらず騒がしい。


    　世界のどこかで戦争が始まり、人が殺された。犯罪が起こって人が殺された。事故が起こって人が殺された。


    　八割──恐らく九割は、事実がありのまま晒さらけ出されているのだろう。戦争で、犯罪で、事故で人が殺されたのだろう。


    　だが、残る一割。


    　例えば、森のどこかで死んでいた人間。


    　例えば、誰かに連れ去られて姿をくらませて死亡認定を受けた人間。


    　例えば、車に轢ひかれて殺された人間。


    　本当は、ひょっとしたら──違うのかもしれない。額ひたいに穿うがたれた孔あなが理由なのかもしれない。背中に突き刺さった矢が原因なのかもしれない。締め上げられた首の痕あとを、誰かが故意に見逃したのかもしれない。


    　人を狩ることに喜びを見み出いだした権ケ力モ者ノと、彼らの手先となって動く娯楽提供者エンターテイナー。


    　それが、この僕──赤あか神がみ楼ろう樹きの敵である。


    



    　彼らの狩りに巻き込まれた僕は、幼おさな馴染なじみである貴き島しまあやなと別れてでも、彼らを狩り続ける道を選んだ。


    　そうして、北欧の小国バレルガニアの独裁者（もう、元をつけるべきだろう）コリキア・リンドマンを狩る際、レジスタンスとして協力してくれたのがシャーリー・ワードワーズ──目の前の女性である。


    　無事に独裁者を討ち果たし、バレルガニアは圧政から解放されたのだが──何な故ぜか、功労者であるはずの彼女は国を捨て、僕につきまとっている。


    　自称〝ＣＩＡ〟であるが、果たしてどこまで信じていいものやら。


    　逆に、あえて真実を晒して他の欺ぎ瞞まんを誤ご魔ま化かしているのかもしれないが……いや、やめておこう。こんな思考は堂々巡りにしかならない。


    



    　僕たちは至し極ごくあっさりと検問を通過した。同乗者が一人いる、というだけで今まで見み咎とがめられていたのが嘘うそのように、国境を渡った。


    　なんだか堕だ落らくした気分だ──などと考えつつ、僕はリストの名前をもう一度確認した。


    　次の標的は、マクシミリアン・ルートヴィヒ伯はく爵しやく。リストに名前があったドイツ人の中でも、トップクラスに古参だ。ちなみに正確な名前はもっと長い。僕は溜ため息いきをついてぼやいた。


    「ドイツ人の名前って、どうしてこんなに長いんだろう？」


    「さあてね。伯爵ともなると、伝統がものをいうからじゃないかしら」


    「普通の人だって長いだろ」


    「ドイツは普通の家でも、家系図が長々と存在するのよ」


    「……聞いたことないな、そんなの」


    「だって、たった今でっちあげたんだもの」


    　ケラケラと笑うシャーリーに、僕はやれやれと息を吐いた。


    　既に、標的のある程度の情報は収集している。彼の居所は、驚いたことに〝城〟らしい。子供が二人、使用人は……いるのかいないのか分からないが、まあいるだろう。


    「しかし。いくら伯爵だからって城に住むものなのかな」


    「変わり者なんでしょうね。まあ──〝人狩りマンハント〟を趣味嗜し好こうとする時点で変わり者であることは間違いないんだけど」


    「……変わり者、ってレベルじゃないだろう」


    　くすっ、とシャーリーが笑って言った。


    「人殺しそのものはね、珍しくもなんともないわ。この世界では、何人もの人間が何人もの人間を何通りもの動機で殺している」


    「それはそうだけど……」


    「特に欲望を刺激されると、人は兇器を握る。財産、異性への執着、まあもっとも簡単なのは〝生き延びたい〟って欲望よね」


    「戦争になると、人は簡単に人を殺すしね」


    　──と、僕が適当にそんなことを言うとシャーリーはニヤリと笑った。まるで、僕の発言が狙ねらったところにバッチリと着弾した、と言わんばかりに。


    「ねえ、第二次世界大戦でね。銃を持った兵士が十人いたとして、何人が敵に向かって弾を当てようとしたか、分かる？」


    　……え？　僕は質問の意図するところが分からず、シャーリーを見つめた。彼女は微ほほ笑えみ、僕の答えを待っている。


    　え……っと。


    「七人……くらい？」


    　三人、臆おく病びよう者ものがいたくらい──が、適当なんじゃないだろうか。


    「残念、もっと少ないわ」


    「じゃあ、五人だ」


    「ロキは人間が、それほど凶暴だと思うの？」


    　く、もっと少ないのか。


    「三人、なの？」


    「外はずれ、二人。一般に、第二次世界大戦時における発砲率は、十五％から二十％と推定されているわ」


    　思っていた以上の少なさに、唖あ然ぜんとする僕にシャーリーは続けて言う。


    「人間が、人間を殺すというのはね。それほど〝激烈〟な体験なの。特に、普通に平凡に生きている人間ならなおさらよ。ベトナム戦争では、このときの経験を活かしたことで、心理学的なアプローチを兵士たちに施ほどこしたわ」


    「……どうなったの？」


    「発砲率、九十％。……もちろん、その代償は高くついたわ。元来、人を殺すことに抵抗感を抱く人間に、無理矢理人を殺させたのだから。ベトナム帰還兵の問題、ロキは若いから知らないかしら？」


    　シャーリーの問いに、僕は少し自信なさげに告げた。


    「『ランボー』くらいなら、見たことあるよ」


    　僕の世代にとっては、遠い遠い昔の出来事。歴史の書物に数行見るしかない事実だ。


    「そう。でも、それなら分かるでしょう。戦争に敗北したとか、職を失ったとか、家族と不和になったとか、そういうことももちろんあるけれど。深いジャングルで誰かに命じられて、同類を殺したという事実は、それほど彼らの心に重荷だったのよ」


    　シャーリーは僕が開いていたリストの名前を、ずらっと指でなぞった。


    「そして話は変わるけれど。兵士が百人いた場合、二人についてはそういう心理的な訓練を一切施さなくてもいいらしいの」


    「……」


    　急に話が確信に迫った、そんな気がして身を固くした。


    「二％。兵士の中には、同類を殺すことに抵抗感を覚えるどころか喜んで殺してしまうような人間が出てくるらしいわ。兵士としては攻撃的で、勇ゆう猛もう。優秀な兵士よね。でも──大多数の人間が送る日常ではどうなのかしら？」


    「……分からない、よ」


    「例えばそういう人間が、お金をたくさん持っていて、有り余るほど持っていて、そうして誰かを面おも白しろ半分に殺しても逮捕されることがないと知っていたら──彼らは、どうするのかしら」


    　どうするのか、か。


    　いや、どうしたのか──その結果が、このリストなのかもしれない。


    「当たり前のことだけれど、人狩りマンハントを娯楽として楽しめる人間は少ないわ。必要に迫られたからでも、強制されたからでもない。自分から望んでやっている人間よ。彼らの精神は、きっと暗黒に満ちている。ロキ、そういう人間はいろいろなことに固こ執しつするわ、異常なくらいにね」


    「固執？」


    「自分の生活パターン、自分が大切にしている何か、あるいは自分の領土もその類たぐいね。特にこのマクシミリアン・ルートヴィヒは何代もの伝統を誇る貴族よ。そんな人間は、住むべき場所にすら、自己を剥むき出しにする。何かあるかもしれないわね」


    「何かって……」


    　さて。何があるというのだろう。


    　城、城、城か────。拷ごう問もん部屋でも、準備万端整えているのだろうか。あるいは、それ以上の何かを、その城に配置しているのだろうか。


    「ま、ともかく。情報を集めるわ、伯はく爵しやく本人だけじゃなくて──城についても、ね」


    「お願いする」


    　その後、僕とシャーリーで話し合って情報を受け取る場所や、待機場所、連絡手段などを改めて定めた。


    　ドイツ東南部、ガルキルテン山中に広がる森、〝ジルバー・ヴァルト〟で僕は待機。シャーリーはＰＣを使用するので山の麓ふもとにある村に、宿を取るらしい。まあ、その方がいいだろう。僕としても久しぶりに気が楽だ。気配を感じ取りにくい彼女と一緒に眠るのは……どうもこう、具合がよろしくない。


    　シャーリーもシャーリーで、僕が傍そばで眠っていると「傍にいるのに、傍にいないようにも感じられるのって、ちょっと怖いわねぇ」と言っていたしな。


    



    「じゃ、気をつけてね」


    「シャーリーも、調べるときは注意した方がいい」


    「ええ、分かってる」


    　車の窓から手を振って、シャーリーが走り去っていった。僕はジルバー・ヴァルト……ドイツ語で「銀の森」と呼称される鬱うつ蒼そうとした森へと足を踏み入れた。


    　目的地は森の奥、山の中腹にそびえ立つブライトクロイツ城だけど、シャーリーが情報を仕入れてくるまでは、ひとまず目標との中間地点で待機だ。


    



    　僕は予あらかじめ購入しておいたテントを張った。現時点で、僕は国境から不法侵入したわけでもなく、犯罪を犯して逃げているわけでもなく、おまけに身分証明まであるので、堂々と行動することができる。


    　森林警備隊に見つかったら、多少の言い訳は必要かもしれないが。この森はルートヴィヒ家の私有地らしい、ならば全く遠慮はしない。


    　食料もある、水もある。シャーリーが買ってきた携帯食料は、あまり美お味いしいとはいえないが栄養バランス的には問題ないし、ひとまず腹は膨ふくれた。


    　灯あかりを消して、寝袋の中に潜もぐり込む。奮発した寝袋は、地面の冷気を完全に遮断してくれた。


    　しんと静寂に包まれた森を感じながら、僕は瞼まぶたを閉じた。


    　……そうして、過ぎ去った日々を回想する。一日たりともこの儀式を欠かしたことはない。女め々めしい、と思わないでもないが仕方ない。単純に、貴き島しまあやなの顔を思い出せないような状態になりたくないからだ。


    　記憶は残酷だ。どれほど大切にしていても、古いものはどんどん消しゴムをかけられたように薄くなってしまう。あやなの顔は今でも覚えている、家族も自信がある。だけど──あの街で死んでいったクラスメイトの顔が次第に朧おぼろ気げになっていることに、気付いている。


    　だから、だから……あやなの顔を忘れたくなくて。僕はあの懐かしい日々を回想する。順繰りに、彼女との出会いから修学旅行までを回想する。


    　だがこのときの僕は、奇妙な不安感に包まれてどうにも回想に身が入らなかった。周囲の環境を改めて確認する。


    　自分の心音と、わずかな呼吸音────それを除けば、完全に無音の世界だ。


    　どこもおかしいところは、ない。


    「……いや、待て」


    　──だが、それこそがおかしい。


    　一時間もしないうちに、僕は起き上がって寝袋から体を出していた。そうして、息を殺して周囲を探る。


    「おかしい……静かすぎる」


    　何度も森で夜を過ごした経験から、よく知っている。完全な静寂に包まれる森などというものは、実は存在しない。森は生物が棲む場所なのだ。もちろん、人が紡つむぎ出す騒音より遥かに静かだけど。


    　だから、この静けさはおかしい。これほど静かなのは、単純に生物がいないか──あるいは、


    「……」


    　ぞわり、と背中に冷えた殺意を感じ取った。


    　僕は即座に臨戦態勢に入った。ククリナイフを引き抜き、ショートボウと矢を傍かたわらに置く。持たされた拳銃グロツクのことも脳裏を掠かすめたが、元々護身用として持っておけと言われた小型の拳銃だ。遠距離戦での撃ち合いには向かないし、それくらいなら弓と矢で狙ねらった方がやりやすい。


    　とはいえ、持って歩くには便利この上ない。足首にホルスターごとセットしておこう。


    　瞼を閉じる。風に煽あおられる樹木とその葉、草花の揺れる音……それ以外は存在しない。本来この森で生きている動物たちの音がないのだ。皆、ここから全力で逃げたか──あるいは、命があることを願って隠れているかのどちらかだろう。


    



    　筋肉が殺意に反応して、隆起する。ククリナイフを右手で構えて突き出し、左手は地面につき、両足は大きく広げ、体全体を前傾させる。


    　陸上のクラウチングスタートのようなスタイルで、僕はテントの入り口を睨にらみ付ける。


    　何が来るか、についてはあらゆる考えを脳内で作成しつつ、あらゆる予想に同じ答えを出す。


    「落ち着け」と。


    　今の僕は、たとえここに僕の見知った顔──たとえば、あやなやグレタ、シャーリーたちが現れたとしても──驚かない、混乱しない、ただ冷静に殺意だけを感じ取って敵か否かの答えを出せる。


    　言い換えれば、それほどまでに僕が感じ取った殺意は、純粋なものであった。


    　憎悪がない、醜みにくい感情を全てこそげ取ったように……淡々としたモノ。


    　さあ、来い。


    　僕は反応する、反射する、即応する、僕は──殺害する。


    　そして、一分と二十三秒後。


    　殺意が動き、ほんの微かすかだが〝音〟が現れた。


    　それは地面を踏み込んだ、微かな音。


    （跳躍──！）


    　一いつ気き呵か成せいに、真正面から躍りかかってきた。迷うことなく、僕は外へと飛び出した。まさか外に出てくるとは思わなかったのだろう。


    　殺意が一瞬ねじ曲がり、混乱した。


    　外に出た瞬間、僕は自分の頭上を跳躍する黒い影を見つけた。影の大きさは人より小さく、犬よりは大きい程度。今日の月は暗い雲に隠れて姿が見み出いだせず、人間が作り出すような光もここにはない。


    　だから、僕の動体視力をもってしても影としか言いようがなかった。


    　激突する。


    　ククリナイフの一撃を、影に振るう。正直に告白すると、油断も慢心もなかったが確信はあった。生物ならば、今の一撃を受けきれるはずはないと。


    　世の中には、僕の想像を上回る生物が存在する。


    　重い金属同士が激突する、凄すさまじい不快音が森に響いた。


    「なっ────」


    　絶句した。人間が武装して飛びかかってきた──なら、分かる。今の攻撃を耐えるだけの武装で、絶妙に切り返したのならば、まだ分かる。


    　だが、僕の目の前にいるのは──僕の目の前にいて、威い嚇かくするように唸うなり声をあげているのは、武装した動物だった。


    　赤しやく銅どうのような体毛、獰どう猛もうに輝いているのにどこか知性を感じさせる瞳ひとみ、だらりと垂れた大きな耳、僕が今まで相手をしてきた番犬たちを上回る巨きよ躯く。そして何よりも問題なのは、彼（彼女？）が頭から胸部にかけて装着している〝鎧よろい兜かぶと〟だ。


    　兜の角が、まるで突ラ撃ン槍スのようにこちらに狙ねらいを定めている。恐らく、僕の一撃を弾き返したのはあの角だろう。……刃がない分、丸みを帯びた金属製の角は極めて頑丈だ。アレを僕のククリナイフで斬るには、相当に気合いを入れるしかあるまい。


    



    「……」


    　犬は無言で（当たり前だ）、こちらを睨にらみ据すえている。もう間違いなく、この犬はクラブに関わる存在であると確信できた。


    　犬の武器は角と、それから──牙か。


    　喉のど元もとに食いつかれたら、大ピンチだろうな。じり、と僕が動く。犬は、前傾姿勢のまま動かず……顔だけをこちらに向けた。


    　静寂。


    　森が完全に沈黙している。まるで、森全体が──息を呑のんで見守っているかのよう。
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    　隙すきがなかった。僕がどういう風に飛びかかるにせよ、犬の飛び込みは確実に僕を捕捉するだろう。


    　僕は防具をつけない、まあ動きが鈍るし銃弾を防ぐには余程のものを身につけなくては、で現代戦においては、あまりいいとこなしだからな。


    　しかし、首筋くらいは守っておくべきだったか──と、今になって後悔する。


    　そうして、互いに動かない時間が続く。


    　十五分を突破している。このまま朝まで粘るか？


    （いや──駄目だ）


    　朝まで粘れば、間違いなくこちらが不利になる。体力的な問題ではなく、朝日の光を浴びるのが、僕の方だということだ。


    　僕は東を向き、彼は西を向いている。


    　朝までかけて、僕と彼の位置を入れ替えなければ。


    　そう思いつつ、ゆっくりと位置調節を図る。だが、犬は鼻でフンと息を零こぼすと彼もまたゆっくりと自分の位置を動かしていった──自分が朝日を背に受けるように。


    （おいおい）


    　この犬、犬のくせに賢いとかそういうレベルを超越している。戦術を完全に組み立てている。どういう風に育てられたら、こんな怪物になるんだか……！


    　僕が焦りを感じた瞬間だった。


    　犬が余裕を抱いだいた瞬間でもあったろう。


    



    　この状況に、そして森にそぐわない電子音が響いた。


    《──私よ、ロキ。あのね、》


    　次の瞬間、その声や電子音に慣れ親しんでいた僕が一歩先んじた。


    　息を殺し、咆ほう吼こうすることなく無言で犬に斬きりかかる。狙ねらうは顔面、首筋と脳天は兜かぶとに覆われているが、目を〝殺〟せば戦闘能力は大幅に低下する……！


    



    　闇やみ夜よの森に、閃せん光こうが走った。


    　微かすかな血の臭においが、周囲に立ちこめる。だが、餓うえた熊でもこの場に乱入するのは差し控えるだろう。


    　もちろんそれは、僕がいるからではなく。


    「……っ！」


    　彼がこの場にいるからだ。僕よりわずかに遅れてなお、僕を凌りよう駕がする速度で跳躍し、角で僕を突き刺した。


    「……参ったな」


    　思わずそう呟つぶやいた。僕の敗北は免まぬがれたが、引き分けといっていいだろう。


    　犬の目が見開き、驚きを露あらわにしたかに見えた。


    　僕の首筋に血が滲にじみ出る、一方で犬の角が遅れて地面に転がった。僕の反応は遅かったが、それでも彼の角を切り落とすことはできた。


    　角に毒が仕込まれていない限り──僕の方が有利だ。そして、今のところ〝舞踏蜘蛛タランチユラ〟のときに味わったような不快感はない。


    　あるのはただ、斬り裂かれたときの鋭い痛みだけ。これならまだ、僕は耐えられる。戦闘中の興奮状態なら、なおさら脳は苦痛を拒絶してくれるだろう。痛みと血の補充は、終わった後で考えることにしよう。


    「……？」


    　犬が、僕を睨にらみ据すえたまま後方に跳躍した。くるりとこちらに背を向け──僕の方を少しだけ振り返った。そして、軽く前まえ肢あしで土を蹴けってから逃げていった。慌てて後を追おうとして、踏み留まる。こんな暗くら闇やみの森を異常な速度で走る犬に、追いつけるはずがない。


    　ふむ。


    　どうやら、引き分けということで向こうも納得してくれたらしい。少し迷いつつ、僕はスマートフォンを手に取った。


    《ハロー？　もしもーし！》


    「ごめん、ちょっと敵襲を受けて遅れた」


    《あら、まあ。それは悪かったわね》


    「いや、むしろありがたかったよ。あのままだと、僕の負けだった」


    《まさか》


    　僕の言葉を一笑に付すシャーリー。……まあ、信じないなら信じないで構わないけどさ。


    「それはともかく、何かあったの？」


    《ああ、うん。そうね、敵襲を受けたのなら仕切り直しで合流しない？》


    「了解」


    　僕は即座にテントの入り口に手を突っ込み、バックパックと弓矢をまとめて手に取った。先ほどの電子音──スマートフォンも、その中にしまい込んでいる。救急キットだけを取り出し、消毒してから針と糸で傷口を縫合、念のために抗生物質を注射した。シャーリーが教えてくれたお陰で、この手の作業も時間をかけずにこなすことができるようになった。


    　それからテントと寝袋を畳んで縛り、背負って歩き出す。傷口はヒリヒリと火傷やけどしたような熱さがあるが、許容範囲の痛みだ。


    　二、三時間ほど歩いて朝焼けが目に沁しみるくらいの時間にようやく到着した。


    　車からシャーリーが手を振っていた。


    「お早いお帰りで」


    「ああ、うん。それで、何か分かったの？」


    　僕は車に乗り込んだ。彼女は後部座席にあった書類を引っ張り出して、僕に放り投げた。車を発進させようとはしない。


    「いろいろと調べているけど、その前に。私が拠点としている村なんだけど、観光客が多いのよ」


    「それがどうしたのさ」


    「行方不明者も多いのよね」


    「……調達？」


    　僕の言葉に、シャーリーが無言で頷うなずいた。まあ、当然だろう。どこかで人間を調達しなければ、〝狩り〟は始まらないのだ。


    「つまり、村にも何人か協力者がいると思うのよ。私は観光客で、おまけに一人でやってきた。ついでに、バーで出会った地元の人間に『仕事を解かい雇こされて、恋人に愛想を尽かされ、傷心旅行中』って言っておいたわ」


    「襲ってくれ、と言っているようなものじゃないか、それ」


    「そう言ってるのよ。まあ、この手の調査に多少の危険はつきものだわ」


    「マクシミリアン・ルートヴィヒについては何か分かった？」


    「地元の村に、相当な寄付をしているらしいわね。ルートヴィヒ一族は代々ここを支配していたらしいし、村のあちこちにルートヴィヒという名が刻まれたものがあったわ。ルートヴィヒストリート、ルートヴィヒ博物館、ルートヴィヒ噴水……その他いろいろ」


    「未いまだにブライトクロイツ城の城主というわけか」


    　なんとも時代錯誤だが、経済力で村を支配するという暴ぼう挙きよはいかにも現代らしいやり口かもしれない。


    「そうそう。そのブライトクロイツ城だけど、地元だと別の名前があるみたい」


    　彼女が何を言いたいのか分からず、僕は黙って話の続きを促した。


    「〝苦痛の城ブルク・クヴアル〟だってさ。無数に仕掛けられた悪質な罠わなで、忍び込もうとした盗賊、あるいは村から強引に連れ去られた若者たちが、昼となく夜となく苦痛の悲鳴を上げ続けていたから──」


    「ふうん。……でも、よく分かったね。マクシミリアンがあの村に寄付しているなら、そういう情報は改かい竄ざんされたりするものだと」


    「ううん。わりとすんなり調べられたわよ。彼自身が編へん纂さんした城の歴史書にも堂々と掲載されていたし。まるで、誇っているみたいにね」


    　苦痛の城とあだ名をつけられて誇りに考える城主か。いかにも〝クラブ〟の会員メンバーらしい思考だな、と僕は思った。


    「それから、これが最後に確認されたルートヴィヒ一族の写真。ええと、村にある噴水の完成記念式典ね」


    　彼女はそう言って、古びた新聞記事を取り出した。日付を確認すると、二年ほど前らしい。


    　テープを切ろうとしている壮年の男、その両隣には線の細い少年と長い髪の少女がいた。そして、少年の隣に────〝犬〟がいた。


    「この犬は……？」


    「犬？」


    「ほら、この子供の隣にいる犬」


    「順を追って説明させてよ。右側にいるのがゲルト・ルートヴィヒ、長女。左側がハインツ・ルートヴィヒ、長男。ハインツの隣にいるのが……記事には、飼っている犬としか載ってなかったけど。こいつがどうかした？」


    　僕は無言で、腕の傷を見せた。


    「この犬に襲われた。明らかに人を殺傷し得るための兜かぶとを装備した上で」


    　僕は大おお雑ざつ把ぱに、犬との出会いと戦い、そして犬がどれほど恐ろしい相手だったのかを語った。


    　シャーリーは目を丸くして、あらまあと呟つぶやいた。彼女もいい加減、突発的で奇妙な事態に慣れ始めているようだ。


    「じゃあ、犬についても一応調べてみるわ。ざっと見た感じ、マクシミリアンの記録はたくさん残ってるけど、子供や……まして番犬なんて記録に残っているかどうかは怪しいものね」


    　まあ、期待半分で待っていることにしよう。


    「うん。そういえば、これって二年くらい前だけどこれ以降のものはないの？」


    　僕がそう問いかけると、シャーリーはアメリカ人らしく肩を竦すくめた。


    「これ以降、ルートヴィヒ一族は表に出てこなくなったわ。犬は分からないけれど」


    「表に出てこなくなった時期に、何かあったの？」


    　事故やテロのような類たぐいがあって、表に出てこなくなった──とか。


    「いいえ、特に何もなかったと思うけど、そのへんも調べておくわ。ロキはこれからどうするつもり？　一旦村に戻って、別行動を取りましょうか？」


    「いや……。犬の嗅きゆう覚かくだと、僕が村にいたとしても多分嗅かぎつけられるだろうし」


    「まあ、そうね。だからといって、森の中にい続ける気？」


    「森の方が、戦いやすい」


    　そうなの？　とシャーリーがびっくりした目で僕を見た。本当だとも。森の方が、気配を捉えやすく、消しやすい。もっとも、それは相手も条件が一緒だ。〝ロビン・フッド〟みたいな存在と巡り合った場合、厄やつ介かいなことになる。


    　あの犬は……まあ、厄介な方だろう。だが、村のど真ん中であの犬と死闘を繰り広げるなどというのは、ちょっとした悪夢だ。


    「ああ、それからもう一つあった」


    　僕はスマートフォンを差し出し、申し訳ないと思いつつ伝えた。


    「マナーモードって、どうやるのか教えてくれないかな」


    



    
      §　　　　　§　　　　　§

    


    



    　犬という動物は、人類最古の友である。世界各地で愛され、時に敬うやまわれ、相棒となってあらゆる時代を駆け抜けてきた。


    　かつて人類があらゆる猛獣より格下の存在だった頃、獣の本能を持つ彼らが共に在あってくれるというのは、どれほど心強かっただろう。やがて人類は、生存競争に勝ち残って村を作り、街を作り、都市を作り、国を作り、地球の支配者として君臨したが、それでもやはり──犬は、人類の友であった。


    　品種にもよるが、犬の嗅きゆう覚かくは人の百万倍から一億倍、聴覚は四倍から十倍程度といわれている。数千キロ離れた場所にいた主のもとへ、辿たどり着くような不思議な方向感覚を持つ犬もいる。


    　人間の八倍の力で物を噛かみ、瞬間的ではあるが時速六十キロから七十キロのスピードで走る犬もいる。


    　事ほどさように、犬とは怪物なのだ。


    



    　餌えさをがつがつと食いながら、その犬は思考する。先ほどの人間は、果たしていかなる存在なのだろうか。まず、殺意をもって襲いかかろうとした瞬間、テントの中にいた彼は迎撃態勢を整えて気を張り詰めた。


    　この時点で異常だ、そもそも襲いかかろうとする瞬間に体を反応させるなど、常人に可能なものではない。なおかつ、己に一撃を食らわせた。もし、兜かぶとがなかったら──死ななかったにせよ、相当に深手を負っていた可能性もある。


    



    　だが、あの──アジア系の少年の一番恐ろしいところは、自分の力を見抜いたところにあると、犬は思っている。


    　己は犬だ。いかなる怪物といえども、姿形は間違いなく犬なのだ。


    　かつて、このジルバー・ヴァルトにハンティングにやってきた人間がいた。間違いなく一流と呼べるハンターだったと考える。


    　彼は自分が出現すると、冷静に猟銃で狙ねらいを定めた。鹿撃ち用の猟銃ならば、倒せると見込んでのことだろう。犬自身も、自分の胸元にピタリと照準が合わせられていることを肌で理解していた。


    　撃たれた。


    　だが、胸元に撃ち込まれた散弾は悉ことごとく犬に植え付けられた金属繊せん維いの体毛によって弾き返された。性能を見せつけた上で、男の頭を噛かみ砕いた自分を、〝彼〟が大層褒ほめ讃たたえたことをよく覚えている。


    　だが、あの少年は違っていた。対たい峙じした一瞬でまったくこちらを侮あなどることなく、全力で立ち向かってきた。敵を知り、己を知れば百戦何とやらとは中国人の言葉だったか。


    　解放という言葉が、脳に浮かんで犬は首を横に振る。まだだ、まだ分からない。あの少年がどういう存在なのか、もう一度戦ってみるべきだ。


    　考え事に耽ふけっていたせいだろうか、犬は唐突に頭に置かれた手にビクリと体を引き攣つらせた。


    「あ……ごめんなさい」


    　少女のか細い声に、ホッと安あん堵どする。警戒していないことを示すために、ぺたんと床に寝そべった。くすくすと彼女は笑い、頭から背中を撫なで続ける。


    　もう時間の猶ゆう予よはない──と、犬は焦る。


    　早く、一刻も早く。彼女を救わなくてはならない。焦りは何も生み出さず、ただひたすら己を動揺させるだけ。


    　再び夜が訪れ、城の周囲がなんとも静かなものになる。むくりと起き上がり、その嗅きゆう覚かくでたちまち少年の存在を嗅かぎつけた。


    　装備を選ぼうと思って、踏みとどまる。どれもこれも、自分の行動を阻害するシロモノだ。正直、装着するのはサービスのようなものだ。単に犬に食い殺されるだけではつまらないという要望に応じただけに過ぎない。


    　あの生物は、そんなお遊び気分で狩って倒せるような存在ではない。


    《どうしたイヌガミ。装備を選ばないのかね？》


    　この世でもっとも憎たらしい存在から、そんな言葉が投げかけられた。スピーカー独特のざらついた音質が、さらに彼の苛いら立だちを募らせる。


    　言葉を黙殺し、犬は外へと飛び出した。ほとんど垂直に近い城壁を躊ちゆう躇ちよなく登り、そのまま飛び降りると、森に向かって疾走する。


    　遭遇コンタクトまでは、おおよそ三十秒。犬の視覚では捉えきれないが、嗅覚では既に彼の姿を捉えている。彼の臭においは、自分が襲撃を受けていることを理解している。幾いく許ばくかの恐怖を、理性と論理で抑え込み──表面に現れるのは分かりやすい闘志と殺意。


    　予測した、というよりは自分に向けられた殺気への反応なのだろう。ククリナイフを構えて、万全の態勢で迎え撃とうとしている。


    　──ならば、これが読めるか。


    　猛烈に加速、時速七十キロを超えて瞬間的に八十キロへと到達。その勢いのまま斜めに跳躍し、木の幹でボールのように反射した。


    



    
      §　　　　　§　　　　　§

    


    



    　僕は森へと踏み込み、以前と同じ場所まで辿たどり着くと同じようにテントを張った。勘だが、恐らくあの犬は僕の存在に勘かん付づいており、場所も把握している。来るとすれば、夜だろう。


    　昼の間に、僕は自分の周囲に片っ端から罠わなを仕掛けた。獣を仕留めるため、あるいは捕獲するための罠、そしてある一定方向に向けて矢を射出する罠。


    　本命は一番最後だ。罠は存在を見抜けないからこその罠なのだ、犬の嗅きゆう覚かくと人間の知恵があれば、草むらに隠した人間の臭いがする何かが罠だと理解できてしまう。


    　なので、引っかかることにあまり期待はしていない。


    　僕は食事をとったあと、夕暮れになるまでに準備を整えた。テントや寝袋は片付けてしまい込み、バックパックには食事や飲料水、そして〝クラブ〟の会員リストを突っ込んである。


    　背中にはショートボウと矢筒、右手にはククリナイフ。その状態で、僕はしゃがみこんで目をつむった。眠気ではなく、むしろ意識は森へ溶けていった。森と一体化したような感覚、これが禅の道における悟りだろうか？


    　そんな下らないことをグダグダと考えていると、脳内に警報が鳴り響き出した。犬に嗅覚があるのならば、僕には第六感が存在する。


    　ククリナイフを持つ手が、わずかに震えた。瞼まぶたを開き、暗くら闇やみの中をひた走る犬の姿を捕捉する。さて、あの地点からここに辿り着くまでには三つの罠がある。


    　その罠を潜くぐり抜けられるだろうか、などと思っていると犬は突然跳躍。木の幹に体をぶつけて反射、僕の作った罠を至極あっさりと突破した。


    　……まあ、いい。もとより、あんな稚ち拙せつな罠に引っかかるとは思っていなかった。僕はしゃがみこんだ状態から、安全地帯として確保してあった左斜め後方へと跳んだ。瞬間、僕の体重でロックされていた罠が発動。


    　僕に狙いを定めていた矢が射出され、そこに着地した犬に襲いかかる。躱かわす暇ひまもなく、前あえ肢あしで防ぐには短すぎる。腹に、背中に、太ふと腿ももに、矢が襲いかかる。どれかを躱したとしても、四方八方から飛んでくる矢を躱しきることはできないはずだ。


    



    　──できない、はずなのだけど。


    



    　犬はアルマジロのように体を丸めた、背中に突き刺さるはずの矢は、その体毛によって阻はばまれた。驚いたことに、彼の体毛が鏃やじりを絡め取っていた。ぶんぶんと体を震わせただけで、矢が力なく地面に落ちる。


    　気け圧おされることなく、僕は弓に矢を番つがえて射撃した。狙ねらうは眼球、決して鍛きたえたりすることができない場所だ。犬に視覚はないが、眼球を貫いて脳を破壊することはできる。


    　ぐるん、と犬の体が回転する。目を狙われたことを、看破している。


    　そしてなんと、驚きよう愕がくすべきことに。彼の口が放たれた矢をがっちりと噛かみ、ぺきんと棒のようにヘシ折った。


    　くそ、マズいことになった……と思いきや、犬は飛びかかってこようとしない。一瞬考えて、すぐに理解した。ああ、なるほど。罠わなが他にもあると認識している以上、迂う闊かつに戦えないのか。


    　野生の本能のままに襲いかかられていたら、むしろ危なかったかも──と、一息ついた。


    　その安あん堵どの吐息に、犬が敏感に反応した。どうやら、自分がいる場所と僕がいる場所にこれ以上の罠はないと判断したらしい。


    　だが、呼吸一つの間が空いた。先ほどの一息で、僕は焦しよう燥そうと不安と混乱を丸めてゴミ箱に放り捨てた。彼と向かい合い、一挙手一投足に注意を払う。しかし、それは向こうも同じだ。僕のあらゆる行動に細心の注意を向けている。


    　やがて、どちらからともなく次の行動を決定した。僕はやはり、両手に握り締めたククリナイフの斬ざん撃げき──狙ねらうは首。切断できずとも、外がい頸けい動脈に到達できれば充分だ。


    　一撃必殺より他になし。


    　犬もまた、僕の首を狙っているのが視線で分かる。同じく狙うは外頸動脈だろう。犬の顎あごの力ならば、血管など簡単に食い千ち切ぎることができる。


    　そうさせまい、と動く僕。


    　そうさせまい、と動く犬。


    　結果、僕たちは千せん日にち手て並みの膠こう着ちやく状態へと陥った。僕が首筋を狙って渾こん身しんの斬撃を振りかざせば、彼はその斬撃を躱かわしざまに跳躍、首筋を食い千切ろうとする。


    　では、僕が待って彼が仕掛ければ──跳躍してきた犬に合わせて、斬撃を叩たたきつける。


    　つまり、先に仕掛けた方が敗北必須という状況だ。


    　二時間はその体勢で待っていたかもしれない。体力的に、というよりは精神的にキツいものがあった。胸に焦りが再び生まれ出す。動きたい、解放されたいという欲求がひっきりなしに僕の内部で暴れ回る。


    



    　──彫像のように。あるいは、この森における二本の樹木のように。


    　──僕たちはただ、ひたすら向かい合って睨にらみ合う。


    



    　……このままこうしていた場合、圧倒的有利なのはこの犬の方だろう。何しろ、ここは彼のフィールドだ。もし、誰かが今の僕をライフルか何かで狙ねらったとすれば──僕は当然、それを躱かわさなくてはならない。そしてそちらへ意識を向けた瞬間、犬の牙が僕の喉のどを斬り裂くだろう。


    　そうして、さらに一時間が過ぎた。


    　そろそろ一か八かを考慮しなければならない。だが、僕が動くより先に焦じれたのは犬だった。彼は一気に後方へと跳躍。反転して昨夜と同じように逃げ出した。


    



    　迷うことなく、僕は追跡を開始した。


    　闇やみ夜よの森を息せき切って駆け抜ける。


    　犬は木々の間をすいすいと抜けていく。


    　走りながら弓矢を射つ、などという馬鹿げた作戦を考えて一いつ蹴しゆう。そんな余裕があるわけがない。


    　木の根に足を取られ、転びそうになる。真正面にあった大木にぶつかりそうになる。だが、犬は一定の速度でこちらの様子を窺うかがっているため、見失うということはなかった。


    



    　──仕留める、必ず。


    



    　熱くなっている自分に気付く。冷静さを失いかけている自分に気付く。だが、どうしても止められなかった。走る、走る、ただ追い続ける。


    　気付けば、僕はブライトクロイツ城の目前まで辿たどり着いていた。不思議なことに、人の気配はまるでなく……ひっそりとしている。〝会員メンバー〟の城であるなら、傭兵たちが十人や二十人詰めていたっておかしくはないと踏んでいたのだけど。


    　犬がとんとんと軽快に跳躍して、城の外壁にあった小さな入り口へと潜もぐり込んだ。明らかに人間が通り抜けることを前提にはしていない作りだが、匍ほ匐ふく前進で進めば、なんとか潜り込めるだろうと踏んだ。


    



    　勢いを殺さぬまま、僕は滑るように入り口へ向かって走り続け──そして、単純な罠わなに引っかかってしまった。


    　カチリ、という音に僕の全身が硬直した。途端、走り続けていた僕の肉体がそれ以上進むことを拒絶した。逃げるな、絶対に逃げるなよ。逃げたら余計ロクでもないことになる。


    



    　僕はその場を一歩も動かず、無言でバックパックのスマートフォンを取り出した。折良く通信が繋つながった。一呼吸待って、話を聞かせてほしいと問いかけた。


    《どうしたの？　調子悪そうだけど》


    「ああ、いや。何でもない。それで、何か分かったの？」


    《ええ。よく聞いて、マクシミリアンについて調べてみたわ。彼は生物学で幾つか論文を提出している。生物兵器研究所を、偽名で援助している形跡もある》


    　生物兵器……！


    「その生物兵器というのは、例えば──軍用犬の武装兵器開発とか？」


    《その他に、遺伝子レベルでの品種改良も研究している節があるわ。貴方あなたを負傷させた犬は、ただの犬じゃない、かもしれないわねぇ》


    「……それは分かる」


    　僕の一撃を耐え凌しのぎ、僕と打ち合うというだけで異常な生物である。あの知性と野生が同居した瞳ひとみだって驚きに値する。けれど、僕が何より驚いたのは、別のことだ。


    　僕は今まで、猟犬や軍用犬相手に戦ったことがほとんどない。僕が睨んだだけで大抵の犬は怯えたからだ。


    　なのに、彼は怯えない。威い嚇かくして唸うなり、驚いたりもしたが怯えはなかった。


    　だから、あの犬は特別製なのだろう──それは、間違いない。


    　ただ、ここまで特別製だとは思わなかったが。


    《それから──》


    「それからシャーリー。ひょっとして、マクシミリアンは……ええと、地雷とかそういうのも手がけてない？」


    《地雷？　ううん、そこまではちょっと分からないわ。地雷でも見つけたの？》


    　ああ、見つけたさ。まあ見つけたというよりも、踏んだという方が正しいのだけど。


    「地雷を踏んだ。金属製のカチリという音が、確かにした」


    《あら、まあ》


    　呆あつ気けに取られたのか、シャーリーの返答は何だか気が抜けているようにも思えた。

  



  
     第二章　カウントダウン


    



    　部屋に設置されているのは最新技術を駆使した映像機器と、古めかしい簡素な調度品。なんともアンバランスだ。


    　拡大されたせいで少し粒子が粗い映像を見ながら、金髪の少年は満足げに微ほほ笑えんだ。名をアストライアという。彼の右手にはゆらゆらと動く小さな天てん秤びんが鎮座している。


    　どこか妖あやしさを感じさせるほどに整った顔立ちではあるが、男か女かはどこか曖あい昧まいで──なんとも幻想的というしかない存在だった。


    　少し前に、とある会員がシャーリーに告白した通り、〝ミスター〟が自殺して以降、調停者としての代行を務めているのが、このアストライアである。調停者の仕事は会合を開き、会員メンバーたちを選別し、〝狩り〟を催し、会員たちに満足ゆくサービスを与えるもの。会員の中には、彼の若さを危あやういものと見なす人間もいたが、すぐにそんな不安の声は消え去った。


    　古参の会員だけが、〝ミスター〟が催す狩りとのわずかな違いに気付いた。〝ミスター〟は徹底的なまでに安全策を講じていた。狩られる方が反撃する余裕など、一切与えようとはしなかった。アストライアは違う。彼はある程度の反逆を許容している。まあもっとも、負傷したからといって抗議するような愚か者はこの世に存在しない。いるとすれば、自分の財力に自信を持ちすぎた──そして、相手がそれ以上の暴力と財力と権力を有していると分からなかった愚か者だけだろう。

  


  [image: ]



  
    　アストライアは映像に捉えられた少年の姿を見つめている。〝犬〟に相対し、並の人間なら卒倒するような酷こく薄はくな瞳ひとみで睨にらみ付けている。もちろん、彼が睨んでいるのは犬であって自分ではないが──それでも、彼の殺意を帯びた視線はアストライアに歓喜と敬意の念を呼び起こさせた。


    　彼は画質を可能な限り向上させ、振り向いて囁ささやいた。


    「いかがですか？　ご主人様」


    　主しゆ、と呼ばれた老人はもごもごと口を動かし、首を横に振っている。豊かに蓄えられた白しろ髭ひげと相反するような禿とく頭とうの男であった。痩やせぎすの体に相応ふさわしいような、黒いローブを身に纏まとい、死を覚悟した宗教者のように、両手を交差させて肩に当てていた。


    　死の気配に包まれたような老人──なのに、眼まな差ざしだけは生き生きと輝き、子供のような純真さで映像を見つめていた。


    



    　アストライアはさっと脇わきに退どいて、主が映像を見やすいよう小型クレーンに設置されたディスプレイをわずかに傾けた。


    「失礼しました。こちらでは？」


    　老人が満足げに頷うなずき、アストライアは喜びの表情で一礼する。


    「では、愉たのしみましょう」


    　ベッドの脇に移動した彼は、たちまち表情を曇らせた。


    「申し訳ありません。どうやら〝犬〟が逃亡中のようですね」


    　物もの凄すごい勢いで上下に揺れ動く映像を見て、老人は嘆くように首を振った。つまらない、ということなのだろう。


    「やはり、犬に〝娯楽〟の何たるかを教え込むのは無理があったのでしょうか……」


    　だが、すぐに老人の失望は消失した。


    　くるりと振り向いた先に、走り込んできた少年がいて──立ち止まった。


    「あ。そうだ、ここには地雷原があるんです。赤あか神がみくんの性能に合わせて、少しばかり高難易度にするよう指示を出しておきました」


    　老人はニコニコと喜び、震える手でアストライアの頭を撫なでた。なんとも照れ臭そうに、彼はその報ほう酬しゆうを受け入れた。


    「さて、赤神くんは地雷をどうするのかなぁ……」


    　もごもごと口を動かす老人に、アストライアは耳を寄せた。彼は老人の言葉を聞くと、笑って頷うなずいた。


    「そうですね。僕も──僕もそのように動くと思います」


    



    
      §　　　　　§　　　　　§

    


    



    　こう動くしかないだろう。やれやれ、畜生め。


    《えーと……まず落ち着いて深呼吸》


    「それすると、地雷が作動しそうなんだけど」


    　さすがに互いの声に、焦あせりが滲にじみ出ているのが分かる。


    《それにしても、普通地雷ってのは踏んづけるなり即爆発するものなんだけどねぇ》


    　ああ……昔のコメディ映画では、踏んだ人間（大抵、オッチョコチョイの役回りだ）が「地雷を踏んだ！　助けてくれ！」と訴えかけるなんてシーンがよくあったものだけど。


    　普通は、踏んですぐに吹き飛ばすよな……そう設計する。


    　では、僕が踏んでいるものは何だろう。踏んだらカチリと音を鳴らすだけのジョークアイテムだろうか。


    《……んー、察するに。それは〝抱きつきちゃん〟じゃないかしら》


    　唐突に、シャーリーがおおよそ場にそぐわない名称を告げた。


    「何だよ、その可愛かわいい名称」


    《私がつけたんじゃないわよ。ええとね、あなたがその足を移動させると作動したスプリングで、〝抱きつきちゃん〟は地面から跳ね飛ぶわ》


    「……地雷が？」


    《そーゆー仕組みだもの。で、爆発と同時に周囲に鋭い釘をバラまくの。ま、普通だったら釘が全身に突き刺さって……とても痛いわね。死ぬかも。元々、ベトナム戦争で足止め用に作った代物なのよね、それ。一人の足を吹き飛ばすより分隊を程よく負傷させた方がいいんじゃないかって発想ね。まあ、あっさり廃すたれたけど》


    「足を放してから上昇、爆発するまで余裕はある？」


    《んー……あなたの身体レベル次第ね。やってみる？》


    「……なんでワクワクした口調なんだ」


    《そりゃ、ワクワクもするわよ。私がそちらに向かいましょうか？　しばらく待ってくれたら解除するけど────》


    「いや、それは無理だろうね」


    　現時点における最良の提案だが、それは不可能と言わざるを得ない。


    《どうして？》


    「……犬が、僕を待っている」


    　あの犬は先ほど小さな入り口にするりと入り込んだ。だが、このまま待っていたら「どうしたの？」とばかりに出てくるだろう。となれば、僕は動くこともできずに噛かみ殺される。地雷を踏んづけているから、犬を道連れにするくらいはできるかもしれないが……。あの犬は、それすら躱かわすだろうという気がした。


    「シャーリーをモタモタ待っていると、殺されそうな気がする。そのまま村で待機してもらった方がいい」


    《その犬、娯楽提供者エンターテイナーの飼い犬って可能性が高いでしょうしねぇ……分かったわ、村で待機を続行する》


    　なんとなくだけど、僕は犬以外の誰かにも見られているという感覚があった。これは、僕が最初に戦った、レントブロアのあの都市を思い起こさせた。


    　あのとき、そこら中に仕掛けられたカメラは──どことなく、僕の肌に粟あわ立だつものを感じさせた。安全な場所で、一方的にこちらを観察するという不快極まりない感覚。


    「とりあえず、頑張ってみる」


    《結果を期待しているわ。私はここで情報を集める》


    「了解」


    　手順を素早く考慮する。必要なのは、覚悟だ。それから、極限まで研とぎ澄まされた集中力。何より──強い、脚力。僕はククリナイフを強く握る。


    　予想通り、犬が入り口から這はい出してきた。僕を見て、一声吼ほえる。


    　僕は覚悟を決めて、足を移動させることにした。僕が動くのを感じ取ったのだろう、犬がぴくりと動き、こちらに疾風のように迫って来る。


    



    　──よし！


    



    　瞬間、僕は勢いよく犬に向けて跳躍した。背後でかしゃんと音が鳴った。きりきりと何か回転するような音。


    　爆発まで、一秒を切っている──が、僕は跳躍中に体を捻ひねって回転させた。爆発の瞬間は、僕にはなんともスローモーに見えた。


    　こちらに迫り来る、鋭く尖とがった釘の一つ一つも見えるような気がした。


    　差し迫った危機によって、集中力が極限まで研ぎ澄まされている。僕に迫り来る釘をククリナイフを下から上に斬り裂くことで、主立ったものを残らず打ち払い──突き刺さったものも、そのほとんどが掠かすり傷か、さもなくば服に刺さっただけという結果に終わる。


    



    　よし、と思ったのも束の間。


    　オン、と一声犬が啼ないて前まえ脚あしで何かのスイッチを押した。──カシャン！


    （うわぁ!?）


    　僕の周囲の地雷が、一斉に浮き上がった。何かを思考して、判断するより先に体が──否いな、細胞が反応した。


    　咄とつ嗟さにバックパックを盾たてにしつつ、犬に構わず後方へと跳ぶ。


    　四つの地雷が爆発した瞬間、僕には手に負えない状況になる。だが、バックパックで体をカバーしつつ（中には衣服と食料と水、それにスマートフォンが入っている。いずれも釘への盾くらいにはなってくれるはずだ）、後方へ跳躍すれば負傷は最小限で済む──と、後になって僕はそう考えたんだろうな、と推測した。


    　このときの僕は、自分で気がついたらそうしていたというだけ。


    　ただ、いくら僕でも考えなしに行動して次々に対応すべき事態が起こった場合、対処しきれない──というのも、このとき得た教訓だ。


    　爆発と同時、バックパックと肩、膝ひざ部分に釘が突き刺さる。急所は全て塞ふさいでいたので、以前〝舞踏蜘蛛タランチユラ〟と戦ったときのような状況には陥らない。


    　どん、と地面に背中から落ちる。同時に自分の背中で何か石が落ちるような音がした。それを不思議に思う暇ひまもなく、僕の体はずるずると地面に吸い込まれていく。


    （くそ、落とし穴……！）


    　わずかに引っかかっていた踵かかとで踏ん張り、ククリナイフを地面に突き立てようとしたが、いつのまにか穴の縁ふちまで近寄っていた犬が刃を銜くわえ込んだ。ぐるりと首を回転させて、僕の手からククリナイフを強奪した。


    　あっという間に僕と犬は距離が離れていく。彼の顔が、小さく小さくなっていく。


    　以上の経過をもう少し分かりやすく伝えると、僕は単純な落とし穴の罠わなに引っかかってただいま墜落真っ最中というわけだ。


    　ともかく僕は、手慣れた武器を強奪された状態で──強制的に、〝苦痛の城ブルク・クヴアル〟へと飲み込まれた。


    



    　何かぬるりとした液体が塗られていて、どうにもふんばりが利かない中、ひたすら墜落し続ける。くそ、せめてもう少しゆっくり……！


    　閃ひらめくものがあった。


    　バックパックに突き刺さっていた釘を何本か引っこ抜き、指の間に挟んだ。それを壁に突き刺して、どうにか速度を弱めさせる。


    　どうやら、この通路の壁は金属製になっているのか、ガラスを引ひっ掻かくような凄すさまじい不協和音が鳴り響いた。


    　歯を食い縛って、それに耐える。


    　潤滑液は次第に薄くなり始めた。まあ、ここまで来れば登って戻ることなど不可能だろう。つまり、降下するしかない。


    　壁が金属から石に変化した、僕は釘を改めて突き刺し──その場に停止した。何メートルくらい滑かつ落らくしただろう。僕の感覚だと、二十メートル以上は下ったような気がしたが……。


    　下を見る。目が比較的暗くら闇やみに慣れていたせいだろう、うっすらとだが石床が見えた。何があるか分からない、ともかく慎重に行くとしよう。


    　両手両足を突っ張ると、上う手まい具合に踏ん張りが利くことに気付いた。滑りに気を遣いつつ、一歩一歩、ゆっくりと降下していく。


    　やがて、僕はどうにか狭い通路を抜け出すことができた。


    　目の前に広がるのは、真っ暗でどこまで続いているかも分からない部屋だ。


    　人や動物の気配はない。だが、僕以外の音が微かすかにどこかから伝わってくる。余程遠いか、あるいは壁で仕切られているのか、具体的にどこから聞こえてくるかまでは分からないが。


    



    　バックパックから特殊部隊で採用されているという懐中電灯を取り出し、周囲を照らし出す。部屋は思っていた以上に広く、整然としていた。


    　壁と床と天井──調べてみたが、灯あかりらしいもの、あるいは机のようなものは何もない。なんというか、ただ造られて置き去りにされた感がある部屋だった。


    　ただ一か所、北方向の壁には鋼鉄製の扉がある。そのすぐ傍そばに、プレートが嵌はめ込まれており、何やら外国語で文字が刻まれている。


    　スマートフォンの翻訳機能を使い、文字を打ち込む──と、余りにも役立たずな言葉が出てきて苦笑した。


    



    　この門を潜くぐる者は一切の希望を捨てよ


    



    　なんとまあ、馴な染じみ深い警告だろう。もとより、門を潜る前からそういう希望は捨てたというのに。


    　僕は迷わず扉を開く。


    　希望は捨てない。この城の主を狩るという希望は決して捨てないとも。もとより、この身はとうに地獄に堕おちている、今さらの警告だ。


    　扉を開く。微かに空気の流れが感じ取れる。だだっ広い部屋とは裏腹に、人が二人横に並ぶのがやっと、という狭さの廊下だった。


    　ここもやはり壁は石、軽く叩たたいてみたが壁の向こう側に何かあるわけではなさそうだ。


    　この通路を一直線に行くしかない。幸い、出口の扉は既に見えている。


    　慎重に歩き、あちこち調べてみたが……取り立てて何が起きるわけでもなく、僕は扉の前に立った。


    　念のためスマートフォンで通信を試みる──が、電波が弱いようだ。ひとまず、メールで状況報告を済ませ、扉を開いた。


    「……っ」


    　思わず瞼まぶたを閉じた。今まで真っ暗な場所ばかりを進んでいたせいか、多少の光が灯ともっている程度でも、頭がクラクラした。


    　頭を振って、改めて目を開く。薄暗い程度だったお陰か、目はすぐに順応した。


    　さて、この部屋は先ほどとほぼ同じ大きさのように見えたが、明るさ以外にもいくつか違いがある。


    



    　一つ、部屋中央に何か台座のようなものがある。


    　二つ、壁にずらりと悪魔の顔を象かたどったレリーフがある。……口には穴が空いている。


    　三つ、血の臭いが微かすかに漂っている。


    



    　……何をどう考えても、胡う散さん臭くさすぎる。


    　僕はスマートフォンに目を落とした。メールは送信できたらしいが、返答は返ってきていない。通信状況が悪すぎるせいか、あるいはまだ気付いてないか……いずれにせよ、援護が期待できる状況ではないか。


    　北方向にあった扉に目をつける。ゆっくり、一歩ずつ歩く。ぽっかりと開いた口から、何が出てくるか分かったものではないので、中央に向けて移動した。


    　と、そのとき────。


    　不意に、天井から声が響いた。


    《初めまして、赤神楼樹くん！》


    「へ？」


    　間抜けな声を出してしまった。慌てて天井を見ると、大型の液晶ディスプレイ越しにほっそりとした面おも持もちの男が、僕を見て嗤わらっていた。


    《私の名はマクシミリアン・ルートヴィヒ。この城の主である》


    　……あれ？　写真で見た壮年の男とまるで風ふう貌ぼうが違っている。どういうことだ、病気で体が蝕むしばまれたか？　あるいは……別人が、堂々とそう言い放っているのか。いずれにせよ、


    　現時点では、


    《おや、おやおやおや！　君があの御方の仰おつしやっていた人物だね？　フーム、いやなんともがっかりだ！　君みたいな貧相な人間が、どうして我わが〝苦痛の城ブルク・クヴアル〟を踏破できるものか！》


    　まあ、貧相であることは否定しないが。


    《君には特別に、あの御方からのプレゼントを進呈する。この城の部屋を一つクリアするごとに、君が求めていたものが手に入る》


    「プレゼント？　……それは、何だ？」


    　僕の問いかけに、彼は露骨なまでに不満げな表情を浮かべた。


    《さあ。そこまでは知らされていないね。私は所詮、一会員に過ぎんからな》


    　どうやら、あの御方とやらは一会員とは立場が違うらしい。会員の上に立つ人間──ふむ。何となく、誰だか分かってきた。


    《さあ、何はともあれ。君の実力を見せてもらおう！　どうか、この城を皆とともに踏破していただきたい！　油断は禁物。熟慮も不可能。君がこれまで培つちかってきた知ち恵えと、閃ひらめきに賭かけ給たまえ》


    　ディスプレイのマクシミリアンが僕に向けて指を突きつけ、ニッと嗤わらって姿を消した。


    



    〝カウントダウンを開始します〟


    



    　続いてそんな電子音声が台座付近から鳴り響いた。僕は慌てて台座に駆け寄る。台座には文字が刻まれたプレートと、その脇わきには部屋にそぐわないキーボードが嵌はめ込まれていた。これで答えを打ち込めということだろう。


    　キーボードのテンキーの上部に二つの液晶画面があった。一つは何も表示されてないが、もう一つには赤いデジタル数字が表示されていた。九分三十秒を通過したところだ、僕の移動時間を考慮するとおおよそ十分間がタイムリミットらしい。


    　それを調べるのは後回しにして、ひとまず扉に手を掛ける。先ほどの扉は、ハンドルをぐるりと捻ひねっただけで楽に開いたが──こちらは頑として開かなかった。


    　僕は溜ため息いきをついて、厭いやな予感を抱いだきつつ中央の台座に戻った。プレートに刻まれた文字を急いで翻訳し、さらに溜息を大きくする。


    「……謎なぞかけか」


    



    〝汝なんじに問う〟


    〝その答えをここに示せ　さすれば扉は開かれる〟


    〝彼らは人民を慈いつくしむ〟


    〝彼らに罪はなく　彼らに罰を与えることはならない〟


    〝けれど　彼らは利用される　そして悪用される〟


    〝狡ずる賢がしこい猫は彼らを悪用し　純朴で邪悪な鼠ねずみは彼らを怒りに任せて引き裂こうとする〟


    〝愚かなことだ〟


    〝お前たちが住む家は　彼らによって成立しているというのに〟


    〝彼らとは誰だ？　もっとも端たん的てきに答えを刻め〟


    



    　知るかそんなもの。参った、これはちょっとどうしようもなさそうだ。しかも、制限時間つきときている。赤いデジタル数字は、刻一刻と数字を減らしている。


    　僕はシャーリーへ向けて謎なぞ解きの文面を書いたメールを打ち込んだ。返信がすぐ来るかは、正直期待はしていない。それより、僕は天井の灯あかりに目を向けた。予想通り、天井には蛍光灯が埋め込まれている。弓に矢を番つがえ、照明カバーに射った。


    　残り、一分。


    　カバーが割れて、破片が舞い落ちる。距離を測る……何とかなりそうだと判断する。


    　後方まで思い切り退さがる。


    　残り時間十秒、


    　九、八、七、六──────────五で動いた。


    「せ、え、の……！」


    　全力疾走！


    　五──四──三──二──台座を踏む──跳躍する。先ほど割った照明に釘を挟んだ手を引っかける。カバーの湾曲した部分に、僕の拳が突き刺さって体が固定される。僕は天井に、ヤモリのように張りついた。この天井の高さだ、天井に張りつく人間がいると考慮して罠わなを仕掛けているとは思えない。……そうであることを、祈るばかりだ。


    



    　サイレンがピタリと止まり──時間切れ。


    　予想通り、悪魔の口から矢が一斉に放たれた。東西南北、一切の死角なしだ。矢は二度放たれ、それきり沈黙した。


    　さらにしばらく待っていると、うおん──と、部屋全体が嘶いななくような音がした。ず、ずず……と、少しずつ石床が斜めになっていく。しばらく見守っていると、壁から全てを洗い流すように水が溢あふれ出た。撃ち放たれた矢は、水によってどんどんと滑り落ちていく。なるほど、血の臭においがわずかだったり矢がなかったのはこのせいか。


    　罠に引っかかって死んだ人間がいたとしても、その直後にこうして洗い流すのでは血の臭いが染みつくはずもない。


    　しかし──なんとも大仕掛けだ。ダイナミックすぎて、目を奪われるくらい。


    　スマートフォンを確認、シャーリーからメールが届いている。先ほどの謎の解答が届いたようだ。僕は状況をメールで返送すると、元通りになった床にそろそろと降り立った。


    



    〝カウントダウンを開始します〟


    



    　先ほどと同じく、そう電子的な音声が鳴り響いた。


    　僕は落ち着いて謎なぞかけの答えを改めて入力した。しばらく待つと、先ほどとは違う軽快な音が鳴った。北側の扉のロックが外れ、半開きになった。


    「……よし」


    　正解だ。感謝のメールを送り、僕は扉を開いた……先ほどと同じく、横並びに二人が限界の狭い廊下に出た。


    「…………あ」


    　そこには力なく座り込む三人の男女がいた。いずれも僕と違う人種、ドイツ人……いや、おそらくイギリス人か？


    　彼らは僕を見て、驚きに目を見開いて言った。


    「あなたも……？」


    　全員、バックパックを背負ったいかにも旅行者という出で立ち。どう見ても、関係者という風ふ情ぜいではなく──犠牲者サクリフアイスだ。


    「……くそ」


    　僕もそろそろ確信を抱いだき始めた。多分、今回の〝狩り〟は今までとは違う意味で苦戦する。


    　そう思ったと同時、突如天井に埋め込まれたスピーカーから声が響いた。


    



    　──世界は解くべき謎と解かれるべき謎に満ちている。


    　──なのに、人々は謎を目の前にしても目を背そむけ、「私には分からないことだよ」としたり顔で囁ささやくだけである。


    　──これは良くない。絶対に良くない。世界のために、あまりにも悪しき存在だ。


    　──彼らを覚かく醒せいさせなければならない！　世界の謎に挑むべき存在でなければ、人類に価値などない！　それでは豚も同然だ！


    　──神は本当にいるのか？　神はどのように存在するべきなのか？　デジタルの世界に神はいるのか？　聖人が受けた苦痛の果てに、一体彼らは何を見み出いだしたのか？


    　──知りたい！　私は知りたい！　知りたいからこそ抗あらがうのだ！　倫理に、道徳に、常識に抗い、必ずや答えを見つけてみせる！


    　──だが、そのためには協力者パートナーが必要だ！　私とともに世界の謎を暴こうとする人間が！


    



    　スピーカーの声は、確かにそう告げた。


    　なるほど、一つだけよく分かったことがある。マクシミリアンは、〝クラブ〟の会員メンバーに相応ふさわしく、どうにもこうにもイカれてる。


    



    
      §　　　　　§　　　　　§

    


    



    《ふうん、なるほど。それで君は、この〝苦痛の城ブルク・クヴアル〟に人々を放り込んでいるわけか》


    「はい、然さ様ようでございます。アストライア様」


    　ディスプレイの向こう側にいる少年に、男は恭うやうやしく頭を下げた。


    　アストライアは面おも白しろいなぁ、と呟つぶやいてくすくす笑った。


    《それはそうと、〝彼〟はどうなった？》


    「はい。……未いまだ信じられませんが、彼はアストライア様の仰おつしやった通りに動きました」


    　予言者もかくや、というアストライアの読みだった。あのアジア人は犬を追跡し、地雷を躱かわし（この時点で驚異的だった）、落下して部屋に侵入、第一の関門を突破した。


    「あの男は、一体何者なのです？」


    《君は知らなくていいことだよ。それより、えーと──そうだね、もうすぐそちらに到着する。屋上を使わせてもらうから。よろしく》


    「はっ……」


    　通信が完全に断たれたことを確認し、念のために彼はマイクをオフにした。


    　はああああ、と大きく息を吐き出し、呟つぶやく。


    「フン、貴様たち〝クラブ〟の都合などに合わせてたまるか」


    　彼は廊下で蹲うずくまっている『協力者』たちをカメラでチェックした。どうやら現実認識から開始したらしい。それが終わり次第、連絡してやろう。


    「よしよし。大いに名乗り、交流を深め──目の前で惨むごたらしい肉塊になって絶望しておくれ」


    　揉もみ手をしながら、男は笑った。


    



    
      §　　　　　§　　　　　§

    


    



    「……で、お前は一体何だ？」


    　一人が、そう問いかけてきた。


    　彼らは全員観光客だった。イギリス人が二名、ポーランド人が一名。ポーランド人はイギリス人二人とつい先日知り合って意気投合し、合流したらしい。


    　イギリス人二人の名はアンドリュー・ブレイクとマティ・ローズ、カップルらしい。ポーランド人の女の子はローレン・カミンスキー。


    　アンドリューは背が高く、がっしりとしていて彫りの深い顔立ちをした白人、グレーの髪をクルーカットにしているせいで、まるで石像の髪の毛のようだ。


    　僕への態度からは、この状況においても自分の彼女にいいところを見せつけてやろうという気概が感じられる。


    　当の彼女であるマティ・ローズは化粧が落ちるのも全く考慮せず、金髪を振り乱し、ただひたすら泣きじゃくっている。


    　ローレン・カミンスキーは神経質そうな顔をした女性で、黒い髪を後ろで束ねていた。体はがたがたと恐怖に震えている。泣いてはいないけれど、自分たちに何が起きたかを……理解しているらしい。


    　三人とも大学生、アンドリューとマティは卒業旅行だそうだ。


    　僕は自分のことを楼ロ樹キ・赤あか神がみといい、日本人であると名乗る。


    「ここには、観光で来たんだ。前から、ドイツの城に一度行ってみたくて──」


    「その矢は？」


    　イギリス人の問いかけに、皆が疑うように背中を見た。……あ、弓と矢があったな。


    「ああ、その。地元のお土産みやげにって思ったんだけど」


    　苦しい答えだったが、彼らは弓矢どころではないせいか、それ以上の追求はなかった。彼らの事情を聞いてみると、予想通り「拉ら致ち」だった。


    　それもやり方は実に単純。


    　三人がこの村に来て様々な場所を巡っていたところ、地元の自称〝観光ガイド〟に穴場のパブを教えてもらったのだそうだ。


    「あのクソッタレの観光ガイドめ……！」


    　観光ガイドに案内された酒場で、ビールを強したたかに呑のみ続け──気付けば、この城の一室に転がされていたという。


    「そ、そこで見たのよあたしたち！」


    　その部屋にはテレビがあり、先ほどの部屋が映っていた。そこには老人と老婆がいて、二人が矢で串刺しにされるシーンを見た──という。


    「その部屋にい続ける気はなかったの？」


    「そうしたかったけど……」


    　唐突に、またも天井からキィンとスピーカーの不協和音が響いた。全員が見えない糸に吊られたかのように揃そろって上を見た。


    



    《先行していた三人の諸君、特別ゲストの登場だ！　彼の名はロキと言ったかな？　そう、ロキ君だ。さて、そろそろ次の部屋に向かいなさい。大丈夫、自信を持って！　君たちならやれる！　やれるとも！　私と一緒に世界の真理を解き明かそうではないか！》


    



    　……そんな声がした。カメラは──部屋の片隅にあった。壊したくなったが、この場合下手に怒らせると手がかりがなくなりそうだ。


    



    「イ……イヤだ！　俺はイヤだ！　もうここから動かねェ！　動かねェからな！」


    　アンドリューがそう怒鳴ると、スピーカーはしばし沈黙した後、ぞっとするほど冷たい声で告げた。


    《先ほども言ったが、君たちは前に進むしかない。抵抗は無意味だ。三十分以内に、その廊下から退去しない場合、ガスを散布させてもらう。そのガスがどんなものか、惨むごたらしい死に様を説明するべきかな？》


    　なるほど。……残らせるつもりはないというわけか。まあ、もっともな話である。


    「どうして……？　どうしてこんなことをするのよ!?　あたしたちが何をしたって言うのよ!?　このクソ野郎！」


    　マティの涙ながらの訴えに、スピーカーの声が激怒して叫んだ。


    《何をしたか？　何もしていないからだ。何も為そうとしないからだ！　お前たちは為すべき何かをここで果たす！　そのために生まれてきたはずなのだ！》


    　声は朗々と響き渡る。


    《世界に解けぬ謎なぞはなく、人類に不思議なものなどない！　だから、この知恵の試練に打ち勝て諸君！　そうすれば、きっと君たちにも分かる！　謎は解かなければならない！　不思議なものは解体せねばならない！　謎が残った世界など、糞も同然だ！》


    　しばしの沈黙。


    「……イカれてる」


    　ローレンがぼそりと呟つぶやいた──僕も同意する。しかも単純に頭が向こうの世界に行ったのではなく、彼にとっては完全で完かん璧ぺきな論理を導いていて、暴力に関しては異常なまでの嗅きゆう覚かくと執念で行動するという点が、最大に厄やつ介かいだ。


    《イカれているというのなら、私にとっては君たちの方がよほど愚かでイカれているとも。では諸君、さようなら。次の部屋を突破したら、また語り合おう》


    　ぶつん、と放送が途絶えた。


    　三人が悲嘆に暮れている。……いずれにせよ、彼らが冷静に事態に立ち向かえるようになるまで、勝手に進まない方がいいだろう。


    　僕はひとまずスマートフォンを取り出した。だが、すぐに顔をしかめる。……また圏外か。アンドリューはうんざりしたように言った。


    「ここいら一帯は電波がかなり弱い。俺の携帯も使えない」


    「さっきメールだけ一瞬使えた。あの村に、僕が一緒に来た女性が──シャーリーって言うんだけど──一人いる」


    　その言葉に、全員の顔が希望に満ちた。


    「警察に連絡は？　すぐにお願い！」


    　ローレンの言葉に僕は頷うなずきつつも思った。……無駄だろうな、と。


    　この城は、実に効率良く殺人を行い、隠いん匿とくする部屋を作り上げている。つまり、長年この城は多数の犠牲者を引きずり込んでいたのだろう。そんな権力者が、警察に連絡させるような真似をさせるはずがない。


    「……一応、頼んでみる」


    　それでも期待を裏切るわけにもいかず、僕はメールで状況報告とともにその旨を送信した。


    「よし、これでもう安心──」


    「安心はできない。メールが上う手まく送信できて、シャーリーが警察に連絡したとしても、それを警察が真に受けるかどうか分からない。そして──」


    　僕は上を見た。


    「間に合うかどうか、分からない」


    　僕の言葉が浸透すると、アンドリューが激げき昂こうして壁を蹴った。


    「チクショウ、前に進むしかないのかよ!?　あんな……あんなのを、何度もやらなきゃならねぇのかよ!?」


    「イヤよ……あたし、イヤ！　もうこれ以上進みたくないっ……！」


    「二人とも落ち着いて！　……三十分は大丈夫なんだから、まずここでしばらく休憩しましょう。ね？」


    　ローレンのお陰で、二人はようやく落ち着いた。パニックの代わりに、死の恐怖がギチギチと心を締め付けるのは避けられないだろうが──ともかく、冷静になってはくれた。


    「……殺される、私たちきっと殺される……」


    　マティが啜すすり泣く。僕は自分の考えをまとめつつ告げた。


    「いや……多分、殺す気はない」


    「おい、ふざけてんのか……!?」


    「アンドリューの言う通りよ。殺す気がない？　そんなわけないでしょう！」


    　アンドリューとローレンから反論が飛び出した。ああ、今のはこちらの言い方が悪かった。


    「すまない、そうじゃない。ええと……彼はもちろん、僕たちを殺そうとしているんだけど。多分本人にその気はない」


    「……どういうこと？」


    　ローレンが顔をしかめる。アンドリューも僕の言葉に違うニュアンスを感じ取ったのか、言葉を途中で止めた。


    「アイツはよく分からないが、ともかく世界の謎なぞを解きたいと、そう思っている。そして、そのためには僕たちの協力が必要だと考えている。これは……試験のようなものだ」


    「試験？」


    「もちろん、試験は厳しい。三人が見た通り、失敗したら殺すことも間違いない。でも、その、なんて言うか──この試験そのものは理不尽ではないと思うんだ」


    「……助かる可能性は、ある？」


    「少なくとも、ゼロじゃないと思う。謎があり、トラップがある。謎が解けなければ、殺される可能性はある。謎を解けば、乗り超えられる」


    「待って、待って。ええと……ロキ君。言いたいことは分かった。でも、部屋がいくつあるか分かったものじゃないわ」


    「確かにそうだけど……。でも、十を超えるってことはないんじゃないかな」


    「どうして？」


    「さっきの部屋の大きさと、この廊下の長さを考慮すると、十以上だと城の敷地を超える気がする。まさか、森の地下が全てこういう部屋ってわけじゃない」


    「…………そうか、そうよね」


    　ローレンは自分を納得させるかのように頷うなずいた。


    　もっとも三人には言っていないことが一つある。全てクリアした後、城主であるマクシミリアンが黙って見逃すとはとてもじゃないが思えない。


    　ただ──何らかの形で、僕たちの前に現れはするはずだ。祝福の言葉をかけるために、あるいは僕たちに協力を要請するために。そのチャンスを見逃さず──────〝狩る〟。


    



    　それから、僕たちはお互いの能力及び物資の確認をする。


    　僕が持っていたのは、スマートフォン、懐中電灯、そして弓と矢（リストは見せないことにしておく）。


    　他の三人は似たり寄ったりだった。ガイドブックや食料に水、寝袋などなど。


    　しばらく話し合った末、寝袋やガイドブックなど不必要そうなものはこの場に置いていこう、ということになった。荷物が軽いに越したことはない。僕に限っては、特に何も捨てないことにした。


    



    　ローレンはドイツ語が読み書きともにほぼ完かん璧ぺきらしい、謎解きに関しては彼女と僕のスマートフォンが頼りだ。


    「最初の部屋の謎も解けたの？」


    　僕の問いかけに、アンドリューが頷うなずいた。


    「ああ、彼女が解いてくれた。一分前にな」


    　彼の言葉に、ローレンは大きな溜ため息いきをついた。


    「……今でも、信じられないわ。落ち着いて考えれば、大したことのない謎なぞなんだけど」


    　本人に自覚はないのかもしれないが、精神こころが強いのだろう。この中では一番頼りになりそうな気がした。


    　アンドリューは大学でラグビーを、マティは新体操選手として大会に出場できるほどの腕前だとか。頑強であったり身軽であったりするならば、少しは生存確率が上がるかもしれない。


    　生きて帰らせたいものだが──と。僕は廊下に置かれていたブリーフケースに目を留めた。視線に気付いたのか、アンドリューが肩を竦すくめて告げる。


    「ああ、それは何でもないよ。指紋認証かなんかで、ロックが掛けられている。前に来た奴の落とし物か、それとも……」


    　それとも、これは僕への贈り物なのだろうか。ブリーフケースに金文字が彫り込まれている。そこには英語でこう刻まれていた。『求めるものは、この中に』と。もしかしたらと思いブリーフケースのセンサーに指を押し当てた。ピッ、と軽い電子音が鳴ってカチャリとロックが外れた。


    「へ!?」


    　アンドリューたちが訝いぶかしげに僕を見た。僕はその視線にちょっと気まずさを感じつつケースの中身を確認する。


    「……これは、まさか」


    　僕は思わずそんな呟つぶやきを漏らしてしまった。そこには一枚の写真があった。古い写真にデジタル修正を施ほどこしたものらしく、セピア色なのに異常なほど綺き麗れいだった。


    　まず目に飛び込んできたのは写真中央に位置する三人の人間。


    　中央に僧衣を着てフードで顔を隠した男が一人。


    　その右隣に英国紳士のような出いで立ちの老人が一人。


    　左隣に立派な勲章をジャラジャラとぶら下げた軍服の男。


    　英国紳士の顔も、軍服の男の顔も、それぞれどこか酷薄に見えた。中央の男は表情が分からないが、不気味な雰囲気を醸かもし出していることは間違いない。


    　そして、問題は彼らの背後にあるものだ。死体……とてつもない数の死体だ。


    　しかも、それらは無造作に……ごろごろと、山のように積まれている。よく見ると、写真の端には古い大砲のようなものが映っていた。ひょっとすると、戦場なのだろうか？


    　それ以上のことは、もっと落ち着いた場所で念入りに調べないと分からないだろう。僕は写真を引っ繰り返した。


    　そこには、綺麗な文字の日本語でこう書かれていた。


    



    〝これが全ての始まり〟


    



    　走ってもいないのに、緊張のせいで鼓動が加速する。深呼吸を一つ──もう既に、僕はこの写真の重要性を理解している。


    　全ての始まり──つまり、これがクラブの最初のメンバーだ。


    「おい、どうしたんだ？」


    　僕はその問いかけに、曖あい昧まいな笑みで「よく分からない」と言い訳した。もちろん彼らの疑いを解くために写真も見せた。三人とも、不思議そうに首を傾かしげただけだ。まあ当然だろう。


    　僕は少し迷った末、その写真の人物三人をスマートフォンのカメラで撮影し、メールに添付してシャーリーに送信しておいた。この写真で一番重要なのは、この三人が何者なのかという点だ。彼らさえ分かればなんとかなる。


    



    　残り時間二十分、ひとまず軽い食事をとることにした。


    「ロキ君、食事は？」


    　そう言いつつローレンがチョコレートを差し出した。


    　少し前に腹ごしらえは済んでいる。それに長丁場になった場合、僕はともかく他の人間の体力が保つかどうか分からない。ローレンの提案は嬉うれしいが、慎つつしんで遠慮した。


    



    　残り時間五分。


    　ギリギリまで待ってガスを吸入するという事態はさすがに避けたい。なので、現時点をもって次の部屋へと移動する。


    「……いい？」


    「オーケー、大丈夫だ」


    「……うん」


    「分かったわ」


    　三人が了承したのを見計らい、僕が部屋の扉を開いた。全員が中に入り、扉を閉じると同時にスピーカーから声が響く。


    《よろしい、さすが私が見込んだ諸君だ！　私と一緒に世界の謎なぞを解き明かそう！　さあ、謎を解きたまえ！　制限時間は十分！》


    



    　警報のように、サイレンが鳴り響く。


    　同時に、入ってきた扉がロックされる。アンドリューが慌てて扉を開こうとするが、無駄だった。僕たちは、争うように中央の台座へと集合した。台座には先ほどと同じように文章が刻まれたプレートがあった。そしてアルファベットの鍵けん盤ばんがそのプレートを取り囲むように配置され、キーボードを形成している。


    「ローレン！」


    「うん、分かってる……！」


    　ローレンの翻訳を待とうとしたところ──急にスマートフォンが明滅した。シャーリーから連絡が入る。


    《ロキ！　まだ生きてる!?》


    「生きてるよ！　また謎なぞ解き、制限時間は十分！」


    　ローレンがぐっと顔を近づけ、必死の形相でその文章を叫んだ。僕はスマートフォンのマイクを、彼女の口元に近づける。


    



    〝貴方あなたはだあれ？〟


    〝私は数、彼も数〟〝私は重くて、彼も重い〟


    〝私は正義、彼は悪〟


    〝私は悪、彼は正義〟


    〝なのに貴方はそうじゃない〟


    〝一番重いのに、貴方は誰よりも上にいる〟


    



    〝私が誰か？〟


    〝私は彼女に仕える者〟


    〝私は彼女を支配する者〟


    〝けれど私に意志はない〟


    〝意志があるのは彼女だけ〟


    〝私が誰かなどいくら問うても意味はない〟


    〝彼女は誰だ？　足跡を辿たどれ〟


    



    「何よ、それ！」


    　マティがパニックになって地団駄を踏む。


    　その間も、カウントダウンは刻一刻と進んでいく。


    《ロキ、何か考えはある!?　思いついたら何でも言って！》


    「イヤ……助けて……助けて神様……！」


    「待って、待って！　落ち着いて、まだ時間はある！　ちゃんと話し合いましょう！　思いついたことを、なんでも言い合うの！　答えはきっと出る！」


    「聞こえた、シャーリー!?」


    《オッケー、いいわ！　ええと、ローレンさん！》


    　僕はローレンにスマートフォンを突きつけた。彼女は目を白黒させつつも、必死になって考えをまとめようとしていた。


    「え、ええ。何？」


    　シャーリーが冷静な口調で告げる。


    《この問題、謎なぞの主題は前半、後半どっちだと思う？》


    「……後半ね。文章が二つで区切られていて、後半は前半の謎に答えている」


    　彼女の淡々とした口調が功を奏したのか、ローレンは深呼吸を一つしただけで、どうにか平静を取り戻していた。


    　確かにそうだ。


    《そう。二行目に出て来る『私』が一行目に出て来る『貴方あなた』に質問している。『貴方』は『彼女』に仕える存在。そしてもう一人、『私』と対になっている『彼』が存在する。ここまではいい？》


    　僕とローレンは、文章を見ながら揃そろって考え込んだ。


    「ええ……ええ、分かるわ。多分……合ってると思う」


    《オーケー。つまり、『私』と『貴方』の対話で、まず『貴方』の正体を探る。『貴方』が分かれば、必然的に『彼女』も分かる。そういう風になっているはずよ》


    「『私』が『彼』と言っているのは、誰のことだろう？」


    「『彼』と呼ばれているのは、どうやら『私』の同類みたいね。『私』は数で『彼』も数。そして、どちらも正義で悪。それから──重たさがある」


    　正義と悪、両方の性質を持っていて数があり、重さがある。


    　全然分からない。


    《……数、というのは重たさに関連しているんじゃないかしら》


    　シャーリーの言葉に、ローレンが頷うなずく。


    「そう……よね。重たさの数……つまり、『私』も『彼』も特定の数値を持った重たいものということかしら」


    



    　──特定の数値を持った、重たさのあるもの。


    　──特定の数値。


    　──それはつまり、何か基準となる数値。


    



    「錘おもり……か？」


    　僕の呟つぶやきに、ローレンが飛び跳ねた。


    「そう、錘よ！　『私』と『彼』は錘！」


    《となると、『貴方』も分かるわ。『私』と『彼』は重たい、そして正義と悪両方を内包しているけれど、『貴方あなた』はそうじゃない。中立よ。そして、錘おもりを載のせるべき物が他の物より軽いはずはない！》


    　アンドリューとマティが揃そろって僕たちに希望の眼まな差ざしを向ける。


    「錘を載せる物────つまり、天秤ライブラだ」


    　僕の言葉に、ローレンが頷うなずく。


    「そう。『私』と『彼』は錘、『貴方』は天秤！　……待って、それじゃあ『彼女』は誰？」


    「彼女は────」


    　天秤を持つ彼女。


    　天秤は彼女に仕えているが、天秤は彼女を支配している。


    　天秤に意志はない、意志があるのは彼女。


    　天秤に問い掛けても意味はない。


    　何分か考え────。


    「……分からない」


    　僕の呟つぶやきに、アンドリューやローレンも憔しよう悴すいした表情で賛同した。


    「駄目だ、分からない」


    「天秤を持つ人間なんて、誰なのよ……」


    　マティがおずおずと手を掲げた。僕たちの視線が集中し、彼女はビクリと身を竦すくませる。


    「何か？」


    「あ。あたし…………………………その、天秤座」


    　その言葉に苛いら立だった口調でアンドリューが応える。


    「こんなときに、どうでもいいこと言ってんじゃねェ！」


    「思いついたら何でも言えって言ったでしょ!?」


    　マティも負けじと反論する。確かに何でも言ってくれとは言われていたけど、さすがに彼女が天秤座だなんて事実は何の関係も────。


    　あれ？


    　僕は何か引っかかるものがあって、もう一度原文を確かめた。


    　〝一番重いのに、貴方は誰より上にいる〟


    「一番重いのに、貴方は誰より上にいる──」


    　僕の呟つぶやきに、スマートフォン越しに息を呑のむ音が伝わってきた。


    《ちょっと待って。天秤座ですって？》


    



    　慌てて僕は彼女に問い返す。


    「分かったのか!?」


    《今調べてる！　ええと、ええと────そう！　天てん秤びん座の天秤は、女神が所有している！》


    「そうか！　誰より上にいる──空か！」


    《天秤座の天秤を所有しているのは、乙女おとめ座の原型ともなった正義と天文の女神。星乙女、正式な名前は────〝アストライア〟》
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    　ぞわりと、背筋に寒気が疾は走しった。


    　アストライア。


    　かつて僕の前に現れ、謎なぞめいた言葉を残して消えていった少年。


    　同時に考える。ひょっとして彼は──この城に、何らかの形で今関わっているのか？


    　いやそれとも。


    　ああ……そうか、そういうことか？　あの御方とは、彼のことなのか？


    　僕の思考とは裏腹に、ひとまずローレンが動いた。


    「アストライア──スペルは!?」


    《ドイツ語でも英語でもスペルは一緒！　Ａ‐Ｓ‐Ｔ‐Ｒ‐Ａ‐Ｅ‐Ａ！》


    「分かったわ！」


    　ローレンがキーボードの前に立ち、指を触れる。


    　残り時間は、まだ充分残っている。


    　慎重な動作で、彼女は一つ一つ確実にキーボードを押していく。


    　最後のＡを押したとき、鳴り続けていたサイレンがピタリと停止した。


    「やった……やったわ！」


    　マティがアンドリューに抱きつき、アンドリューも喜んで彼女と熱烈なキスを交わす。


    　ローレンと僕も、安あん堵どの笑みを浮かべる。


    「さあ、次に行きましょう！」


    　そうして、意気揚々とマティがアンドリューを引っ張って扉へと向かい──。


    



    　ギチリ。


    　厭いやな音が、僕の耳に届いた。


    「マティさん！」


    「え？　なんで…………っ!?」


    　突然、石床が動き出した。石床はスライドして左右の壁に収納されていく。


    「嘘うそ、まさか……!?」


    《どうしたのよ！》


    　スライドする速度は思っていた以上に速く、先行していたマティが足を踏みはずした。咄とつ嗟さに石床にしがみついたが、あっという間に床は彼女ごとスライドしていく。


    「つかまれ！」


    　中央の台座と、その付近のブロックだけが無事なままなので、落ちかけたアンドリューはその場所にふんばってマティに手を伸ばす。


    　しかし──。


    「マティィィィィィ！」


    　マティもその手を握ろうとするが──駄目だ、間に合わない。


    　彼女はなおもスライドする石床に必死になってしがみついていた。だが、床は引っかかりを残さず完全に収納されるはずだ。そうなったら、もう終わりだ。


    　彼女は墜ちる。


    　僕たちの手では届かない──マティが目の前に迫り来る壁を、絶望的な表情で見つめている。


    「アンドリュー……」


    　力ない声でマティがそう囁ささやいた瞬間、がたんと石床が壁に嵌はまった。それでもマティはどうにか壁にしがみつこうとしたが、彼女の手では自分の体重を支えきることはできない。


    　その時、マティは思い切って中央のブロックまで反動をつけて跳んだ。


    　だが、いかに身軽といっても──あまりにも、無謀な行動だった。


    「いやあああああああああああああああっ！」


    　ローレンが思わず目を閉じ、アンドリューががっくりと膝ひざを突いた。


    　次の瞬間──どん！　と、何かが落ちたような音。


    　僕は、その音が思っていた以上に近かったことに疑問を抱いた。だが、そんな疑問は即座に吹っ飛ぶような声が届く。


    「……え？　何、これ？」


    　マティの呆ほうけたような呟つぶやきに、僕たちは慌てて彼女の方を見た。彼女は──宙に、浮いていた。


    「ねえ、どうしたの!?」


    　マティは慎重に、そろそろと立った。暗くら闇やみの上に立っている、そんな風に見えるのだけど。


    「大丈夫……大丈夫よ！」


    「こっちからは何にも見えねぇぞ!?」


    「透明な床みたい。ともかく──私は無事よ！」


    　彼女はそう言いつつそろりそろりと、進んだ。


    《ねえ、何があったの？》


    「石床がスライドして、新しい床が現れた。単なる嫌がらせ……かな？」


    《新しい床？》


    「そう、材質はアクリルみたいなもので──」


    　僕がそう言いつつ、慎重に扉へ向かって歩み進めるマティを見た瞬間だった。


    



    　暗闇に向けて、マティが落下した。


    「…………え？」


    「何？」


    　声一つ立てることもできず、直前の顔を見ることもできず、先ほどの奇跡が何事もなかったかのように──消えた。


    「…………マティ？」


    「そん、な……」


    《──どうしたの？》


    「マティさんが……落ちた」


    　僕の言葉に、ようやく二人が事実を認識し────絶叫が、部屋に響いた。


    



    《ロキ、聞いてちょうだい》


    「マティ、マティ、マティ……！」


    　アンドリューが膝ひざを突いて、ひたすら噎むせび泣いている。


    「……ああ、聞いてる」


    　ローレンがアンドリューを抱き締め、慰なぐさめている。彼女を求めて、床に降り立とうとしたが、何とか彼女が引き留めてくれたようだ。


    《どう思う？　私たちの導き出した解答が間違っていたのかしら》


    「いや……どうかな」


    　正直に言って、あれ以上の答えを導き出せない──と思う。カウントダウンは進んでいるが、サイレンは停止している。


    　僕は中央の台座から扉までの距離を測った。正直、届くかどうかは五分五分だ。それに、僕はともかくとしてローレンやアンドリューを連れていくことができない。第一、扉にロックがかかっていれば、それで終わりだ。


    



    　──見捨てる。


    



    「……っ！」


    　そんな考えが一瞬でも浮かんだ自分を、酷ひどく恥じた。それをやってしまえば、僕はもう僕ではない。そんなことを考えて実行に移すくらいならば、死んだ方が──。


    



    　──それは、駄目だろう。


    



    　畜生、考えがまとまらないどころか不要な思考ばかりがどんどんと繰り返されている。僕は思考を切り替えるため、三度プレートの文章に目を通した。


    「……あれ？」


    　ちりちりとした違和感が、脳裏を掠かすめる。うん、確かにこの文章はどこかおかしい。どこが、と言われれば分からないが、とにかくおかしい。


    　何だ……？　僕は、この文章の何に違和感を抱いたんだ？


    《どうしたの？》


    「ローレン！」


    「……何？」


    　絶望的な表情のローレンの手を無理矢理引っ張って、プレートの前に連れてくる。


    「悪いが、一行ずつこれを読み上げて欲しいんだ」


    「…………分かった」


    　彼女は戸惑いながらも、一行ずつ読み上げてくれた。


    



    「貴方あなたはだあれ？　私は数────」


    『貴方はだあれ？』から『一番重いのに～』までの文章は、全て解いた。これは違う。


    「私が誰か？　私は彼女に────」


    　違う。


    「いくら問うても意味はない────」


    　これも、違う。


    「彼女は誰だ？　足跡を辿たどれ」


    　足跡…………そうだ、僕が引っかかったのは足跡だ。


    　単純な謎なぞかけなら、『彼女は誰だ？』で終わらせていいはずだ。けれど、最後に『足跡を辿れ』とわざわざ付け加えた意味は何だ？　意味がある、何か──意味があるぞ。


    「これでいいの？」


    　ローレンの問い掛けに答えず、僕はただひたすら最後の文章を繰り返した。


    「足跡を辿れ、足跡を辿れ、足跡を辿れ──」


    　彼女は僕が答えないせいか、手持ちぶさたにキーボードの前に立ち、何かを入力しようとしていた。


    　適当な入力はやめてほしい──と言おうとした瞬間、僕は強引に彼女の前に割り込んでいた。


    「え、何……!?」


    「キーボードだ……！」


    　そうだ、キーボードだ。何な故ぜキーボードはわざわざこんな形をしているんだ？


    　この部屋に合わせたみたいに。この部屋に……この部屋に合わせたキーボード。


    　瞬間、どうにか僕は気付けたような気がした。キーボードと台座の狭間に指を挟み込み、力をこめると、あっさり外れた。


    　僕はそのキーボードを見つつ、〝Ａ〟の位置を探す。よし、ここからなら誰でも飛び移れる距離だ。僕はそのキーボードをこの部屋と対応させながら、距離を測る。


    「ねえ、どうしたの!?」


    「試してみる。ローレンさん、アンドリューさん。ついてきて！」


    　僕は石床の縁までよって、躊躇ためらうことなく飛び降りた。もとより、この解答が誤りだったら僕たちにもう為なす術すべはない──そんな確信があった。


    　どん、と衝撃。予想通り、ここが『Ａ』だ。


    「ついてきて！」


    「い……厭いやよ！」


    「お前、正気か!?」


    「いいから、僕が跳ぶ通りにこの床を踏むんだ！」


    「どうして……」


    　僕は手に持ったキーボードを二人に見せた。


    「このキーボードの文字列が、床に対応している！」


    　二人が「あっ」と叫んだ。


    「急げ！　もうすぐ時間切れだ！」


    　二人は顔を見合わせ、慌てた様子で僕の後に続いて跳んだ。


    「次、Ｓ！」


    　Ｓの文字があるはずの場所へと跳躍──成功。


    「Ｔ！」


    　隣にそのままスライドする。


    「Ｒ！」


    　ここで立ち止まる。Ａに一旦戻るべきか？　それとも、飛ばしてＥに行くのか？


    　いや……〝足跡を辿たどれ〟だ。


    　僕はＡに戻った。その後、Ｅに行って──またＡに戻る。次の瞬間、ガタンと音を立てて、進むべき扉のロックが解除され、開いた。


    　少し距離が遠い、僕は両足を揃そろえて充分にバネを溜ため、勢いよく跳躍した。


    　開いた扉を抱きかかえるようにホールドし、するりと扉の隙間から中に入った。僕は扉を大きく開いて、まだ部屋にいる二人に向けて手を伸ばす。


    「僕に向かって来て！」


    　二人は頷うなずき、無事に跳躍を成功させた。彼らを導いて扉を閉めた途端、安あん堵どと共に──悔しさが押し寄せる。


    「マティ……ああ、マティ……」


    　安堵の喜びに顔をほころばせていたアンドリューが、恋人を失ったことを実感してへなへなと崩れ落ち、啜すすり泣き出した。ローレンも何かを言おうとして、言葉にならない悲しさを滲にじませていた。


    



    　──救えた、はずだ。


    



    　僕がもう少しだけ、頭が回っていれば彼女は救えたはずだ。少なくとも、彼女を留めていればよかった。そんな後悔ばかりがぐるぐると頭を巡っていた。一時間にも満たない時間しか過ごしていないのに、僕はただ──悲しく、そして何な故ぜか無性に怖かった。


    



    《パンパカパーン！　おめでとう、二つ目の部屋ステージクリアだ！　たった一人死んだだけとは、なかなか幸先がいいじゃないか！　さあ、私と共に哲学を──》


    



    　僕は途中で、彼の話など聞いちゃいなかった。


    　ただ、決意を固めた。殺す────この男は絶対に殺す。

  



  
     第三章　クラブ


    



    　シャーリーは麓ふもとの村で観光客向けの宿を発見し、ひとまずそこを拠点としていた。村の役所から借り上げた歴史本などの資料と、インターネットに接続して、情報を掻かき集めていた。


    　先ほど赤あか神がみ楼ろう樹きから送られてきた写真の人物についてはひとまず後回しにして、即時に役立つものを優先させることにした。


    　まずは歴史本の中にあった城の構造、これはすぐに画像ごと赤神楼樹に送信した。それ以外で強力なのは、やはりＣＩＡの同僚たちが集めてくる情報だがこれには時間がかかる。仕事の片手間にやってくれているのだから、贅ぜい沢たくは言えないが。


    　ともあれ、わずかに間が空いたので自分たちの情報をまとめることにした。


    「さてさて。我われらがロキは──んーと、負傷はまだなし、精神的な動揺は先ほどの言葉だと多少あるかしら。でも、戦闘能力的に問題なしといっていいレベルね」


    　鼻歌交じりに、彼女は赤神楼樹のデータに適宣修正を加えていく。


    　武装は相変わらずククリナイフ、ショートボウと矢、そしてサブウェポンとして拳銃。


    　楼樹は接近戦に持ち込むことで彼の本領を発揮していたが、銃弾の雨の中を突撃して斬るというスタンスがいつまでも通用し続ける状況にあるとは彼自身も思っていないようで、彼女と行動を共にするようになってから、射撃の練習は欠かさずに行っていた。


    　練習の成績はプロであるシャーリーから見ても極めて優秀といえたが、中でも身についた成果を発揮する『本番』の段階においては射撃能力の更なる向上が確認された。銃ひき爪がねを引いて人間の頭を打ち抜くことをまったく躊躇とまどいなくやってのける。それが赤神桜樹の決定的な強みだ。


    　赤神楼樹とは、自己の力について何が分からないかを何度も話し合った。


    　最初にシャーリーが推測したのは、両親のどちらか……あるいは祖父母の誰かから、そういう才能を受け継いだのではないか、ということだった。


    　赤神楼樹は戸惑いつつも、それを否定した。知る限り、彼の両親や祖父母は平凡そのものだったと。自分の異常性を確認したのは、ごくごく最近だが──振り返っても、家族からはそんな痕こん跡せきがあったと思えない、と。


    　これについては、念のために裏を取っておいた。日本にいる赤神楼樹の家族や親戚をできるだけ調べ上げたのだ。


    　結果、赤神楼樹の家族は世界中どこにでも存在する一般の人間、というカテゴリに過ぎないことが判明した。


    　何しろ、家族には犯罪歴すらない。親戚である叔母の義弟が酒に酔って喧けん嘩かをしたのと、従兄弟いとこが十マイルのスピード違反で検挙された程度だ。とてもではないが、関連性があるとは思えない。


    　では、誰かに教えを受けたのか？


    　これも違う。彼が格闘技・武道・武術の教えを受けた形跡はなく、幼い頃を除けば喧嘩をしたことすらない。


    　ひょっとして、と母親が妊娠時に何らかの手術や投薬を受けていないか、とも調べてみたが予想通り、徒労に終わった。彼の血を採取し、調べてみたがただの人間の血でしかなかった。


    　結局のところ、赤あか神がみ楼ろう樹きは天然で〝そういう〟存在なのだと理解するしかない。


    　そういう怪物として生まれ、一度は眠り、目覚めた後はただただ破壊し尽くすために疾走する存在だと──理解するしかなかった。


    　弱点があるとすれば、彼は人間であるという当たり前の事実一つ。


    　脳天に銃弾を撃ち込めば死ぬ、首を斬れば死ぬ、全身を粉こな微み塵じんに吹き飛ばせば死ぬ、いっそ核を使えるならば殺しきれるだろう。だが、そんな状況に持っていくことこそ、難しいのだ。


    　その点で言えば、今回の作戦は赤神楼樹が困難な状況に陥おちいる条件が完全に揃そろっていた。


    　彼にとって救うべきであるが故ゆえに重荷となる平凡な人間たち。


    　赤神楼樹にとって、殺人の才能以外のことを要求される状況。


    《ワードワーズ、いるか？》


    「ええ。何かあった？」


    《お前から調べて欲しいと言われていた、ドイツのマクシミリアン・ルートヴィヒ伯はく爵しやくだけどな。ちょっと面白いことになってきたぜ？》


    「どういうこと？」


    《結論から言えば、そいつは死んだか監禁されているかってのが俺の推測だ》


    　しばしの沈黙。


    「そのまま、少し待ってて」


    　彼女は立ち上がり、部屋のドアを開いた。耳を澄ませていたらしい男が「わっ」と叫んで、飛び退のいた。


    「……」


    　シャーリーが沈黙したまま、じっと睨にらみ付けていると彼は気まずげに笑みを浮かべて告げた。


    「あ、ああ……その、なんだ。この宿に泊まったときから、実はあんたに目をつけてたんだ。あんたが良ければ、ぜひ一杯奢おごらせて────」


    　彼女は無言で部屋の中に男を引っ張り込み、拳こぶしを腹に喰くらわせた。悶もん絶ぜつする男の腕をねじり、顔面に枕を押しつけて悲鳴を殺した。


    「誰に頼まれた？」


    「い、いや。誰にも頼まれてなんか……！」


    「あっそう」


    　枕を顔に押しつける。ポキリと何かが折れる音がした直後、枕越しでも部屋に響き渡るほどの悲鳴が聞こえた。


    「次は人差し指をヘシ折るわ」


    「か、観光客、はっ。観光客は、チェックしろって言われてンだ！　ここの村長に！」


    「何な故ぜ？」


    「し、知らねェ！」


    「あらそう、質問を変えるわ。貴方あなたがチェックした観光客が、この村から出て行ったことはある？」


    「……っ！」


    「なるほどありがとう、よく分かったわ。それじゃ、さよなら」


    「待っ……」


    　サプレッサーを装着したベレッタＰｘ４が、ばすんと枕越しに彼の頭を弾き飛ばした。


    　それから、彼をベッドに残したまま悠々と着席した。


    《おい、どうした？　トラブルか？》


    「ごめん、待たせたわね。それじゃあぜひ、貴方あなたの推理を聞かせてちょうだい」


    



    
      §　　　　　§　　　　　§

    


    



    　マクシミリアン・ルートヴィヒを名乗る男は背後のテーブルを振り返った。テーブルの向こう側には上品に笑う少女と、彼女を守るように傍かたわらに座る犬がいる。


    　彼はガリガリと幽鬼のように痩やせた顔で、にんまりと笑って尋ねた。


    「我わが娘──ゲルト様、どうでしたかな？」


    「……」


    　上品な笑みで、少女は首を傾かしげた。彼女の隣には、服を着せられた二体の白骨が、姿勢良くきちんと座っている。大小の違いこそあるが、どちらも男性用の礼服を着せられていた。


    　彼は笑って大柄な白骨の肩を叩たたいて、耳元で囁ささやいた。


    「ご満足いただけましたかな？」


    　無論、白骨は喋しやべらない。応じない。だが──この場にいる誰もが、その声を聞いた。


    



    　──まだまだだ。まだまだだ。まだまだ、まだまだ、まだまだだ。


    



    　少女も、男も、そして犬も。そんな幻の声を、確かに感じ取った。少女は目を細めて笑顔を浮かべ──男は肩を竦すくめて告げる。


    「なるほどごもっとも。ですが、まだ終わりではありませんぞ、我が主マイマスター！　私と貴方あなたで作り上げたこの罠わなを突破し、今度こそ真のパートナーをお探ししましょう！」


    　何の偶然なのか、かくんと白骨の頭部が縦に揺れ動いた。男は驚くこともなく、告げる。


    「ありがとうございます。それまではこの私──娯楽提供者エンターテイナーにして執事バトラーである、〝マッド・ハッター〟がお嬢様を御守り致します故ゆえに！」


    「……ありがとう」


    　少女はそう囁ささやき、変わらず微ほほ笑えむ。


    　見る者が見れば、その微笑みには一切の感情が存在しないことが分かっただろう。それはつまり、完全な作り笑顔であり、笑顔の裏で何を考えているのかなど誰にも理解させないということだ。


    　けれど、マッド・ハッターはそれに気付かない。娯楽提供者エンターテイナーは、人間であることをやめた人でなしの集団だ。人間であるのは、あくまで外そと見みのみ。


    　眼前の少女の、どうしようもなく崩壊した精神に──気付くはずもない。
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      §　　　　　§　　　　　§

    


    



    　廊下でアンドリューはひたすら嘆き続け、ローレンは怯おびえて片隅で震えていた。少し迷ったけれど、二人が少しでも落ち着くまで僕は放っておくことにする。


    　まあ……予想通り、廊下に置かれていたブリーフケースが気になっているというのが大きな理由だが。


    　またもや指紋認証をクリアし、ブリーフケースを開く。中には、やはり写真が一枚。


    　今度は──少しだけ新しくなったモノクロ写真。人数も多い。中央には、やはり僧衣を纏まとい、フードを被かぶった小さな男。英国紳士と将軍っぽい人間は、見当たらない。


    　今度の背景は、森だった。スコップが複数置いてある、背後に穴を掘っているのだろう。そこから手が伸びている。……死体を埋める穴を掘っていたようだ。


    　男たちの顔はただひたすら笑い、笑い、笑い──この笑顔には見覚えがある。これまで何人のこの笑いを見ただろう。どこまでも傲ごう慢まんな、自分の行いを全く恥じていない加か虐ぎやく的な笑み。……まあ、僕と相対すると大抵即座に笑いが凍りついて怯おびえに変わったのだけど。


    　写真の裏にはこう書いてある。


    



    〝発展に伴う多ヒ頭ド竜ラ的必然〟


    〝伝統が刻まれる〟


    〝文化となる〟


    〝つまりは継承される〟


    



    　僕は再び文章と顔の部分だけをクローズアップした写真データをメールで送信した。そうして、しばらく考える。


    　クラブの歴史──発展に伴う必然。それは伝統が生まれるということ、伝統が生まれるということは、それは即ち〝文化〟だ。胸くそ悪いにも程がある文化だが。


    　そして生まれた文化は、途絶えさせないために──そう、途絶えさせないために継承されるものだ。


    　僕は再び写真を見て、顔を目に焼き付ける。この写真に写っている人間は、もう既にこの世にいない者が大半だろう。だが、受け継いだ者がいるかもしれない。


    　彼らの子供か、孫か、あるいは……組織を継承した者か。僕は写真をバックパックにしまい込んだ。


    　そうして、アンドリューとローレンが少し落ち着いたところで次の部屋に行くことになった。もう、時間もあまりない。五分くらいだろう。


    「いいかな？」


    　二人は恐怖と絶望に苛さいなまれ、ひどく痛めつけられていたが──それでも、生きるために頷うなずいた。深呼吸を一つして、扉を開く。


    「……あれ？」


    　僕たちは呆あつ気けに取られてしまった。次に何が来るかと待ち受けていたら、そこには予想外の情景が広がっていたのだ。


    「どういう、こと？」


    　ローレンの問い掛けに、僕たちは言葉を返すことができない。先ほどまでの部屋と全てが変わり果てていた。床をそっと撫なでる。先ほどまでの古めかしい石畳ではなく、強化ガラスのような素材に切り替わっていた。


    



    《さあ、諸君！　続いては心理への挑戦だ！　人は騙だまされやすく、疑いやすい生物だ！　君たちはどちらが正しいと思う？　私はどちらも間違っていると思う！》


    



    　ガタン、と扉が閉じられる。サイレンが再び鳴り響く。


    　僕たちは中央にすっ飛んだ。そこには先ほどと同じく台座があったが、数字を入力するようなキーは見当たらず、代わりにシンプルなプッシュボタンがあった。


    　カウントダウンは開始されており──制限時間は、先ほどと同じく十分間だ。


    　ローレンが台座のプレートに刻まれた言葉を見て、顔をしかめた。


    「おい、なんて書いてあるんだ!?」


    



    〝人類が発明したものの中で、もっとも偉大なものは　　である〟


    〝まずは探せ、そして押せ〟


    



    「……それだけ、それだけしか書いてないわ！」


    　アンドリューが駆け寄り、ホッと安あん堵どしたようにボタンに手を伸ばす。


    「何だ、これを押せばいいのか？」


    「待って！　待ってってば！　そんな単純なもの!?」


    　ローレンが慌てて引き留め、アンドリューもはっとして手を引っ込めた。僕は先ほどの文章を入力しつつ、不明な点を尋ねた。


    「もっとも偉大なものは、何って書いてあるの？」


    　ローレンが首を傾かしげる。


    「おかしいわね。その部分だけがスッポリ抜けているわ」


    　僕はスマートフォンを見た、電波は──繋つながっているようだ。一連のやりとりを含めて、シャーリーに連絡した。


    《ボタンが一つ。そして押せ……いくら何でも単純過ぎるわね》


    「だよね。……でも、その裏をかくという可能性も有り得る」


    《それを言い出せば切りがないわ、ともかく……他に何かないか、探しなさい》


    「ああ──」


    　と、無意識に天井に目を向けた瞬間、他の何かを至極あっさりと見つけてしまった。


    「ローレンさん、アンドリューさん」


    　僕が指差した方向を見て、彼らも驚いた。天井には確かに金属の浮き彫り細工で造られた文字があった。どうやらドイツ語が書かれているようだ。


    「何て書いてあるの？」


    　僕の問い掛けに、ローレンは肩を竦すくめた。


    「ええと…………〝ボタンを押せ〟としか書かれてないわ」


    「おい、アレを見ろ！」


    　アンドリューが指差した先、天井の文字の隣にひっそりと──プッシュボタンが、あった。


    　壁には、ご丁てい寧ねいに天井まで続く埋め込み型の梯はし子ごまである。


    　僕たち三人はそれから他に何かないか探してみたが、それ以外には何も見つからなかった。


    　顔を突き合わせ、話し合う。


    「どちらのボタンが正解だと思う？」


    「……分からない」


    「分かる訳ねぇだろ、こんなの！」


    　僕も二人の意見に頷うなずいた。何しろヒントが圧倒的に少ない。


    「俺は天井のボタンにする。探せ、そして押せだ。天井のボタンを見つけられず、右往左往しているうちに、台座のボタンを押すバカがトラップに引っかかるってわけだ」


    「でも待って。天井の文字も、あのボタンも、慌てていない限り見つけるのは容易だわ。あれを見て、浮かれてボタンを押したら──って可能性もない？」


    　アンドリューが苛いら立だった様子で、ぶんぶん腕を振り回す。


    「そんなことを考えたら切りがねぇ！　それは……疑いすぎだ！」


    「いいえ、騙だまされちゃ駄目！　これは引っかけよ！　だって、さっきの部屋だって……！　さっきの部屋だって、やっとの思いで解答したら、〝誤り〟だと思わされたわ！」


    「……っ！」


    「私はこのボタンを押す！」


    「好きにしろ。俺は天井のボタンを押すぞ！」


    　アンドリューが持ち前の腕力で天井に張りつき、ローレンは台座の前に立った。僕が止める暇ひまもなく、二人はボタンをほぼ同時に押し込んだ。


    　カチリ、と音が鳴った。サイレンが止まり、扉は…………。


    「嘘うそ、開かない……!?」


    　開かない。


    　どちらも間違いなのか、あるいは──間違いのボタンを押したから発動しないのか。


    「畜生、ローレンがボタンを押したからだ！」


    　逆さになりながら、アンドリューが喚わめき散らしている。ローレンも負けじと、腕をブンブンと振り回して応じる。


    「ふざけないで、違うわよ！」


    「落ち着いてくれ！　何か……音が」


    　音は、壁から聞こえた。壁の下側がスライドして開いたようだ。出口などではない、この狭さでは、とても潜くぐり抜けられない。


    「……何だ、これ？」


    　中から液体がどっと部屋に侵入してきた。水──いや、これは、違う！


    　僕は矢を一本取り出し、そっと鏃やじりを液体に当てた。じゅう、という物が溶ける音。そして鼻につく臭におい。


    「酸だッ！　ローレンさん、こっちに来て！」


    　僕は慌てて彼女を引っ張り、梯はし子ごで天井まで駆け上った。酸は床を埋め尽くして、どんどんと水量を増していく。部屋は完全に密封されており、どこかで排出されるわけではないようだ。


    「嘘……イヤ、こんなのイヤよ！」


    「畜生ッ！　出せ！　ここから出せ！　出してくれェェェッ！」


    　二人が天井に張りついたまま、悲鳴を上げる。


    《ねえ、ロキ！》


    「今、忙しい！」


    　かく言う僕も、頭を必死になって回転させていた。


    《私、思うんだけど！　いい？　人類が発明した中で、もっとも偉大なものは何!?　それは、こうしてこの状況を助け合うために私たちがやっていること！》


    「分からない！　そんなこと言われても……言われても？」


    　言う。告げる。話す。言葉を発する。


    《そう、言葉よ！　私たちは、身振りや手振りの時間や労力が掛かるコミュニケーション方法を声や文章で革命を起こした！　私たちがこうして話せるのも、言葉のお陰！》


    　そうだよ、言葉だ。


    　よく考えろ。


    　あの男──マクシミリアンは、最初にこの部屋に入ったとき何と言った？


    



    〝人は騙だまされやすく、疑いやすい生物だ！　君たちはどちらが正しいと思う？　私はどちらも間違っていると思う！〟


    



    　どちらも間違っていると思う。


    　どちらも間違っている──────どちらも？　だが、どちらも間違っているとしたら、正解はどれだ？


    　そう、正解の〝言葉〟は…………言葉は。


    「……っ！」


    　僕は、閃ひらめいた。


    《そこに、言葉に関わる何かがない？》


    「……ある！　あるぞ！」


    　僕は天井の梯はし子ごにしがみつきつつ、必死になって足を伸ばした。


    「何やってるの!?」


    　僕はローレンに叫んだ。


    「あのボタンはどちらも不正解だ！　探して押すべきは────」


    　探して押すべきもの。


    　それは〝ボタン〟だ。


    　そして人類が発明したもっとも偉大なる存在。


    　それは〝言葉〟だ。つまり正解は、〝ボタン〟という〝文字〟そのものだ。


    　僕は浮き彫り文字の〝Ｋｎｏｐｆボタン〟という部分を渾こん身しんの力を籠こめて蹴けり上げた。多少の抵抗があったものの、予想通り、その文字部分が全体でスイッチとなっていた。


    「おい、見ろ！」


    　床がまたもスライドし、部屋に溜まっていた酸を排出していく。しばらく待っていると、酸は全て排出され、次の部屋への扉が開いた。


    「ああ、畜生。助かった……！」


    　慌てて降り立とうとするアンドリューを制止し、僕は呼びかけた。


    「落ち着いて。床にはまだ酸がべっとりついている。一人ずつ、扉に向かおう」


    　僕たちは梯子に足を載せたまま、ゆっくりと扉に向けて手を伸ばし──一息に跳躍した。幸い、多少酸で滑りやすくなってはいたが、足を取られることもなく全員が扉の中に飛び込むことができた。


    「ハァ、ハァ、ハァ……畜生、くそったれ、頭が痛い」


    「あの酸のせいね……浴びることはなかったけど、密閉した状態で酸を流し込まれたから」


    　そういうローレンの表情も冴さえない。


    　僕はと言えば多少の頭痛はあったものの、新しい部屋の空気を吸い込んだだけでどうにか復活した。


    「もう、イヤだ。畜生……もう、イヤだ……」


    　アンドリューが泣き出しそうな表情で、何度も首を横に振る。ローレンもそれに同調するように頷うなずく。


    「あと何回こんなのを繰り返せばいいのよ……」


    　僕は溜ため息いきをついて、スマートフォンを覗のぞき込んだ。メールの着信がある。シャーリー以外が、メールを送ってくることは、有り得ない。


    　だから、名前欄を見て驚きよう愕がくした。


    「え…………？」


    　思わず漏れた呟つぶやきに、ローレンが振り返る。


    「どうしたの？　先方さんとの通信が切れた？」


    「いや……」


    　どう判断していいのか分からず、僕は曖あい昧まいに誤ご魔ま化かした。名前欄には「共有者」とある。もちろん、シャーリーのものではない。アドレスも調べてみたが、やはりシャーリーのものとは異なるアドレスだった。当然、見覚えがない。


    　僕は恐る恐る、メールを開いた。全て英語で書かれている。


    



    〝助けて欲しい〟


    〝この城は在り方が壊れている〟


    〝この城を完かん膚ぷなきまでに叩たたき潰つぶして欲しい〟


    〝全てを滅ぼして欲しい〟


    〝ただし、マクシミリアンは絶対に生かして欲しい〟


    〝何な故ぜなら、私が救われるにはあの男を尋問するほかないからだ〟


    〝私は今のところ、彼に逆らえない〟


    〝だが、貴方あなたは彼に逆らうことができる。あの男の生せい殺さつ与よ奪だつを握ることができる〟


    〝そのとき、私の望みを叶かなえて欲しい〟


    〝私は虜りよ囚しゆうの身。人質も取られている。表だって協力はできない〟


    〝また、罠わなの全ては私にも分からない〟


    



    《──ああ、諸君！　よくぞ私の精神試練を潜くぐり抜けてくれた！》


    「ふざけるな、もう限界だ！　ここから出せ！」


    　アンドリューが立ち上がり、つかつかと声が聞こえた方向──廊下の向こうに歩み寄る。


    



    〝でも、ヒントは与えることができる〟


    〝差し当たって伝えるべきことは一つ〟


    



    《そして諸君。ここで提案だ。数多あまたの試練を潜くぐり抜けた君たちにはもはや休息など必要ないんじゃないか？》


    



    〝廊下で油断をしてはいけない〟


    



    「アンドリューさん！」


    　僕は慌てて呼びかけた。彼がこちらを振り向く、その背後で何かが煌きらめいた。瞬間──僕の口から言葉が勝手に突いて出た。


    「伏せろ！」


    　だが、僕の言葉が早くとも彼の反応が遅ければ……いや、これは言い訳だ。僕がもう少し早くメールを読んでいれば。


    「何言って────」


    　僕は立ち上がっていたローレンを突き飛ばすように押し倒した。それが僕の精一杯だった。


    　頭上を、ほとんど目視することが不可能なレベルの〝糸〟が通過していく。


    　糸というか、極細のワイヤーだろうか。予あらかじめ、弓の弦を引くかのように引っ張られていた糸は、恐らくマクシミリアンのスイッチで廊下の端から端まで往復した。


    　その間に存在する「モノ」は、たとえそれが何であれ──バラバラに分解される。


    　この場合、アンドリューの頭、胸、そして太ふと腿もも部分がスッパリと切断された。余りに高速なせいで、完全に分断されたにもかかわらず、そこにはまだ人間の姿を保つアンドリューの姿があった。


    「……」


    　アンドリューはわずかな沈黙の後、きょとんとした表情で呟つぶやいた。


    「……何だ？」


    　そして次の瞬間、絶命した。三等分に肉の塊が転がり、命は消失した。


    「い、やあああああああああああああああああああああああああっ！」


    　僕の胸の内で、ローレンが絶叫した。
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    　──とうとうやってしまった。もう、後戻りはできまい。


    



    　私は溜ため息いきをつき、とぼとぼと窓の傍そばへと移動する。


    　少女が一人、そこでいつものようにお茶を飲んでいる。凍りついたように動かず、


    「あら。あなたも？」


    　私は首を横に振り、席に座って向かい合った。


    　私は告げる。


    「今日も、誰かが死んでいる」


    　どう応じればいいのか、分からないというように少女は首を傾かしげた。


    「今日も、誰かが殺される」


    　私の言葉に、彼女はうっすらと笑う。


    　……このところ、残酷なことに対して目を輝かすことが多くなっている。


    　危険な兆候だ。


    　あの男の徹底した教育は、清せい廉れんだったはずの彼女の価値観をかなりの部分まで変えている。


    　人を傷つけることも、傷つけられることも怖かったはずなのに。


    「悲しい、ことなんだよ」


    　彼女を失えば、自分にはもう生きている意味などない。


    　それほどまでに、彼女の存在は己にとって重要だった。


    　私は立ち上がり、誰にも知られぬようにそっと己の領土へと籠こもる。ああ、どうか──どうか、あの少年が私を救ってくれますように。


    　そんな──かつての自分では思いもしなかったことを祈りつつ、私は再びメールを送った。


    　部屋は残り二つ、実質的には一つ。それをクリアすれば、あの男は必ず彼を祝福するだろう。


    　そのとき、あの男を捕らえれば──いい。


    　何度殺してやろうかと思ったか。機会など無数にあった。


    　……けれど、少女が人質になっている限り、無数の機会など〝なかった〟とも言える。


    　だが、もう終わりだ。


    　あの少年──赤あか神がみ楼ろう樹きがいる限り、あの男の好きにはさせない。


    「ああ、君はここにいたのか」


    　突然の声。


    　私は振り返り──心臓が凍りつくのを感じた。


    　嘘だろう、まさか、こんなときに──！


    「こんな場所でお茶をしてないで、君も早く来なさい」


    　ニコニコと笑顔で──私を凌りよう駕がするバケモノが囁ささやいた。


    　アストライア。


    　あの男にとっては忌いま忌ましくも取り除のぞけない障害。〝クラブ〟の調停者。この場に絶対にいて欲しくなかった怪物。


    　何てことだ、何てことだ、何てことだ……！
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    　ＣＩＡの同僚は語り始めた。


    《いいか、この年からマクシミリアンは一切の公的活動を停止している。それ以降、あらゆる場面で表に出た形跡がない》


    「何かあったの？　例えばテロに巻き込まれて負傷したとか」


    《ないね。ただ、面おも白しろくなってきてマクシミリアンの名前で片っ端からデータベースを漁あさっていたら、最後の行動がなんとも奇き妙みよう奇き天て烈れつでね》


    「ちょっと、気を持たせないで。一体何があったのよ」


    《ノルウェーで開かれた脳外科医のコンファレンスに出席したんだ。新聞の写真にも掲載されている。議事録からは発言が削除されているが、参加者の中にブログを開設している人間が何人かいて、笑い話として紹介している》


    「へぇ。笑い話？　何か面白いことでものたまったの？」


    《人間のほぼ完全な脳移植について、大真面目に語ったそうだ。それだけならまだ良かったんだろうが、犬に人間の脳を移植するなんて与よ太た話を語れば誰だって笑い話にしたくもなるさ》


    「……その、犬に脳を移植するという話。詳しく知りたいんだけど」


    《そっちは残念ながら望み薄だな。なかには「私はそのＭという男の精神が完全に破は綻たんしていると思った」なんて記述があったからな。誰も具体的な内容には触れていない。だが、これを最後に消息を絶っていれば親族に監禁されたかあっちの世界に旅立ったか、と思うのが常識だろう？》


    「まあ、そうよね。私もそう思いたくなるわ」


    《犬といえば、お前さんが言っていた例の犬についてだ。画像を送るぞ》


    　画像を受信した。下に名前が書いてある。


    《ローデシアン・リッジバック。原産地は南アフリカ、リッジバックという名の通り、背中に逆毛リツジが生えているのが、外観の大きな特徴だ。体高はドーベルマン並みの約七十センチ。ライオンを追いかけるほどの勇猛さを持っていて、飼い主に忠誠を尽くし、見知らぬ人間には警戒心が強いという文句なしの番犬だ》


    「なるほど、これで間違いないわね」


    《マクシミリアンは南アフリカのドッグショーで、これをブリーダーから購入したらしい。十年に一度出るか出ないか、という見事な犬だったそうだが》


    「それ以上の情報はなし？」


    《ないね。別個の情報としては──ああ、これは関係ないかもな。脳外科医のコンファレンスに出席した著名な医者のうち、何人かが行方不明になっている》


    「なるほど」


    《いつもの通り、情報は与えた。どう解釈するかは──》


    「私次第、ってことね。いろいろありがとう。私は一旦拠点を出て、通信手段を確保してから再度コンタクトを取るから」


    《あいよ。幸運を》


    　シャーリーは、ノートパソコンを閉じるとドアの傍にクレイモアを設置。ドアノブにワイヤーを巻き付けて、開いた瞬間に扉の傍そばにいる者全てが吹き飛ぶようにした。


    　既に、階下から不穏な空気が伝わってくる。ジャキリ、という銃のボルトアクションの音が一際目立った。……こんな辺へん鄙ぴな村に、アサルトライフルや短機関銃サブマシンガンがあるとは思えない。せいぜい、狩猟用のボルトアクションライフル程度だろう、と彼女は予測した。


    　窓を開き、予あらかじめ作っておいたカーテンロープで三階から一階まで一気に滑り落ちる。着地直後、自分の部屋で凄すさまじい爆発が起きた。


    「さてさて」


    　両手にベレッタを握り締めたシャーリーは、そろそろと宿の入り口へと向かった。何事かと集まっている観光客を押し退どけて、村人らしい人間が銃を抱えて慌てて出てくる。彼女は背中に拳銃を回し、何食わぬ顔で彼らに近づいて行った。


    　観光客を抑えるためであろう警官たちが二人、村人が三人。警官たちはホルスターから拳銃を抜いて警戒態勢に入っている。村人たちは、クレイモアの爆発に仰天していて頭がまだ働いていない。


    「すいませーん」


    　流りゆう暢ちようなドイツ語で話しかけられた警官が、反射的に近付いてきたシャーリーへ頭を向けた。


    「立ち入り禁止だ、下がれ！　下が────」


    　額に孔あなが穿うがたれる。サプレッサーで減音していても、銃器の音は凄すさまじい。バスッという発射音に、傍そばにいた全員がシャーリーに顔を向けた。


    　もう一人の警官を仕留めつつ、同時に跳ね上げたもう片方の腕で村人たちを狙ねらい、三発射撃。二発当てて一発外れ、一人が死んだ。


    　一番最初に狙った警官が倒れ込みそうになるのを抱えながら、シャーリーはするっと彼の足元に絡むように倒れ込みつつ、両手の拳銃を乱射した。


    　村人が蜂の巣になり、観光客が現実を認識して大パニックになった。ダッシュで人の群れに紛れ込みつつ、彼女は囁ささやいた。


    「ま、こっちは後でゆっくりやるとして、今は拠点を探すとしますか──」
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    　──当たり前の話。


    　素手の猛獣は、素手の人間に勝る。力自慢の人間は、ごく平凡な熊の力に劣おとる。


    　猛犬ならば、人間の喉のどに食らいついて噛かみ殺す。熊ならば、ごくごく普通にブン殴るだけで人間の首は弾け飛ぶかもしれない。


    　──常識的な話。


    　故ゆえに、人間たちは武装する。最初は石いし斧おの、そして槍やり、弓矢、弩いしゆみ、遂には銃を手にした。その瞬間、一人の人間は一頭の猛獣の暴力を上回ることになった。


    　明瞭な敵意を互いが抱いている状況で、なおかつ武装した人間がプロであるならば、猛獣に勝ち目はない。


    「それは、動物たちにとって恥ち辱じよくではないかな？」


    「確かにその通りですな。知恵なき動物たちに慈悲を手た向むけるとは我が主の寛大さには、頭が下がります」


    　マクシミリアンと、マッド・ハッターは檻おりに閉じ込められた動物たちが騒ぎ立てるのを見ながら、そんな会話を交わしていた。


    　否、正確には──回想していた。マッド・ハッターはすっかり少なくなった動物たちを見ながら、主と共に過ごした愉しい日々を思い出していた。


    「ゴリラは密猟者たちの手で、こうしている間にも数を減らされている。痛ましいことだ」


    　絶望と恐怖と苦痛でさんざ暴れ、先ほど麻酔でようやく眠り始めたゴリラを見下ろしながらマクシミリアンはそう言った。


    　雇われた技術者たちは、ぞっとするほどの冷静さでゴリラの肌にプレートクッション用の緩かん衝しよう材ざいを埋め込んでいく。


    　次いで脳を手術、制御用チップをいくつか脳に埋め込み、動物としての本能──特に食欲や異種への敵意などを低下させ──さらに、チップに電気信号を送り、殺意を爆発的に向上させるよう改修した。


    「だが、これを世界全てのゴリラに施ほどこせば密猟者など物の数ではない」


    「仰る通りでございます」


    「なのに。それを本気でやろうとしたら、誰も彼もが反対する。何ともはや嘆かわしい」


    「所しよ詮せん凡人に、旦だん那な様の熱意と愛情、そして偉大なる知識が伝わるはずもございません」


    「だが、せめて我々の捕らえたゴリラだけは──人に打ち勝つようにしてやろう」


    　最後に、プレートを装着する。


    　麻酔から覚めたゴリラを誘導し、檻おりの中へと連れていく。姿形が変わり果てた父親に、子供のゴリラが不安そうに駆け寄る。


    「ふむ。テスト開始」


    「かしこまりました、チップの信号を発信せよ」


    　技術者たちが頷うなずき、ＰＣから脳に信号を飛ばした。ビクリ、とゴリラの体が震えて瞳ひとみが血の色に染まる。そして、目の前にいた我わが子の頸けい骨こつを一瞬で捻ひねり潰つぶした。


    「信号を一旦停止します」


    　またゴリラが震えて、動かなくなる。無気力な様子で、檻の隅に座り込む。自分が作り出した我が子の死骸には、目もくれなかった。


    「成功です」


    「よしよし、いいぞ。この調子で、どんどん改造しよう」


    　ぱんぱん、と満足げにマクシミリアンは両手を打った。


    「素晴らしいですな」


    「……あの、伯はく爵しやく」


    「何かな？」


    　雇われた動物学者の一人が立ち上がり、意を決したように告げた。


    「僕は、『動物を愛護するため』という伯爵の信念に共鳴して招しよう聘へいされました。なのに、なのに、これは何ですか！」


    「む。私は愛護活動を行っているつもりだが」


    「こんなものが愛護なわけあるか！　ふざけるな！　アンタはロクでもないマッドサイエンティストだ！　然しかるべきところに通報してやる！」


    　マッド・ハッターが動いた。この名もなき学者の口を、これ以上動かし続けてはいけない。主への冒ぼう涜とくに値するからだ。


    　彼のナイフが、一瞬で学者の喉のど笛ぶえを斬り裂いた。ぐっ、と呻うめいて白衣を血に染める。


    　マクシミリアンが顔をしかめた。


    「いかんぞ、〝マッド・ハッター〟。人の話は最後まで聞くものだ」


    「旦那様。私は旦那様の悪口を述べる人間が存在することを許せません」


    「何。こいつは私を痛つう罵ばするつもりだったのか？」


    　きょとんとした表情で、マクシミリアンは首を傾かしげた。


    「然さ様ようです」


    「ならば仕方がないか。調理人に斬り刻ませて、豚の餌えさにしよう」


    「畏かしこまりました」


    　マクシミリアンはそう告げると、唖あ然ぜんとした表情で二人を見つめている技術者たちに大声で叫んだ。


    「さあ、諸君！　休んでいる暇ひまはないぞ！　こうしている間にも苦しんでいる動物たちが存在するのだ！　彼らを一刻も早く改修せねば！」


    　マクシミリアンの声に、技術者たちは慌ててパソコンや資料、実験資材に向き合い始めた。


    「ようし、その意気その意気！」


    　豪快な笑い声に、マッド・ハッターは何とも言えない温かみを胸に抱き──。


    



    「……？」


    　そうして、夢想から目を覚ました。あのときいた技術者たちは、もういない。全て消えてしまった。ああいや違う、消してしまったのだ。


    　マクシミリアンが昏こん睡すい状態なのは、ひとえに〝事故〟だ。それを知られるわけにはいかなかった。なので忠実な技術者や使用人たちを全て抹まつ殺さつした。自分が全て代役を務めた。そこから先はもう、八はち面めん六ろつ臂ぴの大活躍だ。今の彼は使用人であり、技術者であり、執事であり、マッド・ハッターであり──いや、もうないのか──そして何より、マクシミリアン・ルートヴィヒなのだ。


    　だが、それは一時的なものだ。


    　マクシミリアン・ルートヴィヒは生きている。まだ生きているのだ。ただ、いささか事情があって眠り続けているだけ。


    　そのためにも、早く──一刻も早く、あの少女を何とかせねばならない。


    



    
      §　　　　　§　　　　　§

    


    



    　血の濃密な臭においが、廊下に立たち籠こめていた。強烈に甘ったるいような、その臭いはこちらの吐き気を催させるに充分だった。僕は廊下のあらゆる部分をよく調べ、先ほどのもの以外のトラップはない、とひとまず判断した。


    　ローレンはショックのあまり、先ほどから吐くか泣くかの繰り返しだ。


    　自分の責任だ。僕がもう少し早くメールを見ていれば……！　そんな後悔ばかりが頭に渦巻く、同時に──そんなことを悔やんでも仕方がないという非情な考えも僕の内側から滲にじみだしていた。


    　僕は廊下にあったブリーフケースを手に取り、指紋認証をクリアして開いた。中にはまたも一枚の写真。遂にカラーになった、より鮮明に会員メンバーたちが写し出されている。


    　背景は、どこかの街。抜けるような青空、会員たちの前にはばらばらになった死体が転がっていた。娯楽提供者エンターテイナーらしき、異形の男たちも映っている。彼らは手に生首をぶら下げていた。


    　会員たちの笑いは、ほかの写真と変わりがない。その中には、首に鎖をつけた子供を犬か何かのように地面に這はいつくばらせている者もいる。


    　子供がこの後どうなったかは……想像するまでもない。暗あん澹たんたる思いが彼らへの怒りを膨ふくれ上がらせる。相応のつけは、必ず万倍にして支払ってもらおう。


    　何たる醜しゆう悪あくさ。何たる不快さ。写真を破り捨てたくなるのを、ギリギリで堪こらえた。


    



    　そして、僕は中央の人物に目を留めた。フードに顔を隠された老人──間違いない。すぐに理解し、これまでの写真を取り出して、横一列に並べた。そして、中央の人物を指で叩たたいていく。トン、トン、トン……同一人物。


    　僕はぶるりと体を震わせた。始まりの三人に存在し、伝統となりつつあった時代にも存在し、こうして世界の支配を確立させたであろう時代にも現として存在するフードの小男。


    　顔は一切分からない。ただただひたすら謎なぞの……人間。クラブの中心に位置する人間。もしかすると、僕が最後に追い求めるべき相手なのかもしれない。そんな予感がしてならなかった。


    　写真の裏には一言、こう書かれている。
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    〝まだ続ける？〟


    



    　そのからかいとも思える言葉に、そしてこの写真に、僕は胸の内でくすぶりかけていた炎が煌きらめいて蘇よみがえるのを感じた。ああ、続ける、続けるとも。お前たちがどれほど強大な権力を持とうが、歴史を持とうが、あるいは純粋に強かったとしても、僕が必ず全員の首に鎖を繋つなげて地獄へ送ってやる。


    



    　僕は写真をバックパックに収め、再び立ち上がった。


    　……よし。行こう。


    「ローレンさん」


    「なに──？」


    「行こう。アンドリューさんは死んだ、僕たちにできることはもう、ない」


    「……」


    　ローレンさんが力なく頷うなずいた。彼女を強引に引っ張り、地べたに伏したまま前に進んだ。


    　扉を開く直前、僕はスマートフォンを見る。新たなメールが〝共有者〟から届いている。


    〝残りの部屋は二つ〟


    〝次の部屋は、死中に活を見み出いだすと書かれている〟


    〝必要なものは勇気と、それから途中に何かを見出だす用心深さ〟


    〝トラップは部屋に入ると自動的に発動〟


    〝そのトラップは──〟


    



    　僕はトラップの内容に唖あ然ぜんとするほかなかった。


    　まさか、そんな。


    　僕はメールの内容をローレンに見せて、シャーリーに伝えた。


    「死中に活を──」


    《この共有者、何者なの？》


    　分からない、分からないが……少なくとも、先ほどのトラップは言い当てていた。信用できるかどうかは五分五分、僕の勘だと信用できると思う。


    《根拠が勘、ね》


    「呆あきれた？」


    《アンタの勘は、人並み外れているからね。まあ、信頼できることを前提に進んでもいいと思うわ。ただ、信頼しすぎないようにね》


    「分かっている」


    　信頼しすぎるのは良くない。言葉は縋すがるものではなく、使うものだ。頼るのではなく、握り締めるべきものだ。


    　信じ込めば信じ込むほど、あらゆる事柄において別の解釈が生み出されなくなる。それは、言葉を信じすぎてしまった結果だ。


    　ローレンが深呼吸し、ほんのわずか落ち着いたのを見計らって──僕は扉を開いた。


    



    　今回は台座がなく、代わりに穴があった。僕たちはその縁に立って、下を覗のぞき込む。先ほどの廊下に負けず劣らず、血の臭においがもわっと立ち籠こめていた。


    　血の臭いは、恐らく穴の底にある怪しげなローラーだろう。ローラーは、物体を破は砕さいするためであろう、巨大な針に覆われている。


    　ひとたび動き出せば、このローラーは人間をゴミのように斬り刻むだろうことは明らかだった。そして、動かないはずがない。


    　驚いたことに、壁には武器があった。ただし、銃火器ではなくブロードソードや槍、あるいはハルバードといった、近接戦闘向けのものしかなかったが。


    



    《ようこそ諸君！　残り二人になってしまったのは残念至極。だがしかし、私は一切手を抜かず協力者パートナーを探し求める！　次なる試練は、暴力と知恵だ！》


    　声高らかにマクシミリアンが謳うたう。


    《暴力と知恵は、古来よりもっとも対立してきた存在だ！　一方が一方を妬ねたみ、そねみ、蔑さげすみ、見下していた！　だが、真実はそうではない！　この二つは融和すべき存在だ！》


    　ローラーが動き始める。同時に、壁がスライドして上に移動し、中からぞろぞろと動物たちが現れる。


    「嘘うそ、ホントに……!?」


    　ローレンの悲痛な叫び。


    　本当に来てしまった、改造を施された動物とやらが……！


    　僕たちを見るなり、獰どう猛もうな唸うなり声を上げ始めたのは猛獣の群れだった。狼おおかみ、犬、灰色熊グリズリー、ゴリラ、鷲わし、鰐わに──実物は初めて見たけどコモドドラゴンまでいる。


    「神様……」


    　震えるローレンが思わず呟つぶやいた。僕も同じ気分だ。


    　しかも、獣たちは──改造手術を施ほどこされていた。


    　ゴリラは血走った目で、鋼鉄製の鎧よろいを着込んだまま僕を威い嚇かくする。熊は右腕をガトリングガンに改造されていた、鰐わには、口元の鋭い歯が小刻みに回転震動していた。チェーンソーみたいなものらしい。


    　コモドドラゴンに至っては背中には軽機関銃がセットされている。獣たちは、ありえない武装を施ほどこされたひどい有様となっていた。


    　彼らは僕を恐れる風もなく、包囲するようにゆっくりと近付いている。全員の目は爛らん々らんと殺意に燃えており、味方同士で喰くい殺し合うことすらない。


    　何たる有様。


    　生物への究極ともいえる冒ぼう涜とくが、そこにはあった。


    



    　先ほどのメールの通りならば、外見だけでなく中身も相当に弄くり回されている。僕を見て、逃げないのがその一例だ。こう見えても、分かりやすいくらいの殺意を叩たたきつけているのだが。


    「ローレンさん、穴の中に逃げて。縁を掴つかめば、落ちなくて済む」


    「どうして、こんなことに」


    　ローレンがポツリと呟つぶやいた。だが、今はそれに構っている暇ひまはない。なのに──彼女は、何な故ぜか僕に掴みかかってきた。


    「どうしてよ！　どうしてこんなことになったの!?　わ、わたし──帰りたい！　帰りたい、帰りたい、帰りたい！」


    「帰りたいなら、一か八かに賭かけるんだ！　穴の中に何かがあるはずだ！」


    　そう。死中に活を見み出いだす。即ち、逃げることなく戦い尽くす。


    



    「イヤよ！　絶対にイヤ！」


    　僕は彼女を突き飛ばすようにして、穴の中に入れた。縁をしっかり掴んだローレンは、恨みがましい瞳ひとみで僕を見る。今は悠長なことをやっていられない。


    　弓に矢を番つがえる。それでも、やはり獣たちは恐れることはない。


    　よし、ここからは僕のやり方でやれる。頭を悩ます必要もなく、全神経全細胞に己おのが殺意を滲にじませるだけだ。


    「よし、かかってこい。僕はお前たちを救ってやれない。聖人や動物学者なら救えるかもしれないけれど、僕は救えない。だから──」


    　飛びかかってきた兇暴な猿に向けて、躊ちゆう躇ちよなく矢を放った。ギャッと悲鳴をあげ、手甲を装備していた猿が倒れる。


    



    「殺すぞ。──かかってこいッ！」


    



    　咆ほう吼こうした僕に向けて、動物たちが一斉に襲いかかってきた。


    



    
      §　　　　　§　　　　　§

    


    



    　アストライアは相変わらず造り物とは思えないほどの純真な笑顔で問い掛ける。


    「あれが、使い捨て兵器？」


    「ええ、まあ」


    　マッド・ハッターは決まり悪そうに咳せき払ばらいした。


    「〝彼女〟を作るに当たって、手て慰なぐさみと申しますか──とは言え、実用的なものも幾つかございます。面おも白しろいショウを作るには、優れた〝娯楽提供者エンターテイナー〟の存在が必要不可欠でしょう？」


    「優れた……か。ふうん。まあ、いいよ。そういう考えもあるんだろうね」


    　マッド・ハッターの認識は恐らくこうだろう。〝ただの〟人間がいかに創意工夫を凝こらしたところで、所詮は人間と人間の対決。いつかは飽きが来る。


    　その点動物のバリエーションは千差万別。おまけに殺し方も様々だ。毒蛇ならば毒を喰くらわせ、大蛇ならば締め付けるだろう、獅し子しや虎ならば噛かみ殺し、熊ならば爪で引き裂く──野生の殺し方は、確かにインパクトがある。


    　だが、これは駄目だ。単に動物にゴテゴテとした武装をつけて、珍奇さを強調しているだけだ。子供の思い描いた〝ぼくのさいきょうモンスター〟と同レベルだ。まあ、マクシミリアンにそういう傾向があったというのはアストライアもよく知っているのだが。


    



    　アストライアはなおも喋しやべり続けるマッド・ハッターに構わず、映像の中で大暴れする赤あか神がみ楼ろう樹きだけを注視する。


    　彼の主要武装であるククリナイフは、先ほど犬によって強奪されたが──。


    「なあんだ、そんなこと全然問題にしないんだねぇ、君は」


    「これ、は……」


    　スクリーンに映し出された〝ケモノガリ〟を見て、マッド・ハッターも唖あ然ぜんとした。


    　彼はシベリア虎の背中に乗り、大暴れさせることで他の獣を攪かく乱らんしていた。その間も、番つがえた矢は、たった一本で獣の眼球を射い貫ぬいていた。


    　異形の怪物といえども、目を射貫かれ脳を抉えぐられた時点でどうにもならない。


    　苛いら立だった熊が、装甲化した腕でシベリア虎の頭をブン殴った。鋭く尖とがった爪と、そのあまりにも強い腕力によって、虎の頭がそぎ取られた。


    　だが、赤神楼樹は冷静に虎から降りると突貫してくる熊をひょいと躱かわした。熊は走った勢いを殺せぬまま、穴に足を踏み出しかけた。


    　そこに、槍やりを持った赤神が背中を突き刺す。熊が落下し、落とし穴に仕掛けられたギアに噛かみつかれ、絶叫する。


    　女性の甲かん高だかい悲鳴──確か三人仕入れた中の最後の生き残り。彼女は縁に必死になってしがみついている。


    「それで、出口は？」


    　マッド・ハッターはしばし呆ぼう然ぜんとしていたが、アストライアがもう一度質問を繰り返すと、震えつつ答えた。


    「あの獲物を破は砕さいするローラーがある穴ですが……あの壁に隠し扉がありまして」


    「ふぅん。つまり、あの穴に飛び込んで隠し扉を探して開かないと脱出できないわけだ」


    「ええ。向こう側にある扉の先は、行き止まりですし」


    　悪あく辣らつだなぁ、と呟つぶやきつつ──彼はマッド・ハッターに問い掛ける。


    「あの遺伝子を変性させた動物に、勝ち目はあると思う？」


    「も、もちろんです。あれは武装と脳手術で格段に戦闘力を向上させていますし──」


    「そのわりには、動物たちはボコボコだけど」


    　アハハハハ、とアストライアは笑った。不快そうにマッド・ハッターが顔をしかめた。


    「〝動物〟などではなく、〝キマイラ〟とお呼びください。まだ初期段階ですが、行く行くは神話にしか残っていない獣──例えば、ペガサスやグリフォンすら再現できるはずです」


    「んー……まあ、見かけは面おも白しろいだろうけどね。これじゃあ、お話にならないなぁ」


    　溜ため息いきをつきつつ、アストライアはスクリーンを指差した。


    　ぐっ、とマッド・ハッターが恥ち辱じよくに唇を噛かみ締める。


    　そこでは、ただただ一方的な虐殺が行われていた。情け容赦なく、赤あか神がみ楼ろう樹きは獣たちを殺し回っていた。否、ここまで来ると〝排除エリミネイト〟といった方が正しいかもしれない。


    　獣は脳を弄いじくり回されたことによって、恐れも情けも知らず、凶暴性のみが高められていた。


    　だから、眼前の怪あか物がみがけっして相手にならない存在ということに気付かない。その愚直さは、どこかもの悲しさすらあった。


    



    　……赤神楼樹は、悲しんでいることだろうとアストライアは想った。彼は人間を殺すが、動物はなるべく殺そうとしなかった。猟犬や軍用犬は彼が一睨にらみすれば、たちまち恐怖に本能が晒さらされて降伏したし、熊や狼にはそもそも出会ったことすらあるまい。


    　だから、こうして凶暴化され武装化された──そして、そうせざるを得ない動物たちの境遇に同情していることであろう。何しろ、赤神楼樹は絶対に敗北しない。必ず勝利する。即ち、この動物たちを迷わず皆殺しにするだろう。


    



    　──僕も心が痛む。可か哀わい想そうだよね、動物たちは。


    



    　そんなことを思った。


    「ペガサスを作ったとして、喜ぶのは二流三流の会員メンバーたちだ。まあ、二流三流が悪いとは言わないけどね。ただ、作り上げた動物が君の言う通り、神話の幻獣を再現したとなると、圧倒的に強くなくては意味がないんじゃないかな？」


    　マッド・ハッターは、その屈くつ辱じよくにぐっと唇を噛かんだ。


    　だが、確かにアストライアの言う通り。あれは所詮、劣化した模造品に過ぎない。ペガサスを模したところで、空を飛べるはずもない。ドラゴンを作ったところで、炎を吐けるはずもない。


    「……アレは、所詮手て慰なぐさみ。私が心血を注いで作り上げた〝イヌガミ〟には勝てません」


    「そお？」


    　アストライアの不審げな口調に、マッド・ハッターはいきり立って説明した。


    「一度目の邂かい逅こうでは、戦闘レベル１に設定。筋肉増強や反射神経向上のドーピングは行われておりませんでしたし、武装も最小限でした。今回は違います！　戦闘レベルは３に向上。筋肉の増強や反射神経の向上も済ませております！」


    「へぇ……それじゃ、少しは期待できそうかな。……あの方もお喜びになられると思うよ」


    「……っ！」


    　マッド・ハッターは歓喜に身を震わせた。


    　アストライアは〝調停者〟であり、全ての会員より一段「上」に位置づけられる存在だ。そんな彼が、あの方と畏い敬けいの念を籠こめて呼ぶのは──このクラブの頂点に立つ存在にほかならない。


    「あの御方が……！　あの方が、この映像をご覧になっていると!?　そ、それはなんと……なんと、光栄な……！」


    　マッド・ハッターは究極の栄誉にその身を震わせた。


    〝見る〟。


    　アストライアの上に立つ人間が、このクラブにおいて行うことはただそれだけである。彼は狩ることもない、クラブの運営に携たずさわることすらもない。


    　彼はただ、〝見る〟だけだ。


    　そして、言葉を聞かせるだけだ。


    　ただそれだけで──彼が〝見る〟、そして〝語りかけられる〟という栄誉を授かるために、無茶苦茶をやらかす者たちは、会員メンバー、娯楽提供者エンターテイナー含めて世界中に散らばっている。


    　小国の独裁者が、大企業の重役が、政治家が──彼に、己の創り上げた〝映像え〟を見せようと競い合っている。


    



    　マッド・ハッターは、己の創り上げる芸術品をよりよいものにすること以外、人生における全てが眼中になかったが、それでも──それでも、この光栄には身を震わせた。


    　彼が〝映像〟を閲えつ覧らんする時間を割さけるのは一日のわずかな時と聞く。


    　慌てた彼は、アストライアに申し訳なさそうに言った。


    「も、申し訳ありません。直ちに第二陣を──」


    「必要ないよ。繰り返しでは、退屈な映像が続くだけだろうし。何より、あの方は欺ぎ瞞まんをお嫌いになるから。そのままでいい、ありのまま、真実を映して」


    「はあ……」


    「それに、もうそろそろ終わっちゃいそうだ。〝イヌガミ〟の準備をした方がよくない？」


    「はっ。あの方が喜ばれるような映像を創り上げてみせます！」


    「……」


    　アストライアの瞳ひとみは、〝イヌガミ〟を分析するようにじぃっと見つめていた。


    　イヌガミは怯おびえることなく、アストライアを静かに見据えた。ふむ、とアストライアは満足げな溜ため息いきをつき、イヌガミの頭にぽんと手を当てた。


    「頑張れよ、君」


    　吼ほえることなく、唸うなることもなく……無言でその祝福を受け入れて、背を向けた。


    



    　イヌガミはドーピングによって熱病のように膨ぼう大だいな殺意に浮かされたまま思考する。


    　赤あか神がみ楼ろう樹きを打ち倒す方法と、打ち倒されない方法を。


    



    「あ、待って」


    　アストライアが呼び止め、イヌガミにククリナイフを投とう擲てきした。イヌガミはさっ、と口にナイフの柄を咥くわえた。


    「うん。賢そうな君なら、僕のやりたいことが分かってくれたと思う」


    　イヌガミはじっと彼を見て、こくりと頷うなずいた。


    「何をなさるのですか？　その武器は、あの獲物のモノでしょうに。……まさか!?」


    　慌てるマッド・ハッターをまあまあと宥なだめるアストライアの瞳ひとみは、期待に輝いていた。


    「僕は、赤神くんの全力が見たいんだ。やっぱり彼にはこれがないと」


    　そう言いつつ、彼は己の武器を持ち込んだスーツケースから取り出した。


    「ねえ、動物はまだ残ってる？」


    　……否。果たして、それを〝武〟の器物と呼称していいものか。それは、ナイフのようにも金棒のようにも見える。まるで動物の背骨のような形状をした、〝暴力的〟な何か。


    　兇器と呼ぶ方が相応ふさわしく、武器と呼ぶには凄せい絶ぜつな代物だった。


    「はあ……廃棄物はまだまだありますが」


    「せっかくだから、僕も獣たちと戦うよ。ありったけ、僕にちょうだい」


    「なんと!?　い、いえ。貴方あなたがそう望むのであれば──」


    「お願いね。ああ、今から殺す分の請求は僕にしても構わないよ。個人的に支払ってあげる」


    　ゆらゆらと優雅な動きで──アストライアは、映像室を出て行った。


    　イヌガミがその後に続く。マッド・ハッターはぽかんとした表情でそれを見送った。


    



    　──廊下にて、一人と一頭はそれぞれ別の部屋へと向かっている。


    「君も、いろいろと大変だね」


    　アストライアはそうイヌガミに呼びかける。イヌガミは何かを探るような瞳ひとみで、彼を見る。


    「いやまあ。悩むべきことはたくさんあるだろうけどさ」


    「後悔をしない人生を送った方がいいと思うよ」


    「たとえその結末が確実なる死だとしても、ね」


    　彼はそう言って、イヌガミの頭を軽く撫なでた。


    「……」


    　イヌガミは何が言いたいのか、よく分からないというように首を傾かしげた。アストライアは笑顔のままに告げる。


    「今さら、愚かなフリをしても無駄だよ」


    　──凍りつく。口に咥くわえたククリナイフを落とさないようにするのが精一杯だった。


    「まあ、いいか。頑張りなさい。さて、僕も頑張ろう──彼のタイムレコードを超えたいしね」


    　アストライアは、獣たちが待つ部屋へと向かっていった。獣は赤あか神がみ楼ろう樹きに投入されたのとほぼ同数。


    　イヌガミはそのまま真っ直すぐ、赤神楼樹の待つ部屋へと向かう。


    　ちらりと、鉄格子の嵌はめ込まれた窓から外の尖せん塔とうを見た。城より少し外れたあの塔には、あの少女が囚とらわれている。


    　救い出したい、何一つ傷つけることなしに──救い出したい。


    　イヌガミは、そう願う。


    　たとえそれが、もはや夢物語であろうとも。彼はそれに縋すがりつく。今の彼にとって、それだけが生存理由だったから。


    



    
      §　　　　　§　　　　　§

    


    



    　多対一の戦闘の際、優先すべき事柄が二つある。敵対勢力の数を認識することと、一斉に追い込まれることのない場所の確保だ。


    　改造された動物たちの数は、おおよそ二十。いずれも猛獣だ。場所はだだっ広く、敵は前後左右どこからでも襲いたい放題だ。


    　だが、安全地帯は確保だけでなく、作成することもできる。僕は襲いかかる熊を跳躍して躱かわし、彼の背後に回った。ほんの数秒だが、背中は安全になる。横と正面、三方向から襲いかかる獣。まず、優先して始末すべきは──。


    　虎が跳躍し、大きく口を開く。狙ねらうは僕の頭。横っ飛びにそれを躱しつつ、虎の首に腕を絡ませる。物もの凄すごい力で虎は跳はねるが、耳に腕を突っ込んで頭ず蓋がいを割り、脳を押し潰つぶした。


    　引っこ抜く。残酷だと思う。心が痛む。けれど、そうしなければ生き残れないと気を取り直す。熊がぐるりと回って、僕を認識した。背後から甲かん高だかい叫び声、声の調子が彼を猿だと教えてくれた。振り返ることなく、槍やりを回転させて後ろを突いた。


    　手応えあり。僕は猿が突き刺さった槍を、そのまま熊に振り上げ──猿の死体を、彼にぶつけた。直後、右腕のガトリングガンがガリガリと音を立てて銃弾を周囲にばら撒まく。


    　僕は突貫してきたサイを、跳び箱代わりにして跳躍。サイの横腹に張りついた。ばら撒かれた銃弾は、全てサイの肉体が防いでくれた。サイが悶もん絶ぜつし、倒れる。僕はその頑強な体を盾にして、弓に矢を番つがえた。


    　狙うは、四方向以外から襲撃する可能性のある鷲わし。ひゅん、と飛んだ矢は真っ直すぐこちらに向かって来た鷲の頭を見事に貫いた。


    　だがしかし。僕が空に意識を向けた隙すきを突いて、ゴリラの腕が僕の胸に叩たたきつけられた。僕は、何とか後ろに跳んでいた。一発で肋ろつ骨こつを全ておしゃかにするほどの威力だったが、どうにかその勢いを殺すことができた。
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    　転がる、穴に落下する。ギリギリで縁を掴つかみ、僕は復帰する。カチリ、という機械部品の音に僕は弾かれたように跳躍。僕がいた場所に、銃弾が撃ち込まれる。


    　熊のガトリングガンが改めて僕に向けられた、背後にはゴリラがいる──鼻息と雄お叫たけびでそれと分かる。


    　当然ながら、僕の選択肢は限りなく狭い。くるりと振り返った僕は、ゴリラの両りよう膝ひざに手を当てて彼の股またの下を潜くぐり抜けた。


    　振り返る間も与えず、ゴリラの背中に貼はりつく。


    　僕に向けられていたガトリングガンはゴリラに直撃した。熊は構わず乱射、ゴリラのプレートメイルが銃弾を弾き、またも他の動物たちを巻き込む。


    　ゴリラが暴れ、僕を振り回す。僕はゴリラの肩に乗り──猶ゆう予よは一秒くらいか──弓に矢を番つがえ、吼ほえる熊の口内に狙ねらいを定めた。ヒュッ、と矢が延えん髄ずいと小脳を打ち貫き、熊は即死する。


    　空中回転しつつ、ゴリラから降りた僕はごろごろと転がり、熊の腕を手に取る。重たいガトリングガンを持ち上げ、僕はゴリラの下半身に狙いを定めた。


    　銃ひき爪がねを引く、反動を抑えつけつつ僕は無数の銃弾を出で鱈たら目めにばら撒まいた。


    　たちまち複数の動物が崩れ落ちる、ゴリラは下半身を負傷し、前のめりに倒れ込む。


    　顔に銃弾をとことんまでブチ込み、倒す。


    　弾が切れるまでそうやってガトリングガンを使い倒す。残ったのは、オランウータンのみ。


    　奇妙なまでに膨ふくれ上がった胸板、もはや異形としか形容しようのない──僕と同じくらいの大きさを誇る腕。幾重にも重ねられた岩のように破壊力のありそうな筋肉。


    　哀れだ。


    　いくら何でも──哀れすぎる。哀れすぎるからこそ、ここで殺そうと僕は決意する。


    　突撃してくるオランウータンに矢を放った。だが、その頑強な体に弾き飛ばされる。腕の一撃を転がって躱かわす、両手の打撃が、部屋を「ごあん」と揺るがせた。


    



    　──一撃喰くらったら、多分潰つぶれて死ぬな。


    



    　そんなことを、冷静に思考する。迷い、戸惑い、悩む僕はそこにはない。僕の全ては、この眼前のオランウータンを狩ることに集中している。


    　それ故ゆえ、僕に敗北する道理はない。


    〝ケモノガリ〟が、獣に敗北するわけにいかないだろう。剛腕の一撃が再び部屋を揺るがす。深呼吸、当たれば死ぬが当たらなければ死なない。だから恐れる必要はない。


    　矢を目に放った。だが、オランウータンは飛来してきた矢をあっさりと掴つかんだ。駄目だな、弓矢に見切りをつけた僕は、槍やりを構えた。


    　オランウータンの腕は長い、長いが──この槍より長くはない。等距離で同時に一撃しても、僕の槍の方が先に届く。


    　相手の動きがピタリと止まった。唸うなりつつ、僕の周囲をぐるぐると回り出す。攻めあぐねているのだろう。僕はしばらくそれに付き合っていたが、これでは埒らちがあかない。


    　だらりと、槍の穂先を石床に向けた。


    　たちまちオランウータンはいきり立ち、跳躍。両手がしっかと握り締められ、僕の頭に狙ねらいを定めている。叩たたき潰つぶそうというのだろう。


    　だが、跳躍が高すぎた。本能だけで戦う悲しさ故ゆえか、僕の持っている槍の方が彼の攻撃より速く到達するということに、オランウータンは気付けなかった。


    　刺つ突きが、跳躍した彼の膝ひざを打ち貫く。同時に僕は真横に跳躍して移動、オランウータンは宙空でバランスを崩し、石床に落下した。


    「ギッ……！」


    　よろよろと立ち上がったオランウータンは、憤怒の表情で僕目がけて腕を伸ばす。だが、その攻撃はいかにも鈍重だった。彼の拳が届くギリギリを見極め、槍をカウンターのように眼球へ突き刺した。血を吐き出して倒れたオランウータンは自じ重じゆうで脳に向けて槍がずぶずぶと入り込んでいく。


    　弱々しく、じたばたと暴れていた彼はやがてピクリとも動かなくなった。


    　溜ため息いきをつく。


    　見渡す限り、屍し体たいと血。これまでも、こんな光景は何度もあった。……ただ、それまでの僕は割り切ることができた。悪、なのだと。〝ケモノ〟を狩るだけなのだと。


    　今回は違う。


    　彼らは自身の意思で立ち向かったのではなく、僕に彼らを裁く権利はない。


    



    　救うことはできなかった。


    　できるはずもなかった。


    　割り切るしかない。


    　それでも──やはり、少し辛つらい。


    



    　深呼吸して、邪魔になるだけの感傷を強引に振り払った。僕は穴の縁にいるはずのローレンに呼びかける。


    「ローレンさん、大丈夫ですか？」


    　……縁にあるはずの、手がない。


    　僕は慌てて穴を覗のぞき込む。まさか、落ちたのか。極力彼女の動向には注意を払っていたのだけど。穴のローラーは、既に獣たちの屍しかばねが引っかかり、動かない。見た目こそ凄すごいが、そうそう何度も使用できる代物ではないようだ。


    　もしかすると、と北側にある扉を開いた。そこはコンクリートで埋まっていてこれ以上進むことはできない。ふむ、動物たちが押し寄せてきて慌ててこの扉に行くと、絶望するという仕組みだったのだろう……悪あく辣らつだな。


    「ローレンさん！」


    　呼びかけても、返答がない。捜し続ける。一応、穴に降りて屍の山を探ってみたが、人間らしき体はない。


    　そもそも──どこに進めばいいのだろう？


    「……そうだ」


    　戦闘の真っ最中だったので、スマートフォンでの通信を一切無視していたことを思い出し、シャーリーと連絡を取ることにした。


    「聞こえる？」


    《──ロキ？　生きてるわよね？》


    「もちろん。……全員、返り討ちにしたよ」


    　僕が状況を説明すると、シャーリーが囁ささやく。


    《あら。動物愛護主義のあなたが珍しいわね》


    　茶化すような言葉に、僕はやや声を荒らげて告げた。


    「この場合、あらゆる面でその余裕がなかった」


    《……そ》


    　淡々とした返答。それ以上は踏み込まないでいてくれるのが、少しありがたかったりもした。


    「それより、出口が見つからないんだ。扉の先はコンクリートの壁で埋まっていたし──」


    《じゃあ、穴の中じゃないの？》


    　……至極あっさりと、シャーリーは解答を引き出した。このへん、さすがと言うべきだろうか。


    「ちょっと調べてみる」


    　僕はそう言って、穴の中にもう一度潜もぐった。


    　……すぐに見つかった。石壁の一部が隠し扉になっている。血けつ痕こんがこの周辺で分断されているからおかしいと気付くべきだった。


    　なるほど。ここまで来て、ようやく僕は先ほどの言葉を理解した。


    「暴力と知恵の融和、か」


    　簡単なことだ。


    　あの獣たちを相手にする力が暴力、そしてその上で、穴の入り口を探し出すのが知恵。


    　本来ならば、獣たちを相手にしつつ出口を探すというのがこの部屋を攻略するセオリーなのだろう（武装した猛獣たち、という時点でどれほど屈強な人間でも五分と保たないと思うが）、だが僕は知恵はともかく、暴力という面では圧倒的に有利だ。


    　なので、本来は暴力と知恵の両方を振り絞って突破すべき部屋だが、あいにくと暴力のみでやり過ごしてしまった、なんだか間抜けな気もする……僕が。


    　通路には、足跡がある。ローレンさんは、恐らくこの通路を見つけてそのまま進んでいったのだろう。僕一人を置いて行ったのは──まあ、あの戦況ならば無理はないか。ここにいては、猛獣に襲われる可能性もあると思ったのだろうし。


    



    　僕はその通路を潜くぐり、最後の部屋へと向かう。


    　途中、スマートフォンがメールを受信した。「共有者から」だ。だが、その内容に僕はいささか面食らった。


    



    〝殺して〟


    〝殺さないで〟


    〝生きたい〟


    〝生きたくない〟


    〝死にたい〟


    〝死にたくない〟


    〝助けたい〟


    〝でもどうやって？〟


    〝どうすれば助かる？〟


    〝助かるという概念が薄れている〟


    〝幸福な結末が待っているはずはない〟


    〝だけどそれでもやはり〟


    〝殺したくなんかない〟


    〝私は──どうすればいいのでしょう？〟


    



    　そして、一行空けて衝撃のメッセージ。


    



    〝イヌガミは、貴方あなたを殺すでしょう〟


    〝それでも〟


    



    　そこでメッセージは終わっている。……何な故ぜか、中途半端だな、というイメージを抱いだいた。それでも、の後に続くメッセージがあると思うのだけど。


    　それに、このメッセージ自体もかなり支し離り滅めつ裂れつだ。共有者は、マクシミリアンを生かしてほしいと告げた。それが彼（彼女）の願いだと思い、僕はギリギリそれを受け入れようとは思っていたのだが──これは、何の願いなのだ？


    



    　一行ごとに矛む盾じゆんした願い。


    　そして、イヌガミという単語。これは日本語の〝犬いぬ神がみ〟だろうか。だとすると、そんな獣の心当たりはたった一つしかない。


    　あの猛獣の群れの中にいなかった獣。鎧よろいを装着したゴリラ、遺伝子改良されたオランウータン、ガトリングガンを装備した熊などよりよっぽど危険な存在。僕が、最初に出会ったあの猛犬ローデシアン・リッジバックだ。


    　ただただ、眼前の敵を殺さつ戮りくするしか頭になかった獣とはまるで違う。戦術を構築する知性があり、戦略を操作コントロールする賢明さがあった。


    　二度と戦いたくない──とは思うが、戦わなければいけないという運命も理わ解かっている。


    「よし！」


    　両りよう頬ほほをぱんと張って気合いを入れ直した。


    　それにしても、ローレンはどこに行ったのだろう。そろそろ、見つけてもよさそうだが──と、次の部屋か。


    《とうとうここまで辿たどり着いたか、よろしい！　アストライア様の仰る通り、君は私が試練を課した者とは格が違う！　次の部屋で待つ者こそ、私の全力、私の全てだ！》


    



    　──ドクン、と心臓が跳ねた。


    



    　アストライア様の仰る通りと、あの男は言った。つまり、アストライアは僕がここにいることを知っている、もしくは──。


    「ここに、いるか」


    　いっそのこと、気配でも感じ取れれば楽なのだろうけれど。あいにくと、それは今難しい。


    　決して感じ取れないわけじゃない。五感と第六感をフル活用すれば、きっと〝この城にいるか、否か〟くらいは感じ取れる……という自信がある。


    　だが、この状況では無理だ。


    　何な故ぜってそれは、僕に対してあからさまな闘気を叩たたきつけてくる存在がいない、ということを前提にしての話だ。


    　扉を開く前から、この有様だ。感じ取れる、この扉の向こうに──あのイヌガミがいる。


    　この独特の緊張感、喉のどにせり上がるような恐怖、胃が重たくなるような奇妙な感覚は、これまで三度味わった。


    　一度目はロビン・フッドとの戦い、二度目は完全被甲大鷲フルメタル・イーグルとの戦い、三度目は──言わずとしれたイヌガミとの邂かい逅こうで。


    　今の僕に、それ以外の〝気〟らしきものを感じ取る余裕など存在しない。


    



    　これは四度目。


    　イヌガミとは既に二回戦っている、だがあれは所詮前ぜん哨しよう戦せんだ。今回は、互いに死力を尽くさなければ生き残れまい。


    　戦って、戦って──決着がつかず、今度こそ勝利しようと互いに考えているだろう。


    　相手は武器を持った獣よりなお恐ろしい、生物として限りなく〝戦闘〟に特化し進化した怪物ケモノ。だけど、彼は他のどの相手とも異なる点がある。これまでの精神が半ば壊れかけた怪物たちとの戦いと、明らかに異なる部分が存在する。


    　扉を開いて部屋の中に進み出る。


    　対面には、イヌガミ。彼は静かに、主を待つようにちょこんと座っていた。驚いたことに、彼が咥くわえているのは馴な染じみ深い僕のククリナイフだ。


    　僕は一歩一歩慎重に、そろそろと歩いていく。彼は微び動どうだにせず、僕を待つ。


    「君は、イヌガミって名前だったんだ」


    　何となく、そんな風に──僕の言うことを理解してはいても、答えてはくれない彼に──そう告げた。


    　彼は首を振り、咥えていたククリナイフを放り投げた。からんからんと音を立てて、石床を滑ってくる。そして僕の足元で、ピタリと停止した。


    　受け取れ、ということらしい。


    「ありがたいが、いいの……かな？」


    　いい、のだろう。


    　イヌガミは僕を睨にらむこともなく、平然とした表情で軽く頷うなずきを返した。僕はククリナイフを手に取り、くるりと回転させた。よし、どこにも異常はない。


    　武器を取り戻したことで、何だか少し弛し緩かんしてしまったのか、僕は図々しくもイヌガミに気になっていたことを思わず尋ねてしまった。


    「君、女の人を見かけなかった？　ええと、黒髪を後ろで束ねた二十代くらいの……」


    　──驚くべきか、あるいは当然と思うべきか。イヌガミは僕の言葉を理解したかのように、こくりと首を縦に振った。


    「無事？」


    　──これもまた、頷うなずかれる。


    　……よし、無事ならいいんだけど。ひょっとすると、ローレンは「どうでもいい」とばかりに見逃してくれたのだろうか。しかし、いつ気まぐれで殺されるかも分からない。一刻も早く助けなきゃ……いや、いけない。未来への計画は後回し、一旦ローレンに対する漠然とした不安を思考から切り離した。今はただ、眼前の犬のみを相手にしようと決意する。


    



    　ククリナイフを手にした僕は、弓と矢筒、そしてバックパックを部屋の隅に放り投げた。正直、どれもこれも使う暇ひまがあるとは思えなかったし、できるだけ身軽になっておきたかった。これらを放り投げたところで、大して体が軽くなるわけではないけれど、今はそんな小さな努力すらも必要だと思った。


    　完全被甲大鷲フルメタルイーグルのときとはまた違う。必要なのはただひたすらにスピードだ。あの犬は、間違いなく僕より迅はやい。


    　一方、イヌガミの方は以前の兜かぶとは装備していない。あのゴテゴテとした装備は必要ない、ということなのだろうか。それとも──何か別の武器があるのか。


    「……」


    　イヌガミが、壁に近付いてぺたんとボタンを押した。壁がスライドし、中から奇妙な形状の武器が現れた。でも、どこかで見た記憶が──ああ、虎爪バグナグだ。柄の部分は犬が噛かんで持てるような独特の形をしていて、その両端から日本刀のように鋭く薄い刀身が突き出ていた。


    　──犬というより、剣歯虎サーベルタイガーみたいだな。


    　そんなことを考えつつ、僕はイヌガミと向かい合った。


    　既に戦闘態勢は整っている。後は誰かがゴーサインを出すだけだ。本来なら、アナウンスがあるのだろう。だが、僕はあんなどうでもいい男にこの戦いの火ぶたを切られたくなどない。


    　それほど僕は高揚し、緊張し、恐怖を飲み込んで、闘志に満ちていた。


    「……僕の名は、赤あか神がみ楼ろう樹き」


    「……」


    　イヌガミは、こくんと頷うなずいた。共有者とやらは告げた。彼は僕を殺すだろうと。


    　僕はもちろん、そうさせまいと全力を投じる。これまでのどの戦いよりも、澄み切った気持ちを抱いて、僕は──咆ほう吼こうした。それが、合図だった。


    　跳躍は互いに同時。


    　僕のククリナイフと、彼の虎バグ爪ナグが激突する。共に降り立ち、僕の左腕からは血が噴き出る。彼は傷一つ負わず、振り向く。


    　……正直に言って、僕は驚いていた。殺意を感じ取れず、それでいて完全に僕の必殺を狙ねらった一撃だった。


    　相手の〝意〟を感じ取れば、どんな神速の一撃でも捌さばくことが可能──そんなことを、高名な武道家が言っていたっけか。


    　僕には、その意を感じ取る力が不足しているのか。あるいは──あるいは、イヌガミの一撃は〝意〟より迅はやいのか。


    　遅れて、痛みがやってきた。僕は顔をしかめつつ、彼の戦闘範囲から極力離れようと後あと退ずさる。


    　イヌガミの戦術・戦法を理解し、素早くその対抗策を練り上げる。だが結論から述べると、あらゆる状況で僕に勝ち目がないと判明した。


    　彼が下から僕を喰くらうのか、跳躍して首筋を斬るのか、僕にはそれが見切れない。ゲーム風に言うと、上と下の二択攻撃をどうしても躱かわせないのだ。足を切りつけられば、体勢を崩した僕は即座に喉のどを食い千ち切ぎられて死ぬ。首筋を斬られれば、やはり僕は死ぬだろう。


    



    　故ゆえに。まずはその二択攻撃という前提を覆くつがえさなければならない。


    



    　僕は警戒した獣のように体をやや丸め、ククリナイフを突きつけた。そして自分からは決して動こうとしない。イヌガミがやや不服そうに僕を睨にらむ。


    　無駄だ、と告げている。そんな状態で、己おのれの攻撃を覆すことはできないと。


    　ただ決意を持って見返す。彼は納得したかのように、低く体を沈め──一いつ気き呵か成せいに襲いかかってくる。


    　僕は迷わず、ククリナイフを投とう擲てきした。


    「……ッ！」


    　イヌガミの目が驚きに見開かれた。無意識だったせいで彼は気付いていなかったかもしれないが、僕は先ほど対抗策を練り上げようとして気付いた。


    　僕たちは、壁の傍そばにいたのだ。右手を伸ばせば、すぐ触れられる場所に部屋の壁がある。


    　イヌガミが体勢を崩しながら、ククリナイフを弾き飛ばす。


    　僕は走りながら壁を、蹴けった。


    　僕の跳躍は、さらなる高みを目指す。イヌガミは僕が何をするのか即座に看破したらしく、首を捻ひねってそれを躱かわそうとする。だが、俊敏な速度の一撃は俊敏であるが故に──咄とつ嗟さの切り替えが難しい。


    　僕の下を、イヌガミが通過する。首は捻よじれ、僕の方を向いている。


    　腕を伸ばす。首筋をしっかりと掴つかむ──その皮に包まれた尋常ではない筋肉に、驚く。だが、ともかく上を取った。僕は足首のホルスターからグロックを取り出した。


    　卑ひ怯きようとは言わない、言わせるものか。そもそもこの怪物相手に、たかが銃弾が通じるかどうかすら不明なのだから……！


    　撃った。首筋を狙ねらい違たがわず、地面に落下するまでのわずかな間で六発の弾丸を首筋に叩たたき込んだ。暴れるイヌガミが僕の腕を虎バグ爪ナグで斬り裂き、間かん髪はつ容いれずに後ろ肢あしで蹴り飛ばしてその場を逃れた。


    　ククリナイフを拾い上げようと石床を探り、思わず「うっ」と呻うめいた。


    「……」


    　イヌガミが、ククリナイフの前に立ちはだかっていた。どうやら、僕を蹴けり飛ばしたときにちゃんとククリナイフの傍そばに落下するよう、計算したらしい。


    　どうだ、という顔でフンと鼻息を一つ。


    　首筋から血が噴き出し、毛皮を汚していく──なのに、ちっとも勝利した気分にはならず、これで終わったと祈る気すらも起こらない。銃弾は、当たった感触がどうにも分からない。


    　どういうことだ、と思案していると……例の耳障りな声が僕に告げた。


    《無駄だ！　イヌガミの全身を覆う金属繊せん維いの体毛とカーボン・ナノチューブ式人工筋肉は衝撃を受けた瞬間、その柔軟性で衝撃を吸収してしまう！　換装した骨は鋼鉄と同程度の強度を持ち、負傷してもアドレナリンに反応して細胞生成を驚異的なまでに加速させ──》


    　まあ要するに、「銃弾撃たれても死なないし、ナイフで刺しても効かないし、効いたとしても再生する」と言いたいらしい。声も、なんとも得意気だ。まさに「自慢の怪物」というヤツなのだろう。


    　まあ、それは──大体、予想通りだ。……その程度の怪物性がなければ、僕が感じたものが嘘うそになる。


    　ここまで来ると、むしろ野暮ったい武装すら不必要なのかもしれない。改良されているであろうあの牙きばと顎あごの強さならば、僕の全身を噛かみ千ち切ぎることなど朝飯前だろう。


    



    　……ならば、あの武装は何な故ぜだ。


    　あんな、あってもなくても変わらない武装を何故わざわざ誇示している？


    　見落としていたものを、ギリギリで拾い上げられたことに感謝する。


    　イヌガミが──跳躍。先ほどの僕の動きをトレースしたかのように、壁を疾走する。躍動する超高密度の人工筋肉は、あらゆる動物を凌りよう駕がする耐久性とパワーを誇るだろう。


    　だけど。


    　僕はそれより何より、イヌガミの恐ろしさを理解している。


    　錯乱するのではなく、暴威に猛たけるのでもなく、ただ冷静に、迅速に──相手を仕留めようとする、鋼にも似た〝意志〟。


    　つまりイヌガミは、人を殺す際の在り方が僕とまるで同じなのだ。


    



    　咆ほう吼こうする。僕の細胞が、神経が、骨が、肉体が走り出す。


    　僕の咆吼に呼応するかのように、イヌガミが虎爪バグナグを強く噛かみ締めた。


    （……来る！）


    　思い切り上体を逸そらし、スライディングの要領で己の体を走らせる。僕の頭上を射出された二本の〝爪〟が通過する。


    　──やはり、引っかけブラフか。


    　あの武装は単なる囮おとりに過ぎない。あの虎爪バグナグが接近戦用の武装だと思い込んだ瞬間、〝射出〟という変化に対応しきれず体を貫くのだろう。


    　ここまでは予想通り。だが、僕の頭上を通過する寸前にその爪が微妙に回転し、ピッという電子音が耳に届いた──これは、予想外だった。


    　咄とつ嗟さに僕は両腕で顔と胸をガードする。頭上を通り過ぎた爪は、しばらくして金属の破片を撒まき散らしながら吹き飛んだ。


    「ぐっ……！」


    　腕に破片が突き刺さる。が、致命傷には至らない。僕は渾こん身しんの力を籠こめて右足を振り上げた。ずどん、と跳躍していたイヌガミの腹部に靴くつの先端が突き刺さる。


    「──ッ！」


    　口から虎爪バグナグを放したイヌガミが、初めて苦く悶もんの悲鳴をあげた。ミサイルに撃墜された戦闘機のように、急速落下して床に転がり落ちた。


    　立ち上がった僕は、今度こそククリナイフを手に入れた。ナイフの柄を握り締めると、ズキリと痛みが自己主張する──ただ、幸いなことに致命傷ではない。痛みのせいでククリを振るう速度が遅くなる可能性があるので、できるだけ力を籠こめたまま振ることにしよう。


    　僕は先ほど六発の銃弾を叩たたき込んだ首筋を、見つめた。どうあれ、現時点で一番攻めるべき場所はあの部分だ、という思いがある。


    　そこにこのククリナイフの刃を、如い何かにして突き立てるか。あるいは……咄嗟に、僕の第六感がもっと別の、素晴らしい打倒手段を思いつくか。


    　あるいは、為なす術なく──イカサマじみた武装なしのイヌガミの牙が僕を引き裂くか。


    　次の交錯で、それが決定する。


    　僕とイヌガミの、生死が決まる。


    「……イヌガミ」


    「？」


    　イヌガミがきょとんと首を傾かしげた。何となく、犬っぽい仕草にちょっと笑いを堪こらえながら言った。


    「楽しかったよ」


    　何のてらいもなく、僕は素直にそう感想を告げた。


    　彼は鼻息をふん、と吐き出した。何となくだけど、同感だと告げられている気がする。


    



    　──よし、やろう。


    



    　僕とイヌガミはどちらからともなく、部屋の中央まで移動した。それから、距離を取る。その間も、ずっとずっと僕は考えていた。


    　単純に力任せに斬きりつける──それで勝つ可能性は、正直に言ってかなり低い。十回やって三回……いや、多分二回勝てればいい方だ。


    　それでは駄目だ。


    　それでは駄目なのだ。僕の全力が、防弾防刃の金属体毛と人工筋肉と合金の骨という三重の城じよう塞さいを潜くぐり抜けられるかどうかは、ただひたすらにギャンブルでしかない。


    　それでは駄目だ。それからもう一つ、引っかかることが何かあったような……。


    



    　そんな考え事をしている間も時間は進み、部屋の空気が僕とイヌガミの殺意によって黒々と塗り潰つぶされていく。


    　誰かが見ていたとすれば、息を呑のむ瞬間だったに違いない。


    　全てが凍りつき、全てが停止する。


    　当事者の僕には、もはや部屋の状況すら優先度の低い情報と化した。暗くら闇やみの空間で、僕とイヌガミが向かい合っている──もう、ただそれだけだ。


    　思考、思考を何度も何度も繰り返す。


    　本当にこれでいいのか、斬りつける場所はどこに定めるべきなのか、別の手段はないのか、彼を殺すのか、当たり前だ、いや待て────殺す？


    



    〝イヌガミは、貴方あなたを殺すでしょう〟


    〝それでも──────それでも殺さないで〟


    



    　不意に、納得する。


    　ああ、そうか。あれは拒否だったのか、と今さらながらに気付く。この怪物を相手にして、殺さずに済ませるなんて解決策は、さすがに有り得ない、と苦笑いを浮かべたくなったところで────────第三者の声が介入した。


    



    　それはただの沈黙、ほんのわずかな咳せき払い。同時に起こったわずかなマイクのハウリング音。


    　だが、それは僕とイヌガミの間に漂っていた火薬のような空気を爆発させるには、充分な威力があった。


    　爆発する。


    　咆ほう吼こうは同時、射出も同時。


    　僕と彼は銃弾バレツトのようにすっ飛ぶ。


    　なのに、僕は七十五分の一秒の時を費やして考えている。


    　殺さない方法を模索する。未練がましいと論理が切り捨てようとする、それを驚いたことに感情で拒絶する。


    　何な故ぜって、それは。僕が殺したくないと──初めて願った相手だったから。


    



    　疾走する。


    　歯を食い縛る、いよいよ覚悟を決めようとしたその段階で僕は、初めて気付いた。殺したくないと願うことそのものが、彼を打倒する可能性が極めて高いということに。


    　もちろん、殺してしまう可能性がゼロとは言わない。だが、首を切り落とすという行為に全てを賭かけるというギャンブルより、余程双方が生き延びる可能性が高いのは事実だった。


    　迷いは、刹せつ那なを超える速度で捨てた。


    　いいじゃないか。生まれて初めて──敵で、殺したくないと願える相手と戦っているのだ。


    　そちらに賭かけてみよう。


    　僕は己おのれの視覚に全神経を注ぎ込んだ。極度に鈍化した時間の流れの中で、イヌガミがゆっくりと口を開く瞬間が見えた。


    　僕は走りながら両腕を突き出す。


    　イヌガミの瞳ひとみが、驚きよう愕がくしたように見開かれる。握ったククリナイフを回転させ、柄の部分を前に押し出し、躊ちゆう躇ちよなく両手をイヌガミの口に突っ込んだ。


    　剣の柄と僕の手が、彼の喉のどをふさぐ。そして、もう一方の手で下した顎あごを押さえ込んだ。イヌガミが物もの凄すごい力で暴れ狂い、爪で引っ掻かく。
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    　だが、僕はそれらを一切無視してイヌガミを押し倒し、喉に強い力を加えた。イヌガミは呼吸が一切できず、気管を圧迫されていく。


    　後ろ肢あしの蹴けりが、僕の腹部を直撃した。肋ろつ骨こつにヒビが入ったような感触があったが、表情には一切出さない。コイツは僕の表情をよく見ている。苦痛の表情を浮かべたら、集中的にそこを突いてくるだろう。


    　永遠とも思えるような長い長い苦痛の時間を、必死に耐える。


    　僕の腕は完全に彼の呼吸を阻害していた。順当にいけば、呼吸困難で死ぬだろう。ただ──呼吸困難になった程度で、イヌガミが死ぬかどうかは疑問だ。


    　互いに生き延びるチャンスはある。


    　殺そうとしているのに、死なないことを願う。何という矛む盾じゆんだろうか。


    　次第に、イヌガミの抵抗する力が弱まっていく。幾度となく蹴られ、引っ掻かれたせいで僕の全身も血みどろだ。


    　だが、致命傷さえ避ければそれでいい。イヌガミはもう、弱々しい痙けい攣れんを繰り返すしかないという段になって、僕はようやく喉から腕を引っこ抜いた。だが、これで終わらない。


    　そして、ククリナイフを捨ててイヌガミの首を渾こん身しんの力を籠こめて締め上げる。打撃、銃撃、斬撃の類たぐいに強い筋肉でも、単純に締め上げて圧迫されるという攻撃手段は想定されていないだろう。


    （……まあ、元々そういう存在がいるはずもないのだろうな）


    　当たり前だ。人体を食い千ち切ぎることができる怪物を相手に、誰が絞め技を敢行するものか。効果があるかどうかも分からないのに。


    　全身の力を締め上げることに集中する。頸けい動どう脈みやくが圧迫され、イヌガミの意識が途絶えるのをひたすら待つ。


    　やがて──イヌガミの最後の抵抗がなくなった。僕が腕を放すと、ずるずると床に倒れ込む。生きているかどうか、確認しようと胸に手を当てた。


    「……？」


    　心音が、聞こえない。一瞬、殺してしまった──という痛烈な後悔を抱いたが、喉元が動いているのを見て、気を取り直した。


    　音が聞こえないのは……ひょっとすると筋肉や骨の換装のせいで、心臓が厳重にガードされているせいかも。


    　とりあえず、生きてはいるが戦闘能力不能にした。僕は僕なりにそう判断した──そのことに、後悔しないようにしよう。


    　バックパックと弓矢を拾い上げ、僕は扉に手を掛けた。殺さなければ、出られない……という可能性に一度思い至ったが、意外にすんなりと開いた。


    　廊下は道途中で二つに分かれている。真っ直すぐ進むか、右に行くかの二択だ。


    《……右に進み給たまえ、君》


    　激情を押し殺すような声。なんとなく「ざまあみろ」という気分になった。彼の言葉通り、右に向かう。今さら嘘うそをつく必要はあるまい。とはいえ、警戒を怠おこたる気にもなれなかったが。


    　僕は念のために、メールを確認した。届いていない。シャーリーからの連絡も──どうやらないようだ。

  



  
     第四章　アストライア


    



    　これで──終わりなんだろうか。部屋に行き、彼を殺さずに何かを吐かせる。共有者もその場に来てくれるのだろうか、来てくれなければ困る。


    　彼を殺さないように、とも言われているのだ。さて、一体何の秘密があるのやら。


    《…………ロキ》


    　スマートフォンに反応があった。僕は歩きながら、それを手に取った。


    《……はーい、元気してる？》


    「何とかね。……そっちはどうしたの？」


    　雑音が酷ひどい。それから、シャーリーの声にも精彩がない。ところどころ、水音が聞こえてくるのは──お風呂場にいるのか？　それともトイレか？


    《失礼ね。ちょっと井戸に隠れてるのよ、も～お仲間さんがしつこくてしつこくて》


    「お仲間さん？」


    《ここの村人たちよ。どうも村ぐるみで、〝スタッフ〟を務めていたらしいわ》


    「……なるほど」


    　それは苦労もする。麓ふもとの村を丸ごと支配下に納めていたのか。それは酷ひどいな。あの村に来ただけで、即犠牲者か。


    《ああ、そうそう。マクシミリアンだけどもう一つ情報があるわ。もう関係ないと思うけど、一応報告を聞いておく？》


    「……うん」


    　まだ、僕には彼の情報が足りない。


    《死んでいる可能性が高いってことは前に伝えたわね？　マクシミリアンが死んだと目される直前の活動記録が見つかったの》


    「活動記録？」


    《ええ。ノルウェーで開かれた脳外科医のコンファレンスに出席したみたい。彼はそこで一席ぶったのだけど、議事録からはその発言全てが削除されてるわ》


    「……何を言ったんだか」


    《参加者に直接聞き出してみた。どうも彼は脳移植の可能性について訴えたみたい。即すなわち、他者に脳を移植することで、不老不死を実現できるのだと》


    「不老不死……だって？」


    《まあ、単純に定期的に脳を移し替えれば不死は実現できるわね。といっても脳だって老化しないわけじゃないんだし、ニューロンを移植して神経回路を確立するだけでも一苦労よ。技術的な問題は山ほどある》


    「そりゃそうだろうね」


    《何より──民意が許さないわ。つまりこれは、選ばれた人間が選ばれない人間を生贄に捧げることで成立する手術なのだから》


    　……ふと、イヤな予感が湧わき起こった僕はシャーリーに尋ねた。


    「ねえシャーリー。その脳移植だけど、例えば──例えば、人から犬への移植も可能なのかな？」


    《あー…………その事についても色々言っていたみたい》


    　自分で訊いておいて、衝撃を受けた。


    　脳。


    　人間の脳を、犬に移植する。そんな──おぞましい行為を、やってのける人間がこの世界に存在するのか。


    「じゃあ、今からマクシミリアンに会いに行く」


    《気をつけてねー……》


    　通信の向こう側で、シャーリーが手を振っているのが目に見えるようだった。


    　さて、残された行動はただ一つ。


    　前に進むしかない。


    　僕は深呼吸し、彼の指定した部屋へと向かう。


    　扉はしばらく歩いて、すぐに分かった。これまで通り過ぎた扉が厳重にチェーンでロックされているのに対して、この部屋の扉だけは開いている。


    　それどころか、光と音が漏れていた。


    《トラップはない。入り給たまえ》


    　男の声を、僕はひとまず信じた。この期ごに及んで、わざわざそんな下らない仕掛けをしないだろう。


    　重厚な黒こく檀たんの扉を開くと、長いダイニングテーブルがあった。僕の対面──主しゆ賓ひん席せきには禿はげた痩やせぎすの男が座っている。


    「──？」


    　刹せつ那な、僕は彼の座っている姿に何だか奇妙な感覚を抱いだいた。だが、それが何なのかは分からない。ひとまず、その感覚は無視しても良かろうという結論に達した。


    　……隣には白いドレスを着せられた少女と、それから──スーツを着た大柄な骸がい骨こつと、小柄な骸骨。男か女かまでは不明だが、骸骨に着せられた服から察するに両方とも男かもしれない。


    　少女は、僕に向けて小さく手を振った。ニコニコとあどけない笑みを浮かべ、僕が何者なのかはどうでもいいという感じだ。


    　彼女が共有者……ではない、のか？　よく、分からない。


    「掛けたまえ」


    　僕は無言で首を横に振った。


    「ふむ、まあいい。ともあれおめでとう、全く君には感服させられる！　例えば──」


    「その前に」


    　僕は彼の下らない賞賛その他を遮さえぎって、尋ねた。


    「ローレンさんをどこにやった？」


    「ああ、彼女ならばもう少しでこちらにやってくるよ。きちんと、着替えさせたからね」


    　着替え……？


    「無事なのか、そうでないのか。とりあえずそれを答えろ」


    　僕がそう言って、手のククリナイフを強く握った瞬間────背後から、声がかかった。


    



    「無事だよ、ほらこの通り」


    



    　そんな、背筋が寒くなるような声が心臓に突き刺さった。


    　ほらこの通りと言われたのに、どうしても振り返ることができない。額から冷たい汗が零こぼれ、悪お寒かんが内臓を圧迫する。


    「久しぶりだね、赤あか神がみくん」


    　透き通るように綺き麗れいな声。僕はゆっくりと振り返り、恐怖が表情に出ないことを願う。


    　大丈夫だと信じて、僕は震えを完全に押し殺して彼を睨にらんで低く唸うなるように言った。


    「やはりお前か」


    　アストライア……！


    「うん、本当に久しぶり」


    　あどけない表情で手を振る、礼装の少年。人形のように妖あやしげな微ほほ笑えみ、この中でただ一人、存在する世界が違うような感覚を抱く。僕が地獄にいるのならば、彼は天国にいるのだろう。


    　アストライアは満足げに頷うなずいて言った。


    「元気そうで何より、あの時とは段違いだね」


    　彼の隣には、茫ぼう然ぜん自じ失しつとした表情のローレンがいる。


    「……何をやった？」


    　僕の問い掛けに、アストライアは肩を竦すくめる。


    「何もやってないさ」


    「ただ、彼女は僕のところまでわざわざやってきて」


    「見てしまっただけだ」


    　相変わらず、言葉を一つ一つ千ち切ぎるようにアストライアは喋しやべる。


    　僕は再度問う。


    「見たって、何をだ？」


    　アストライアは肩を竦める。


    「君と同じことをした僕を、だよ」


    「僕と、同じ──？」


    　ニッコリと、笑う。


    「君はいっぱい動物を殺したじゃないか」


    「あれの真ま似ねさ」


    「あ、もっとも全滅タイムは僕の方が少し早かったよ」


    「ちょっとした自慢だ」


    　自慢げに笑うアストライアは、どうにも不愉快だ。だが、今はそれどころではない。問題は、ローレンがどんな状態なのか、だ。


    「ローレンさん！」


    「……」


    　完全に精神ココロを閉ざしている。落ち着いた場所で、落ち着いた状況で、落ち着いた人間がいれば、大丈夫かもしれないが──今は返答がない。ただの人形のような存在でしかなかった。


    「さ、君もローレンも座って座って」


    「食事にしよう」


    「僕が仕留めた鰐わになんかどう？」


    　彼は有無を言わさずといった感じでローレンを座らせる。ローレンは、ただ黙々とそれに従った。彼女は余程残酷な情景を体験したのだろうか、あるいは──逆に、アストライアがただただ動物たちを圧倒する非現実的な光景でも見せつけられたのか。


    「いえ、アストライア様。料理は既に準備が整っております。本来であれば、イヌガミに運ばせようと思っていたのですが──」


    　そう言いつつ、男が立ち上がった。どうやら、自分で料理を運んでくる気らしい。何と言うか、今までよく使用人もなしにこの城を成立させてきたものだ。


    「そうそう。改めて紹介するよ。彼女が、この城の主であるマクシミリアン・ルートヴィヒだ」


    　その言葉に、僕はしばらく声も出せなかった。


    　アストライアは、椅子に座る痩やせぎすの男ではなく、その傍かたわらに座っていた少女を指差した。


    　彼女は曖あい昧まいな笑みを浮かべ──そっと手を振った。


    　反論もせず、否定もしない。


    　いや、先ほどから一言も喋しやべらないから口が利けないのかもしれないが。


    　だが……少なくとも、アストライアの言葉を否定しようとしない。


    　僕はやっとの思いで、言葉を絞り出した。


    「……死んだ、と思っていたが」


    　僕が顔をしかめて告げると、アストライアは肩を竦すくめた。


    「死んでないさ。ちゃんと生きている」


    「ここでこうして、呼吸をしている」


    「心臓も動いている。生きていないわけがない」


    「ではもう一人紹介しよう」


    「彼が、マクシミリアンに仕える執事バトラー」


    「そして娯楽提供者エンターテイナーであるマッド・ハッターだ」


    　マッド・ハッターと呼ばれた男──声から察するに、僕たちがマクシミリアンと思い込んでいた人間──は、立ち上がって恭うやうやしくお辞儀をした。


    



    　そう、立ち上がった。立ち上がった瞬間、僕の精神は危うく彼ひ岸がんに連れ去られそうになった。それほど彼の異形は凄すさまじかった。


    「な……!?」


    　同時に、先ほど感じた微細な違和感にも納得した。なるほど、これは異常だ。痩せぎすの男の左脇に、ありえない存在が剥むき出しになっていた。


    



    　人間の脳味噌だ。奇妙な緑色の液体が満たされた透明なケースに、人間の脳がぷかぷかと浮いていた。非現実的過ぎて、言葉も出ない。


    　……どういう、ことだ？　混乱する思考を必死になってまとめ上げる。まとめ上げている内に──次第に、僕の内部で疑念が膨ふくらみ始め、それが結論への道筋に構築されていく。


    



    　──まさか、という言葉が脳裏を掠かすめる。


    　──今まで、シャーリーから伝えられた情報を精査、整せい頓とん。


    　──改造された無数の動物たち。


    　──人に比ひ肩けんしうる知能を持ったイヌガミ。


    　──脳外科医のコンファレンスに出席したときの、彼の発言。


    



    　深呼吸。


    　現実に切り替える。どんな異形だろうと、異常だろうと、全ては現実だ。夢や幻想に逃避したところでどうにもならないということは、よく理解している。


    　ありのままの現実を受け入れ、それを打倒しよう。


    　僕がじっと睨にらんでいると、彼は肩を竦すくめて告げた。


    「それでは、わたくしは料理を運んで参ります。皆様、しばしお待ちくださいませ」


    「ほら、赤あか神がみくんも座りなよ」


    「この状況で、僕と殺し合いたくはないでしょう？」


    　その言葉に、僕はわずかに歯を軋きしませた。


    　確かに──その通りだ。無関係なローレンさんがここにいる。


    　どちらも、この場で戦いに巻き込むわけにはいかない。僕は渋々と椅子に座った。アストライアは、少女の席の傍かたわらに座った。


    　この距離ならば、ある程度の対応は可能だろう。椅い子すに罠わなを仕掛けている可能性もあるが、ええいままよ──と、僕は思いきって椅子に腰を下ろした。


    「それにしても、どうしてドイツへ？」


    　アストライアが僕に尋ねる。


    「どうしてお前に答えなきゃならない？」


    　僕の答えに、アストライアは頬ほおを膨らませた。


    「ケチだなぁ。いいさ、君の考えることなんて手に取るように分かる」


    「初期の会員には、ドイツを本拠にした人間が多い」


    「だから、ドイツに何か僕たちクラブの情報がないのか探ろうとした──」


    　僕は嘆息した。完全に動きを読まれている。


    「僕が君にご褒ほう美びとして渡したあの写真は、今から百年前……クラブの始まりを告げたもの。五十年前、発展を続けるクラブを映したもの。そして、現在のクラブを映したもの。これらを重ね合わせ、映っている人間を調べれば思う存分調べるといい。今のままでは、君は順当にリストを消化していくだけだろうからね」


    　僕は、さすがに唖あ然ぜんとしていた。


    「どうして……お前は、どうしてそこまで」


    　それ以上、言葉を続けられなかった。アストライアは軽く肩を竦すくめた。


    「どうしてって、ゲームのために決まってるじゃないか。これでまたしばらく、楽しいゲームを続けられる。君が僕たちを追いかける、僕たちは君を迎え撃つ」


    　その言葉に、深く深く苦い憎悪を噛かみ締める。そうか、お前たちにとって僕すらもゲームの駒だと言うのか。互いに、命を懸けたゲーム。


    「……楽しいゲームになるかどうかは疑問だけどね」


    　そう言うと、アストライアは満面の笑顔で僕に反論した。


    「現時点でとても楽しいよ、僕は。うん、お互い損のない取引で良かった良かった」


    　確かに良かった。特に、お前とこうして再会できたことが何にも増して喜ばしい。


    「ところで、そのゲームだけど。調停者をやっているお前を殺せば、クラブは更に大きな打撃を受けるはずだ。違うか？」


    　そう。目の前には、クラブの情報を探るよりも重要な存在がいた。


    　アストライアは変わらない笑顔で、告げる。


    「贅ぜい沢たくだなぁ、赤あか神がみくんは。でも、まあ……そうだろうね」


    「僕が今死んだら、クラブは大混乱だ。──だけど。僕は、強いよ？」


    　僕は、笑ってしまった。


    「知っている。そんなこと、最初に出会ったときからとっくに、知っているさ」


    　あのとき抱いだいた恐怖と絶望と、そしてもう一つ──確信。


    　あのとき戦っていたら、間違いなく殺されていたという恐怖。


    　戦いを免まぬがれ、安あん堵どしたことで起こった絶望。


    　そして──彼はいつか必ず自分の前に立つという確信。


    　アストライアは肩を竦めて告げる。


    「よし、じゃあその意気に免じていろいろと教えよう」


    「君が持っている〝ミスター〟の所持しているリストには、数人抜けがある」


    「そこに載っているのは会員メンバーだけ」


    「当然ながら、クラブはちゃんと統括している人間が存在する」


    「僕がその一人。他に六人いる」


    　僕は深呼吸、ニヤリと笑って言った。


    「名前と住所を教えてくれるとありがたい」


    　アストライアは首を横に振って、冷たく告げた。


    「残念だけど」


    「それは教えられない。図々しすぎるし、第一──」


    「面白くも何ともない」


    　ぞわり、と背中を何かがミミズのように蠢うごめき、這はい回り始めた。


    「前から、お前たちに聞きたかったことがある。お前は、人の命を何だと思っているんだ？」


    　僕の言葉に、アストライアは退屈そうな表情を浮かべて言う。


    「下らない、凡人みたいな問い掛けはよしなよ。赤あか神がみくんに、そういうのは似合わない」


    　そんなことは分かっている。それでも、聞きたいことがこの世にはあるのだ。問い質ただしただけで、愚か者と誹そしられる言葉でも、だ。


    「それでも、答えろ」


    　アストライアは頷うなずいた。


    「……そうだな、ストレートに『娯楽』と言うのが一番分かりやすいかな」


    「でも、君はきっとそういう欺ぎ瞞まんに満ちた答えを求めてはいない」


    「だから、誠実に答えよう」


    「会員メンバーの多くは誤解している。狩りは単純に愉たのしむものでも、優越感を抱いだくものでもない」


    　アストライアは恐ろしいほどに落ち着いた口調で告げる。


    「感謝するものだ。敬うべきものだ。僕たち人類は、誰かを蹴け落おとし、殺さずにはいられない。そう……人間は存在するだけで、なんとも業ごう深き生き物だ」


    　……僕には、こいつが何を言っているのか分からない。分かりたくない、と言うべきか。


    「けれど、僕たちは業から目を逸そらす。何な故ぜって、業を直視して業を背負うのは辛つらいからだ」


    「君だってそうだろう？」


    「人を殺すとき、僕がやったんじゃないって思いたくなるだろう？」


    「相手が悪いから、相手が鬼畜だから、そんな理由で折り合いをつけているだろう？」


    　僕は沈黙する。表情は崩さないが、皮ひ膚ふの一枚裏では激情が吹き荒れている。


    　そう、彼の言う通り──悔しいが、まさに彼の言う通り。僕は折り合いをつけて、人を殺している。〝ケモノガリ〟と称して……人を、殺している。


    　アストライアは肩を竦すくめて告げる。


    「それは仕方ない。仕方のないことだ。人を殺すことほど、辛い行為はこの世に存在しない」


    「でも、やらなくちゃならない。やって、自分の罪と向き合わなくちゃいけない」


    「それが──僕たちに課せられた使命であり、神命だ」


    「僕はそう、信じている。信じて人を殺す、殺した罪を背負い、僕らは前に進む」


    　彼の表情は、自分の発言を完全に納得していた。


    　言い訳とか、誤ご魔ま化かしのような類たぐいではなく、完全にそう思い込んでいる。


    　反論しようにも、間違っていることを前提に語っているのでは反論のしようがない。一種の開き直りだ。


    　だが。


    「なら、会員メンバーを集めるのをやめればいい。お前一人でやって一人で死ねばいい」


    「ふふふ、そうだよね」


    「でも、仕方ないんだ。目的と手段が乖かい離りするのは、よくあることさ」


    　それは、開き直りだ。


    「間違っていることを理解していて、なお正そうとしないのは邪悪だ」


    「そう言われると、返す言葉もない」


    「平行線だね」


    「だから、やっぱり──殺し合おう」


    　そう言いつつ、アストライアはちらりと脇わきを見てぱんぱんと手を打った。


    「まあ、でも。まずは腹ごしらえだ」


    「心配しなくても、アミルスタン羊なんか使ってないから」


    　アミルスタン羊が何なのかは知らないが、どうせ食べないから何でもいい。


    「お待たせ致しました、アストライア様」


    　マッド・ハッターが料理を運んできた。


    　さて、いよいよ彼に聞くべきときが来た。


    「マッド・ハッター。アンタに一つ聞きたいことがある」


    「……何でしょう？」


    「そこに座っている人が、アンタの主だというのは本当か？」


    「──ええ、紛れもない真実です」


    「では、かつて表に出ていたマクシミリアンは何者だ？　伯はく爵しやくの称号を受け、あちこちの慈善事業に顔を出していた中年の男は、どこにいる？」


    「……その方もここにいらっしゃいます」


    　深呼吸。口に出すのは勇気が必要だった。


    「脳移植」


    　僕の言葉に部屋がしんと静まり返る。この部屋では、僕と骸がい骨こつを除けば誰も彼もが笑顔だった。……僕がそう告げた、今もなお。


    　しばしの沈黙の後、マッド・ハッターが口を開いた。


    「よくお分かりで」


    　ああ──僕は、大きく息をついた。


    「彼女に、マクシミリアンの脳を移植したのか」


    　指差された少女は、ただニコニコ笑うだけだ。


    「はい。然さ様ようでございます。ただ、いかんせん性急に事を運びすぎました」


    　マッド・ハッターはそう言いつつ、アストライアにワインを注いだ。


    　僕にも注ごうとしたが、手を振って拒絶した。


    　マッド・ハッターは少女を立たせ、先ほどまで自分が座っていた席に案内した。彼はその傍そばで控える。これが、本来の立ち位置なのだろう。


    「マクシミリアン様は、それはそれは立派な御方でした」


    



    



    　マクシミリアン・ルートヴィヒは、幼い頃から〝超人〟だったという。体力と頭脳と外見、人間を構成するのに代表的な三つの要素を、驚異的な値で保持していたのはいうまでもないが、何より超人といえるのはその在あり方であった。


    　実の親であろうが、血を分けた姉妹であろうが、庇ひ護ごすべき弱者であろうが、強者であろうが、彼は彼自身の価値観に則のつとって仕分けていた。


    　即ち、この世界に存在して「良い」ものなのか、あるいは「悪い」ものなのか。


    　悪いものであるならば、彼は躊ちゆう躇ちよも容よう赦しやも良心の呵か責しやくもなく世界から蹴け落おとした。社会的な抹まつ殺さつを図ったものもあったし、直接殺したこともあった。


    　彼は〝クラブ〟のことを非常に高く評価しており、組織のためであるならば、己おのれの資産を喜んで貸し与えた。


    



    　──皆様、どうか胸に刻んでいただきたい。


    　──私マクシミリアン・ルートヴィヒは、〝選んだ〟者なのです。


    　──〝選ばれた〟ではなく、〝選んだ〟のです。


    　──故ゆえに、私は望みます。私は不老不死を望みます。


    　──私がそう選んだのです。動物にも、人間にも、組織にも、国にも、たとえ物理法則といえども邪魔させはしません。


    　──輪りん廻ね転てん生しようすら不要。私は私であり続ける。


    



    　鋼鉄の意志をもって、彼は語るもおぞましい行為をやり尽くした。


    　動物で実験し、人体で実験し、失敗すれば打ち捨て、成功したならば狂きよう喜き乱らん舞ぶした。そうして、彼は遂に挑んだ。


    　自身の脳を他者に移植し、永えい劫ごうに生き続けるための実験を。


    　まず、自身が仕掛けた罠わなを突破した〝強者たる獲物〟で試した。


    　脳を相互に移植し合い、何が悪かったのか、何が間違っていたのか、何が良かったのか、何が正しかったのかを徹底的に実験した。


    　そうして、いつしか脳移植のパターンが確立したとき──マクシミリアンは決意した。


    　自身の脳を、自身の娘に移す。これで、少なくとも数十年は寿命が延びる。老いに悩まされることもなく、その間に脳の老化を防いで若返る手段さえ構築すれば永えい劫ごうの寿命が手に入ることになる。


    　マクシミリアンは夢を膨ふくらませ始めた。


    　自身はきっと、完かん璧ぺきな存在となるだろう。だが、その前に必要なものがある。


    　完璧な存在には、完璧なパートナーが必要だ。彼の意のままに動き、彼のために全てを捧げる、そんな存在が。


    　そこで、彼は自身の息子の脳を犬に移植することにした。


    



    「──それが、貴方あなたが殺した〝イヌガミ〟でございます」


    



    　マッド・ハッターはいかにも執事バトラーらしい口ぶりで衝撃的な事実を告げた。イヌガミはもともと、子供たちの護衛用として飼っていた犬だという。


    　脳を移植する際に立ち塞ふさがる大きな壁の数々、タンパク質が適合しないために起こる再生神経の損傷、当然の如ごとく発生する遺伝子の不適合、細かな血管を吻ふん合ごうするために必要な技術、そして移植手術の間中も崩壊し続ける脳。


    　だがマクシミリアンと彼が率いる医療スタッフは手術を成功させ──困難ではあるが、不可能ではなかったことを証明した。もちろん、そのままハインツが犬の体を手に入れたというわけではない。


    　例えば、イヌガミと息子ハインツの移植は不完全なものだった。人間としての知能はそれなりに継承したものの、犬の本能が強く強く肉体に刻み込まれていた。けれど、それ故ゆえにイヌガミはマクシミリアンにとっての最高傑作となった。


    　戦術、戦略をその頭脳で組み立て、猛犬の本能と身体能力で敵を喰くらう。体毛、筋肉に至るまであらゆる部分を強化し、改修した彼は三頭の灰色熊グリズリーを、まとめて相手取っていとも簡単に打ち倒した。


    



    　パートナーは作り出した。


    　残るステップはあと一つ。自身の脳を、娘に移植するという工程だけ。


    　己が強者たらんとするために必要な〝改装〟も準備を整えた。さすがに一度にそんな手術を行えば、か細い少女の肉体が崩壊する。そこで、段階を踏んで改良手術を行うことを予定していた。


    　完全なスケジュールであった。もし、誤算があったとすれば。


    　この脳移植の手術の詳細を、娘──ゲルト・ルートヴィヒが知ってしまったこと。即座に監禁したが、手術の準備を整えて麻酔を与えるまでの間、彼女は終始暴れっぱなしだった。


    　もともと、彼女は何も知らなかった。


    　弟ハインツは事故死だと聞かされていた。温厚で、自分に尊敬の眼まな差ざしを向ける村人たちが、全員父親の「共犯」であることなど知りもしなかった。


    　そして、自分の父が観光客たちを相手に謎なぞを問い掛け、罠わなを仕掛け、城で〝狩り〟をしていたことなども、何もかも知らなかった。


    　ただ純粋に、ただ健康的に育てられた。父親が、彼女がほんの少しでも怪け我がをすると大慌てするのは──愛情故ゆえと、勘違いしていた。


    　親子だから、それが当然だと思い込んでいた。


    　マクシミリアンには、そもそも「親子の情」などない。ただ、彼女が健康的に過ごせるのならばそれで良い。怪我をしなければよい、陽の光を浴びてすくすく育てば良い──ただそれだけだった。


    　もう一人の子、ハインツは生まれついて病弱だった故に、マクシミリアンは愛情を注いでなどいなかった。ただし、ゲルトの前では別だ。彼女に不快感や不安を与えてはならない──健康のために。


    「そうして、手術が始まりました。わたくしも確認しました、医療スタッフは大変に見事な手術を行いました、なのに──」


    　誘ゆう拐かいされてきた医療スタッフたちは、家族を人質に取られていたために必死だった。


    　故に、わざと失敗しようという素振りすら見せなかった。マッドハッターの目から見ても、成功したように思えた。


    　だが、手術後に目覚めた少女は──何も喋しやべらず、何も覚えておらず、マクシミリアンの脳はまったく機能していなかった。


    　移植の際に失われた部分もあるが、記憶は残っているはずだ。なのに──彼女は、マクシミリアンではなくなっていた。


    「わたくしは怒りに任せて、医療スタッフを皆殺しにしました。それから、自力で我わが主を取り戻すために学びました。一番良い方法は、お嬢様の目の前に我が主を現出させることでした」


    　結局のところ、脳が覚かく醒せいするには視覚的な刺激が一番だ。


    　生前のマクシミリアンを再現する。少女を愛し、少女を慈いつくしみ──そして、その一方で観光客たちを相手に罠わなを仕掛けていた〝超人〟マクシミリアンを見せつけた。


    　もし、ゲルトがゲルトのままであったとすれば。


    　何も知らない人間たちが思考し、絶望し、罠に落ちていく様を見て吐き気を催しただろう。


    　バラバラになる人体に、恐怖したことだろう。


    　では、マクシミリアンならばどうか。


    　彼は恐怖せず、吐き気も催さない。必死になって生き足あ掻がく人間を見て、感動するだろう。バラバラになった人体を見て、自分のもとへ到着できなかったことに落胆するだろう。


    　ゲルトだった少女は、次第に殺さつ戮りくに慣れ始めていた。


    　罠わなに仕掛けられた人間の、絶望と真剣さ、それ故ゆえに生み出される滑こつ稽けいさに、笑みを浮かべ始めていた。


    　そして今。


    「間もなく、我が主がおいでになります」


    　胸を張って、マッド・ハッターはそう話を締めくくった。


    



    　──なるほど、よく理解した。


    　と同時に、一つ二つ疑問が湧わいて出た。それを真剣に考察することで、殺意を必死に抑えなければならなかった。


    　今まで、様々な〝ケモノ〟と出会った。ある者は楽しみのために、ある者はそういう性さがであるが故に。ある者は、自身の権力を誇示するが故に……無む辜この人々を切り刻んでいた。


    　その中でも、これは最悪だった。


    　人を人として扱っている様子が一切ない。世界が己おのれを中心に回っているとしか、考えていない、そんなおぞましい思想が垣かい間ま見みえた。


    　僕の殺意は、少なくともアストライアには伝わったのだろう。笑顔のまま、ほんのわずか動いて僕を制止する。


    　僕が立ち上がった瞬間、彼もまた迎撃態勢に入るのだろう。


    　そしてこの場が戦場になり、ローレンを見殺しにしてしまう羽目になる。


    



    　──構うものか。


    



    　そう、囁ささやきだした者がいる。


    　僕は唾つばを飲み込み、歯を軋きしませてその誘惑に耐える。彼女は、貴き島しまあやなでもなければ、グレタでもない。ただただ、僕と偶然出会っただけの存在だ。


    　そんな彼女を……巻き込むわけにはいかない。


    



    　──そんな彼女ならば、守る必要がどこにある？


    



    　黙れ。黙れ、黙れ、黙れ！


    　僕はそうしないと、誓ったのだ。誰に言うでもなく、誓ったのだ。守ることができる者は、守ってみせると。


    



    　──だが、赤の他人だ。まるで関係ない赤の他人だ。


    



    　うるさい。彼女は関係ないんだ。全く何も──ただ、巻き込まれただけ。


    　ああ、畜生。


    　頭が痛い、軋きしむ、僕の言うことを聞けこの野郎。僕は〝ケモノガリ〟であって〝ケモノ〟じゃない……！


    「赤あか神がみくん。顔色が悪いけれど、大丈夫かい？」


    「ああ──────大丈夫だよ、畜生」


    　膨ふくれ上がる殺気にようやく気付いたのか、マッド・ハッターが身構えた。


    　ただ一人、心ここにあらずという少女だけがまるで気付いていないようだったが。


    「……一つ、教えて欲しいことがある」


    　僕がマッド・ハッターにそう言うと、彼は僕に油断なく目を光らせながらも応じた。


    「何でございましょう。お答えできるものであれば」


    「マクシミリアンの、息子──ハインツは、何な故ぜあんたたちに従っているんだ？　もし、ハインツとしての自分を忘れているのであれば、手術の意味がない。逆に、ハインツとしての自我が存在するなら──やはり、あんたたちに従うのは、おかしい」


    　いくら何でも、犬に脳を移植されて絶望しない人間がいるはずがない。


    「それは簡単です。彼はお嬢様を愛しておいでですから」


    「脳を奪われたのに？」


    「……脳はあるのですよ、きちんと保管しております」


    「どこに？」


    　もう分かってはいたがそれでも尋ねると、彼は自分の腹部にある脳をぽんと叩たたいて言った。


    「この脳がゲルト様のものです。わたくしが生きている限り、わたくしの肉体と繋つながれた脳は栄養を吸い取って生き続けますし、わたくしが死ねば、当然ながらお嬢様も死にます」


    　……ああ、畜生。なるほど、そういうことか。全て合点がいった。


    　これは、紛れもなく人質なのだ。再び脳を移植して、助かる可能性はどのくらいあるのだろう。八割か？　それとも一割か？　あるいは一厘りんより低いのか？　僕には分からないし、イヌガミにも分からないだろう。


    　だが、可能性だけは残されているのだ。


    　イヌガミ──ハインツには、少女の運命を決定づけることができなかった。


    　彼女を見殺しにすることが、どうしても……できなかったのだ。


    「実は、僕に罠わなを突破するためのヒントを与えてくれた人がいた」


    「……？」


    「最初、彼女がそうだと思ったんだが違うようだ。……僕にメールを送ったのは、どうやら彼らしい」


    　ほう、とマッド・ハッターが感嘆の息をついた。


    「分析によると若様は次第に記憶が侵おかされ、最終的にただ本能のままに生きる〝イヌ〟となるはずでしたが──まだ、キーを叩たたく知性を保たれておるのですな」


    　どうやってキーを叩いたのかまではよく分からないが。


    「イヌガミが僕に頼んだのは、お前を生きたまま捕らえること。多分、お前が人質にしている少女を傷つけないようにっていうことだろうな」


    「……」


    　マッド・ハッターが後あと退ずさりした。その姿を見て、アストライアがクスクスと笑って告げる。


    「どうしたんだい、マッド・ハッター？」


    「君は仮にも、〝娯楽提供者エンターテイナー〟だろう？」


    「戦う術すべを持っていないなどとは言わせないぞ？」


    「ああ、ちなみに。彼は〝ロビン・フッド〟〝舞踏蜘蛛タランチユラ〟、そして〝完全被甲大鷲フルメタルイーグル〟を仕留めている」


    「並の存在では、相手が務まらないだろうね」


    　区切られるたび、弾丸のように放たれるその言葉に、マッド・ハッターが息を呑のんだ。


    「……っ！　その、ような、ことを……教えていただいては……！」


    「いやいや。教える義務はないよ」


    　アストライアはそう言い放ち、立ち上がる。


    　いつのまにか、彼は運ばれてきた料理をペロリと平らげていた。


    「さて、どうしよう」


    「さっきはああ言ったけれど、正直に言ってマッド・ハッターは弱い。ハンデつきだしね」


    「先ほどのイヌガミの戦いより、劣るものになるのは確実だ」


    「ふむ──ただ見守るだけというのも芸がない」


    「何より、僕も赤あか神がみくんも理解しているしね」


    　理解。そう、理解しているとも。僕とお前は互いに相あい容いれない存在というレベルどころではなく、もはや生存を許さないレベルで対立しているのだと。


    



    　──視線が交錯する。


    　深呼吸、あらゆる覚悟をもって発言する。


    「条件が一つ。ローレンさんをちゃんとした場所に送り届けてくれ」


    「いいとも」


    「誓えるか？」


    　アストライアは右手を胸にやり、僕に向かって宣言する。


    「僕が僕の信奉する存モ在ノに誓おう」


    「彼女はこのゲームをクリアした。正しく、在あるべき場所に連れていく」


    　アストライアはそう言って、ローレンの腕を取って立ち上がらせた。彼女はほとんど反応を見せない、わずかに眉まゆを動かしただけだ。


    　続いて、僕はマッド・ハッターに告げた。


    「僕が勝てば、あらゆる手段を講じてお前が人質に取っているものを摘出する」


    　彼はアストライアの前だからだろうか、必死に虚勢を張りながら言った。


    「……できるものか！」


    「できるさ。僕はそれくらいのことはできる」


    　お前たちが手を抜いて獲物をなぶるように。


    　僕もそのくらいはできる。


    



    　僕の言葉に、アストライアがクックッと笑った。


    「まあ、僕が勝つようにお祈りしておきなよ」


    　マッド・ハッターは縋すがるように、アストライアの手を取った。


    「おお、アストライア様！　どうか、どうかあの不愉快極まりない男を始末してください。ゴミのように斬り刻み、塵ちりのように粉砕を！」


    「あはははは。──都合の良いときだけ、我わが手を頼るな」


    　凍りつくような声に、マッド・ハッターがあんぐりと口を開けた。残酷な笑みを浮かべつつ、アストライアは告げる。


    「マッド・ハッター。君が全力を注いだドラマは、非常に面おも白しろかった。多分、あの方もきっとお喜びだろう。……とはいえあの〝イヌガミ〟が死んだらしい今、君の価値はあまりない。ドロドロしたドラマも、異形の戦いも、一度味わえば充分だしね。────もういいよ、君。ゆっくりお休み」


    　先ほどの冷たさなど感じられない、世間話のように朗ほがらかな口調で彼はそう断じた。


    　マッド・ハッターおまえの存在は無価値だと、お前が為なしたことも、貢献も、全ては意味などないと。恐らく彼が苦く心しん惨さん憺たんした末にようやく辿たどり着いた道を、アストライアは根こそぎ否定した。


    「あ……。あ、あ、あ、あ、あぁ…………あー！　あ────！」


    　愕がく然ぜんとした表情で、マッド・ハッターが膝ひざを突いて絶叫した。口をぽかんと開き、まるで現実から逃避した子供のようだ。


    　アストライアはそれを一切無視して、僕に声をかける。


    「さて、それより君だ、君。赤あか神がみくん、行こうか」


    　何となく、ワクワクしたような表情で彼はさっさと僕の横を通り過ぎた。ローレンはされるがまま、まったく止める暇いとまもない。


    「……」


    　不意に沈黙し、絶望した表情を貼はり付けたマッド・ハッターを残すのにいささか気がかりがあったが──僕は、アストライアとローレンの後を追った。


    　彼は道のりを知っているらしく、真っ直すぐ向かっていく。角を曲がって廊下に抜けて、途中にある階段を上り始めた。


    　かつん、かつん、と石畳に僕たち三人の足音がこだまする。その間、僕たちは一言も口を利かなかった。まあ、話すべき事柄など今さら存在しないのだ。


    　そうして、階段を上り切って鉄扉を開いた。


    　最初に感じたのは、ごうごうという強い風だ。夜明けが近いのか、仄ほのかに薄暗い空。どうやら、この城の屋上をヘリが着陸できるよう改良したのだろう。


    「少し待って」


    　アストライアの言葉通り、ほどなくして黒色の大型ヘリが屋上に舞い降りた。反射的に僕が腰に吊したククリナイフに手をやると、アストライアはたしなめるように手を突き出した。


    　着陸したヘリから、黒いレザージャケットを着た男が降り立ち、アストライアに恭うやうやしく礼をした。アストライアは連れてきたローレンを指差し、二言三言何かを告げる。男が頷うなずき、よろめくローレンに肩を貸して、ヘリへと連れて行った。


    　アストライアが僕に言う。


    「彼女は僕が乗ってきたヘリで、病院まで送り届けることにした。病院の名前と住所はこのメモに書いてあるよ」


    　手渡されたメモを開くと、彼の言う通りドイツ語でさらさらと病院らしきものの名前が書いてあった。


    「信じてくれるかな？」


    「ああ、信じるしかないからな」


    　約束が破られたのならば、それまでのことだ。地獄の果てまで追い詰めることに変わりはない。僕の言葉に、アストライアはよかったと微ほほ笑えんだ。年相応の彼の笑みを見るのは、どうにも不思議な気分だった。


    「それじゃあ、いよいよ戦いだね」


    「決戦の部屋に行こう」


    「ああ……楽しみだ」


    　アストライアは念願叶かなった、というようにしみじみと呟つぶやいた。


    　楽しみ──ね。


    　僕は彼の後ろを歩きつつ、共有者宛あてにメールを打ち込んだ。見ることができるかどうかは分からないが、ともかく伝えるだけは伝えよう。


    



    　──共有者へ。


    　──いろいろとありがとう、感謝する。


    　──それから、こっぴどく痛めつけて申し訳ない。


    　──これから僕は、アストライアと殺し合う。


    　──その後で、君が求めている物を手にできるかもしれない。


    　──また会おう。


    



    　最後の一言を、少し迷った末に付け加えた。


    　いっそ、さようならと書いた方が良かったかもな……などと思う。


    　先ほどの階段を、今度は下り始めた。まるで死刑執行路グリーンマイルを進みいくような気分、あるいは地獄へと墜ちていく感覚。彼の実力を寸分たりとも目撃していないのに、これまで以上の激闘となるという確信があった。


    　深呼吸。


    　グレタのことを思い浮かべ、あやなのことを思い浮かべた。


    　二人は元気にしているだろうか、泣いていないだろうか、幸せであるだろうか？　二人は、僕の世界からずっと遠くへと離れていった。


    　寂しくもあり、安心してもいる。


    　世の中には、知っただけで、理解しただけで胸くそが悪くなるような出来事がたくさんある。


    　例えば、今こ宵よい聞かされた一族のおぞましい物語とか。


    　そんなものを、あの二人は一生知らなくていいのだ。


    



    　……それにしても。


    　これまで死を予感したことは数え切れないが、ほとんどが一瞬の出来事だった。装甲車に轢ひかれそうになったときや、ロビン・フッドの矢が僕に向かって来たときや、銃弾が僕の頬ほおを掠かすめたとき──例外は、ファーレンヴァイダーの毒でこっぴどく痛めつけられたときくらいのものだろう。


    



    　──冷や汗が滲にじみ出る。恐怖が心臓を覆い隠す。


    



    　今の僕は大した怪け我がもしていない、毒を受けたわけでもない、病気にかかったわけでもない。体調はほぼ万全といっていい。銃を持った人間であれ、日本刀を持った達人であれ、倒せるであろうという確信が全身に満ちている。


    　けれど、僕は一歩足を踏み出すたびに明確に〝死〟へと近付いている気分だった。そう、どんな人間より──僕は、アストライアが怖い。


    「ここだよ」


    　アストライアは、そう告げてさっさと決戦の部屋へと入ってしまった。


    　だから、遠ざからない。どんどんと僕は彼に近付いている。


    　近付いて、後は戦うだけ。


    　戦って、殺し合って、お互いの存在を弾だん劾がいし、拒絶し、滅ぼし合う。


    　凝縮された恐怖に、怯おびえて逃げ出したくなっている自分。


    　なのに、どこかで覚悟を決めている自分。


    　そして彼と戦うことに高揚感を見出だしている自分。


    　どれもが自分の感情であり、内心の囁ささやきだった。まぜこぜになった感情は、僕の心を千ち々ぢに乱す。


    　そんな心とは裏腹に、僕は一歩一歩確実にアストライアへと近づいていく。


    　扉を開き、彼の姿を認める。瞬間──心は晴れ渡るように澄んだ色を取り戻していた。


    　部屋の構造は、僕たちが悪戦苦闘して進んできた部屋とはまるで異なる作りだった。先ほどまでが地下のダンジョンだとしたら、今度は洋館だ。モザイク状に敷き詰められた大理石の床には、そこら中に動物の死し骸がいが転がっていた。


    　濃厚な血の臭においに、胸焼けしそうだ。


    　天井は高く、豪ごう奢しやなシャンデリアが吊つるされている。……そこにも血がへばりついていた。白い壁には燭しよく台だいが並べられていたが、そこにも死骸が突き刺さっていた。


    「ごめんごめん。掃そう除じしておけばよかった」


    　中央で僕を待つアストライアは、そう言って笑う。彼は右手に天てん秤びんを持って、ゆらゆらと動かしていた。


    「いや、いいよ。……多分この方が僕たちには相応ふさわしいだろ」


    「全くもってその通りだ」


    　アストライアと向かい合う。溢あふれんばかりの殺意を抱え込んでいるのに、僕の顔は何な故ぜか微ほほ笑えんでいた。


    「写真は、三枚とも持ってるかな？」


    　僕が頷うなずくと、アストライアは何とも満足げな笑顔を浮かべた。


    「大切にして欲しい」


    「それはきっと、いつか見失うであろう目的の道しるべとなる」


    「もしくは、挫ざ折せつの証になるかもね」


    　僕は首を横に振って告げる。


    「挫ざ折せつしない。地獄の果てまで追い詰めてやる」


    　アストライアはその言葉にも、やっぱり満足げに──優しささえ感じられる笑みで応じる。


    　そうしてしばらく睨にらみ合っていると、不意に彼はほうと小さく息を吐いて呟つぶやいた。


    「……不思議だねぇ」


    　アストライアは床に落ちていた武器を拾い上げ、代わりに天てん秤びんを床に置いた。どうやら、戦いが終わった後でここに放置していたらしい。


    　いずれ戦闘になる、と理解していたのだろう。


    「不思議って、何がだ？」


    　僕の問い掛けに、アストライアは肩を竦すくめた。


    「いやいや、今さらとぼけるのはなしにしようよ」


    「……僕も君も、お互い同種だと理解しているだろう？」


    「もしかしたら、僕と君の立場が逆だったかもしれない」


    「あるいは、仲間──同志だったかもしれない」


    　彼の言葉に首を横に振る。


    「天地がひっくり返っても有り得ないよ。単に僕たちはこう思っただけだ」


    　──認めない。お前の存在を認めない。


    　──お前を決して認めない。


    　──故ゆえに。お前を必ず完全絶対に殺害する。


    「そっか。それもそうだね」


    「それじゃ、互いの望みを叶かなえよう」


    　瞳ひとみがカッと見開き、瞳どう孔こうが捕食獣プレデターのように残酷な色を帯びた。


    「──殺す。引き裂き、引き千ち切ぎり、霞かすみに散れ！」


    「──殺す。貫き、抉えぐり、塵ちりに還かえす！」


    「──殺すッ！　全てを賭かけて全てを投じて君という存在を虐ぎやく殺さつする！」


    　アストライアが叫んで、武器を構えた。


    　息を大きく吸って──吐き出す。


    「ああ。お前を殺して、お前の首を掻かき切って、僕はもう少しだけ先に進む」


    　武器を構える。


    「──いざ尋常に。勝負だ、アストライアァッ！」


    



    　つまりは、出会ったときから分かっていたこと。僕と彼は、絶対に殺し合う運命なのだろう。


    　呼吸も荒く、無む我が夢む中ちゆうで。獲物を見つけた〝ケモノ〟のように──咆ほう吼こうして、襲いかかった。


    



    
      §　　　　　§　　　　　§

    


    



    　マクシミリアン・ルートヴィヒを中心とする一族の、ドス黒い血が滲にじみ出たような物語は、既に道みち半なかばまで終わりを告げている。


    　マッド・ハッターは自身の生しよう涯がいを賭かけたものが、素っ気なく見捨てられたことに呆ぼう然ぜん自じ失しつとしており、少女はマクシミリアンともゲルトともつかない不確定の存在として漂っている。


    　だがしかし。まだ、語らなくてはならない物語が存在する。


    　それはほかならぬハインツ・ルートヴィヒ──〝イヌガミ〟の物語だ。


    　ゲルトの弟であるハインツは体こそ弱かったものの賢かしこかった。マクシミリアンの血を半分ほど継いではいたが、彼には超人思想のようなものはなかった。ただ、物心つく頃には、奇妙なまでに超越した死生観が確立されていた。


    　人生は風に吹かれる種子のようなものだ──本気を出せば、たとえどんな痩やせ細った土地だろうが、池の上であろうが、芽を出すことができる。


    　彼は全てを諦あきらめているくせに、全てを諦めていないという矛む盾じゆんした思想の持ち主だった。この思想がおおっぴらに語られていれば、少しはマクシミリアンもハインツを見直したかもしれない。だが、彼は徹底して自分を閉ざしていた。


    　父親であるマクシミリアンに対しては、特にだ。彼は一切外を出ることなく、城の内部で過ごしていたが、それでも姉であるゲルトと、父親であるマクシミリアンとでは愛情があまりに違いすぎることは明確に理解していた。


    　姉は、例えば自分が何かをしたら褒ほめるか、あるいは叱しかるか、あるいは分からないことであっても一生懸命に理解しようとした上で、褒めてくれる──そういう人間だった。


    　父は違う。彼が健康体にならない限り、たとえノーベル賞を取ったところで褒めてくれはすまい。徹底して愛情が欠如している。


    　本の中で読む父親の多くは、愛情があった。たまに、憎悪があった。だが、ここまで徹底した無関心を通す父親というのは、フィクションの中でもなかなか存在しなかった。


    　ハインツは落胆や絶望よりも先に、興味を抱いだいた。


    　父親──マクシミリアン・ルートヴィヒという存在に、さながら昆虫学者のような関心を抱いたのだ。


    　これは、当のマクシミリアンや彼の執事、マッド・ハッターといえども気付いてはいない事態だった。彼は慎重に、マクシミリアンの行動をチェックしつつインターネットや書物の情報を照らし合わせることで、必死に推理を組み立てた。


    　メモを取ることは一切なく、インターネットの検索は父親の名前を検索して、どこで何をしていたかを探る程度に留めておいた。全ての情報は、脳内に蓄積し続けた。


    　そうして、気付き始めた。


    　マクシミリアンの己おのれに対する無関心さ、それを止めようともしない執事など大した異常ではない。真に異常なものは二つ。


    　一つ、姉ゲルトに対するマクシミリアンの異常な執着。異常というのは、愛情の暴走や、あるいは（あまり考えたくはないが）劣情を抱いだいているなどというものではない。


    　病的なまでに健康に気を遣うその姿勢。


    　それは、ある種芸術品を磨き上げる行為にも似ていた。


    　まだ常識的な判断を持ち合わせていたハインツは、この時点ではひょっとして姉をどこかへ売り飛ばす──あるいは、婚こん姻いんの道具として利用するためかと考えていた。


    　そんなことは絶対にさせない、と彼は決意を新たにして綿密に調査し始め──もう一つの異常に辿たどり着いた。


    　二つ目の異常は、この城そのものである。この城は別名〝苦痛の城ブルク・クヴアル〟とも呼ばれており、かつて祖先が多数の拷ごう問もんをこの城で行い、血で染まった秘密の部屋がどこかにあるとまで囁ささやかれていた。


    　実際は、展示されている拷問器具の多くは古物商からわざわざ買い取ったものだとハインツは知っている。生まれてずっとずっとこの城で暮らしてきた彼には、そんな拷問部屋など存在しないと分かっていた──少なくとも、地上には。


    　では、地下はどうなのだろう？


    　あることは知っていた。だが、地下には何もないと聞かされていた。それをわざわざ、確認しようとは今まで考えたこともなかったが──。


    　探ってみるのも悪くないと考えたハインツは、禁断の場所へのアプローチを開始した。


    　そして、ツアーでなくたった一人でやってきた観光客が、不意に見つからなくなる理由を知ってしまった。


    　ハインツはこの城で何かが行われていると……漠然と感じてはいた。さすがに、これほどまでに外げ道どうの所しよ業ぎようが行われているとは、想像を絶してはいたが。


    　対策を数十個検討し、そのいずれもを破棄した。あらゆる対策は、あらゆる手段で封じられることは明らかであり──荒こう唐とう無む稽けいすぎて、世界の誰も信じてくれないというのも真実だった。


    　そして、最後の最後に彼は頼る術すべを知った。それは己自身である。既に、あらゆる情報をもとに組み立てた真実は明らかであり、脳移植がマクシミリアンにとってどんなに重要かも理解していた彼は、自分はゲルトのバックアップ用（病弱ではあるが）に取っておかれているのだと知った。


    　このままでは、自分はゲルトが生いけ贄にえに捧げられるのをただ見守るだけになる。……となると、手段は一つだった。


    　彼はメールを送信した。


    　警察の公式ホームページの送信フォームへ、堂々とだ。


    　もちろん、彼のＰＣから送信されるメールは随時チェックされている。送信したメールは、監視していた執事によって密ひそかに破棄されていた。


    　マクシミリアンとマッド・ハッターは彼が危険な存在であることを理解し、早急に処理することにした。


    　──とはいえ、ただ殺したのではあまりにもったいない。


    　──さりとてこのまま放置するわけにもいかなかった。


    　──では、どうするべきか？


    　ハインツは、彼らが自分にどういう処置を施ほどこすか──ほとんど完全に読み切っていた。マクシミリアンの誇こ大だい妄もう想そうは、自分をただ殺すだけでは飽きたらずに、必ずや懲罰的な手術を施すだろうと。


    　ハインツは覚悟した。覚悟した、というよりは己おのれの奇妙な死生観に依よって行動しただけだが。


    



    　──本気を出せば、なるようになる。


    



    　そして、ある日手術を行うと告げられたとき、彼は想像を絶する恐怖に怯おびえながらも必死に守ろうとしていた。


    〝自己おのれ〟という存在と、そして最愛の姉を。


    　故ゆえに。彼は自分の脳が愛犬の体に移植されると知ったときも、鋼鉄の意志で〝自己おのれ〟が拡散するのを防いだ。


    　絶望や恐怖で人の心は容易に破壊される。その場合、自分は〝イヌガミ〟でもハインツ・ルートヴィヒでもない何かに成り果てる。


    　それはいけない。


    　それだけはあってはならない。


    　彼は自分の名前と、姉の名前、そして父の名前を呼び続けた。


    　姉には愛を、父には憎悪をありったけに籠こめながら。マクシミリアンは、超人であったが故に読み切れなかった、そして考えもしなかった。


    　劣等たる息子に、己の血が確実に半分流れていることを──そして、その血が異常なまでに強固な意志を育てていたことを。


    



    　結果、彼は人と犬の記憶が混在した奇妙な生物と成り果てた。そうなってからも、彼はひたすら自己を磨き続けた。


    　毎日、毎日、食べるときも眠るときも己を徹底的に厳しく保ち──犬としての記憶が流入するのを防いだ。日常はさして苦にならなかったが、犬の体に慣れる暇いとまもなくゲルトが脳移植されたのは、大きなショックだった。


    　一時期は──命を絶とうと思った程度に。


    　だが、幸いなことに脳は無事だった。無事、というよりは「人質」に取られたも同然なのだが。まさか、自分の叛はん乱らんという万が一を恐れて脳を執事の腹に装着するとは思わなかった。


    「取引条件です」


    　執事──自分の真の名は〝マッド・ハッター〟だと言ってのけた彼の顔を今でも鮮烈に思い出す。


    「わたくしは、このまま我が主の脳が機能せず腐るのをよしとしません。そして、貴方あなたもそうでしょう。で、あるならば我われ々われは思想は異なるとしても目的は一致しております」


    　マッド・ハッターは深呼吸──言葉巧みに唆そそのかす。


    「この城の罠わなを再び起動させましょう。そして、今度こそ主あるじの人格が植えられるに相応ふさわしい人物を！」


    　ハインツは従うほかない。内心では、マッド・ハッターはそんなことを望んでないし、するつもりもないと分かってはいる。


    　しかし──彼に逆らうということは姉を自分の手で殺すということになる。


    　それができなかった。彼にはどうしても、その行為だけはできなかった。


    　ハインツは絶望し、心の奥深くに〝諦あきらめ〟〟が芽吹くのを感じた。その諦めは、月日を経るほどに大きくなっていった。


    　何の罪もない人間を、その牙で引き裂いた。殴られても、ナイフを突き立てられても、ライフルで撃たれてもなお──死なない怪物ケモノ。


    　そう、彼はまさしく怪物になりつつあった。


    　猛獣の肉体を持つ人間、稀き少しような娯楽提供者エンターテイナー。


    



    「君は凄すごいね」


    　アストライア、という少年はハインツを恐れることもなく頭を撫なでて告げる。初見で彼は悟った。目の前にいる──かつての自分と同じような体格をした少年は、猛獣である自分が到底敵う相手ではないと。


    「君だったら、もしかしたら倒せるかもね。あの〝ケモノガリ〟を」


    　ケモノガリ、というのが何者かは知らないが──自分を上回るとは思えない。アストライアは自分の感情を読み取ったかのように、くすくすと笑って言う。


    「まあ、まずは実際に自分の目で見て、鼻で嗅かいで、耳で聴いて、その牙きばで確かめるべきだ。彼──赤あか神がみ楼ろう樹きというのが、如い何かなる存在なのかを」


    　もちろんそのつもりだ。


    　ゲルトを守るために、いつかゲルトの微ほほ笑えみを取り戻すために。


    　何人、何十人、何百人だって殺してやるさ。


    　ゆっくりと、犬としての本能が人としての記憶を侵おかしていることに気付いてはいたがハインツには何もできなかった。


    



    　そして、出会った。


    　赤あか神がみ楼ろう樹き。その目を見た瞬間、彼は自分を上回る存在がもう一人増えたことを知った。


    　喩たとえるなら、底知れない海のような瞳ひとみ。じっと見ているだけで、暗黒の海底へ引きずり込まれそうな感覚を抱いだく。


    　──負けてたまるか。


    　そう踏ん張れたのは、ひとえにアストライアと相対したせいでもある。異常性への驚きは、二人目からは薄れる。


    　故ゆえに、ハインツは戦うことができた。本気で殺し合ったはずなのに、いつもの溶けた鉛を飲み込んだような重苦しさはなく、どこか──爽さわやかな気分ですらあった。


    　ようやく、かつての誓いを思い出した。


    　──護まもろうと誓ったんだ。


    　護ろうと誓った、最愛の姉を護ろうと固く決意したはずなのに、いつしかその決意がズレていたことを久しぶりに自覚した。


    　機会チヤンスがあるとすれば今回以外にないと。


    　イヌガミとしての本能を抑え込みつつ、ハインツは赤神楼樹にメールを送信した。アドレスを突き止めるのは、簡単だった──というより、アストライアが教えてくれた。


    　アストライアがマッド・ハッターに伝えた赤神楼樹の情報の中に至極当然のように紛れ込んでいたのだ。


    　罠わなの具体的な突破方法をとうとう掴つかめなかったことに歯は噛がみしつつも、ハインツは必死になって情報を伝えた。


    　程なくして、自分と赤神楼樹は対決することになる。


    　殺すかもしれない。殺されるかもしれない。殺すことは問題ないが、殺されればゲルトを救うチャンスが消え失せる。


    　何という我わが侭ままなのだろう、とハインツは自じ嘲ちようした。彼は今から雌し雄ゆうを決する相手に、勝ったら殺すがお前は自分を殺すなと伝えているのだ。もっとも、赤神楼樹の側では共有者とイヌガミがイコールになるはずもないのだが。


    



    　ともあれハインツはイヌガミとして、赤神楼樹と殺し合い敗北した。そして……殺されなかった。


    　喉のど元もとの不快感を、嘔おう吐とすることでどうにか堪こらえた。腕を突っ込まれたときは、本気で殺されると思ったが、赤神楼樹はギリギリのところで自分の生死を見極めてくれたらしい。


    　共有者のメッセージに、従ってくれたのだろう。


    　仁義というか、情というか──そんなものを、彼は感じ取った。身をぶるりと震わせ、彼は現状がどうなっているかを探るため、足を忍ばせてそっとゴールであるゲスト用の大食堂へと向かった。


    　ぐらり、と意識が揺れて壁にべたりと張りつく。さすがに、あらゆることを全力でやったせいか、途方もない疲労感があった。それでも、前に進まなければならない。


    　仁義。


    　何の見返りもなく、報ほう酬しゆうもなく、命を懸かけて己おのれの願いを叶かなえてくれた者に対する義理。今のハインツには、ただそれが大切だった。


    



    　──ガキンッ！


    



    　物もの凄すごい破は砕さい音に、胡う乱ろんだった意識が一気に冴さえ渡った。嗅きゆう覚かくが血と、人の臭においを嗅かぎつける。あの大広間で、赤あか神がみ楼ろう樹きとアストライアが戦っている。


    　そして、大食堂にはゲルトの肉体と、マッド・ハッターがいる。


    　どちらに行くべきなのだろう。感情は、大食堂へ行きたがっている。姉に会いたい、という想いが久しぶりに全身を貫いていたからだ。


    　だが、その感情を理性と知性が駆逐した。


    　会ってどうなるものではない。赤神楼樹がアストライアと戦っている以上、赤神楼樹が勝利せねば、マッド・ハッターを無力化させたところで全く意味はない。


    　そうだ。戦わねば。戦って、取り戻すのだ。アストライアにも、赤神楼樹にも自分は敵かなうことはない。だがしかし、手伝うことならできるはずだ。


    　あの二人に明確な差はない、だが自分が行けば話は別だ。呼吸を整え、体力が三割回復したと判断したところで、まっしぐらに大広間へと突貫した。


    　体当たりするように扉を開き、〝イヌガミ〟はそこへ乱入し────咆ほう吼こうした。
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    　僕の持つククリナイフと、アストライアの持つ棍こん棒ぼうのような剣が激突した。ガチンという小気味良い音と共に、火花が散った。


    　渾こん身しんの力を籠こめて鍔つば迫ぜり合い。アストライアは笑みを崩さず、僕は殺意を籠めて睨にらみ据すえる。


    　だが、十秒たって埒らちがあかないと僕は一旦剣を引き戻した。


    　少しだけ後あと退ずさり、ククリナイフをやや斜め前に突きつけつつ……じりじりと、アストライアの周囲を動く。


    「……」


    　アストライアは挑発するかのように、二度三度と僕の前で棍こん棒ぼう剣けんを振りかざした。その誘いに、僕は至極あっさりと乗った。乗らないと先方が思っている安い挑発にこそ、乗ってしまえばむしろ楽になる。そんな経験則からだ。


    　雄お叫たけびというには、あまりに甲かん高だかい絶叫と共に飛びかかる。アストライアは少し驚いたような顔をして、僕を迎撃する。


    　振り下ろしたククリナイフは、掲げられた棍棒剣によって止められた。相手の刀身が微かすかに揺らぐのを感じる。どうやら、僕が思っている以上に耐久力はないのかもしれない。


    　もう一度鍔つば迫ぜり合いをやっても意味はない。僕は遠慮なく、彼の足下に右のローキックを打ち放った。


    　彼はほんのわずか跳躍。両足を大きく広げて、僕の蹴けりを躱かわす。逆に、着地と同時に彼の右踵かかとが、ふくらはぎに突き刺さった。


    「────ッ！」


    　鋭い、貫かれるような痛み。とはいえ、この程度の痛みならば戦闘行動に大きな影響を及ぼさない。再び蹴り、今度は彼が軽く跳躍する程度では躱せない高さで打ち込む。アストライアはトリッキーな跳躍はやめて、足を上げてガードした。上げた足を絡ませるように動かす、その動きが何ともいえず不快で不吉な予感がして、僕は足を即座に入れ替える。


    　上半身は、ほぼ完全に固定された状態となり──足だけが、やたらと細かく動いていた。蹴り、防御、蹴り、蹴り、防御、防御、防御、蹴り、迎撃、ヒット、絡む、外す、関節を踏み砕かれそうになる、そうはさせじと転がって距離を取る……！


    （しまった……！）


    　僕の本能は、〝絶対に距離を取るな〟と警告していたのだが。関節を踏み砕こうとした彼の行動に、反射的に跳躍してしまった。


    「よし。それじゃ、いよいよ本領発揮させてもらう！」


    　そう言って、彼は僕に向かって棍棒剣を構えた。両足を大きく広げ、右手には握り締めた棍棒剣を引き絞り、左手は照準調整でもするかのように、僕に向けて突き出されている。


    　……距離は明らかに遠い、投とう擲てきしたところで何の害にもならない。


    　だが……いや、待てよ……あの構えと、あの剣の分厚さは……まさか。


    「シャァァァッ！」


    　絶叫と共に刺つ突きが放たれた瞬間、僕に向けていた剣の尖せん端たんがこちらに向けて射出された。くそ、嘘うそだろう……！


    　僕は即座に、左斜め後ろに跳んだ。だが、アストライアが僕の動きに対応して、即座に右腕を捻ひねった。ぐるりと刀身が螺ら旋せんを描き、僕の腕を掠かすめた。


    「ぐっ……！」


    　僕とアストライアは、軽く三メートル以上は離れている。だが、彼の棍こん棒ぼう剣けんは完全に僕を射程範囲内に入れていた。


    　それもそうだろう、あの剣はたった今伸びたのだ。道理で刀身がボコボコになっているのだと思った。あれは予あらかじめ分厚い鉄塊のように仕立てた刀身を分割し、ワイヤーで連結させた武器なのだ。


    　鞭むちと剣、その両方の特性を活かす武器「多節剣」──といえば、聞こえはいいんだけども。本来、それは常人が扱えるシロモノではない。


    　革製の鞭と違って金属製の刃をワイヤーで通した代物を自由自在に操るなど不可能、夢物語だ。正気の沙さ汰たではない。だが、現実問題として──確かに、彼は剣を完かん璧ぺきに操っていた。


    　カチンと音がして、長くだらりと伸びた刀身がたちまち収縮、連結した。唖あ然ぜんとしている僕に向けて、少し自慢するように──得意気に、告げる。


    「次、行くよ！」


    　また……！


    　続けざまに刀身が放たれる、今度は──下から！


    　しゅるしゅると、本当に蛇のような動きで這はい回った〝刃〟は僕の喉のど元もと目がけて飛びかかってきた。


    　舌打ちしつつ、僕は判断した。躱かわしただけでは、追尾される。だが接近すればするほど、アストライアにとってはやりにくいだろう。だが──数瞬迷い、僕が突撃すると決めて足を踏み出すと、アストライアは嗤わらった。


    （マズい、これは絶対にマズい！）


    　考えを読み取られる、というのは本当に厭いやなものだ。背骨を巨大な舌でべろりと舐なめられたような怖おじ気けといおうか。追い詰めようとしていたはずが追い詰められている、掴つかみかかったと思えば投げられている……そんな気分。


    　ちりちりと、僕の背後から殺気と澱よどんだ空気が殺到した。


    　判断──跳躍。伸びた多節剣の刀身を背面跳びで横に移動する。僕の背中を、ほんの少しだけ刃の尖せん端たんが掠めた。


    （戻りも迅はやい……！）


    　こういう武器ならば、刀身を引き戻すときは速度が鈍ると思っていたが……くそ！


    　それでも、僕は愚直なまでに突貫する。アストライアの懐ふところに到達するまで、一秒もない。だけど、その一秒が果てしなく遠かった。


    （ヤバ、真正面……！）


    　先ほど避けたはずの刃が、またも僕の正面にいた。アストライアは後方に跳躍しつつ、右腕を震わせるように動かし、絶妙なコントロールで僕の行く手を遮さえぎる。


    （駄目、だ……！）


    　僕は自身の体を強引に後方へ跳躍させた。ほんの直前まで全力で前を走っていた分、足首に極度の負担がかかり、ビキリと微妙に厭いやな音を立てたが構わず後退した。


    　それを見て取ったアストライアは、素早く武器を元に戻す。


    



    　僕が彼に勝てない理由は三つ。


    　もちろん彼の力量は、あらゆる面において上なのだが──それでも絞り込むなら、この三つだろう。


    　一つ、武器の攻撃有効範囲の格差。これはナイフと槍やり、下手すれば棒きれと弓矢の違いに等しい。おまけに、彼の持つ多節剣は伸縮自在なのだ。攻撃範囲も完全に違う、彼の武器が槍だったならば穂先にさえ気をつければなんとかなるかもしれないが、彼の武器は握り手から先全てが攻撃範囲に入るといっていい。


    　二つ、戦術の構築方法。彼は僕を常に遠距離に置こうとする。僕は近距離でないと、絶対に攻撃できない。拳銃や弓矢など、遠距離で攻撃できる手段もないではない。だが、通用するとは正直思えない。


    　多節剣の間合いから離れれば、アストライアにとって矢や銃弾を捌さばくのは容易たやすい。間合いに踏み込んでいれば、矢や銃弾を放つ前に斬きり刻まれる。


    　僕は何とかして、彼の懐へ接近すればいいのだが……そうさせないために、彼は僕のあらゆる行動を計算に入れている。虚を突けばどうにかなるという問題でもない。


    　一旦離れてしまった以上、ここからの接近は難しい。


    　三つ、純粋な──身体能力。これが、最大の理由だ。一も二も、僕は今まで何度だって上回られ、そのたびに覆してきた。だが、僕がこの状況を覆すためには知能と体力で僕が勝ってなければ話にならない。


    　……悔しいことに。


    　僕の才能ちからは、彼の能力ちからを上回っていないのだ。


    　さあ、これで不利な材料は出尽くした。もう嘆いて後悔しても仕方がない。残る問題は一つ。さあ、これからどうする？　やれるかい？


    　僕は僕自身にそう囁ささやいた。


    　やるしかない。鼓動が弾む、呼吸は荒く、あちこちに鋭い痛みが走っている。ああ、それなのに何な故ぜ僕は──僕は、今、楽しいと思っているのだろう。


    　理由など、知ったことか。


    　グロックをホルスターから引き抜き、右手にククリナイフ、左手に銃をしっかと握り締めた。


    　静かに睨にらむ。アストライアがビクリと震えた。引き攣つり気味の笑顔──怯おびえてなどいない、きっとお前も同じことを考えている。楽しい、楽しいのだ、ああもう、どうしたってこの戦いは……殺し合いは楽しい！


    



    　一歩踏み出せば、そこは地雷地帯に等しい空間だ。


    



    　再び多節剣が動き出す。彼の「領域」に入り込んだ異物である僕を迎撃する。


    　一撃目は、僕の首筋を狙ねらって斜め上から振り下ろされた。右手のククリナイフで弾くと同時、グロックの銃ひき爪がねを引く。


    　放たれた銃弾は、引き上げられた彼の多節剣に阻はばまれた。僕は止まらない。残っていた銃弾をありったけ、彼に狙ねらいを定めて撃ち込む。


    　アストライアは、体をねじりながら飛んだ。多節剣は五発の銃弾全てを弾き返した。だが、防御に重点を置いた分、攻撃がおろそかになった面は否いなめない。


    　おまけに、僕はその攻撃を完全に躱かわそうとしなかった。腕と足が切断されなければいい、動脈が切れなければいい、速度を緩めることなく──本丸を狙う。


    　痛い。一撃、二撃、三撃、血が噴き出る。全身がベトベトだ、それでもなお走る。多節剣の尖せん端たんが僕の後頭部から視床下部を狙う。この攻撃は堪たえてどうにかなるわけではないので、前のめりに躱かわしつつ、振り返りもせずに尖端を弾き飛ばそうとした。


    　手の感覚が、不意に抜けた。斬られたことが分かったが、そのまま進む。大理石の床に、カチャンと音を立ててククリナイフが転がった。


    　銃弾を撃ち尽くした拳銃を投とう擲てき。猿のように飛び回っていたアストライアの肩に当たった。グロックはプラスチックを多用した軽量の拳銃ではあるが、それでも重量５００グラム。高速で当たれば、一瞬でも立ち止まるのは必然だ。


    　僕の両手には、彼の剣を防ぐものは何もない。それでも、飛びかかる。イヌガミのように猛たけ々だけしく跳躍する。


    　左手に力を籠こめる。拳ではなく、掴つかみかかろうとする手の状態。右手の力が抜けている、先ほど斬きりつけられたダメージが残っているからだ。だが、どうでもいい。どちらか一方に、渾こん身しんの力を籠められるのなら、別にいい。


    「お、おっ……!?」


    　掴つかんだ。アストライアの肩をしっかりと掴んだ。僕は口を大きく開く。アストライアが僕が何をするかを理解し、逃げようとする──それより速く、僕は彼の首に噛かみついた。


    「がっ……！」


    　迷わず頸けい動脈を狙ねらったのに、彼は体を強引に捻ひねり、背中に近い首肉を噛ませた。ちくしょう、駄目だったか……！


    　もちろん、そのまま噛みついていたところでいいことは何もない。僕は首肉を噛み千ち切ぎった。もう一度噛かみつこうとした瞬間、今度はアストライアが僕の腕を噛んだ。意趣返し、ということか。なら──！


    　僕は噛まれた腕を掲げ、彼を思いきり床に叩たたきつけた。ここまで来ると、彼の武器も意味を為なさない。勢いを失った多節剣は、床に転がっている。叩きつけられたにもかかわらず、アストライアは僕の腕を決して離そうとはしなかった。


    　皮ひ膚ふを突き破り、肉に彼の歯が食い込む。負傷した右腕に、可能な限り力を籠こめて殴る。


    　だが、今の拳では全力をもってしても彼の頭ず蓋がいを破壊するには至らない。それでも、ダメージは蓄積すると信じて、ひたすら殴る。


    　腹に衝撃。えずきそうになる。アストライアの拳こぶしが、僕の腹を強したたかに打ち据すえていた。ほとんど密着した状態なのに、渾こん身しんの力を籠めて振られた金属バットが腹に直撃したような気分。


    　お返しのように殴る──殴り返される。


    　殺意と敵意と悪意と憎悪をありったけ籠めて、籠められて。


    　殴り、殴られを何度繰り返しただろう。


    　意識が軽く飛ぶ、無む我が夢む中ちゆうすぎて何があったのかまるで覚えていない。ただ、このまま事こと切きれるまで殴り続けるだろうと思ったことだけは、ハッキリ記憶に刻まれている。


    「ア、ハァッ……！」


    　アストライアが嗤わらいながら、両足を抱え込むように丸めた。僕の鳩みぞ尾おちに、ほとんど密接した状態で蹴りを入れられた。


    　意識が軽く飛ぶほど殴り続けていたせいだろう、僕は呆あつ気けなく吹き飛んだ。ごろごろと転がりつつ、床に転がっていたククリナイフをどうにか手に取った。


    　ねっとりとしたものが全身から垂れ流されているのがよく分かる。第三者が見たら失神するような血の量だ。


    　アストライアはゆっくりと立ち上がり、肩を震わせていた。怒ったのだろうか、などと考えていると彼は突然笑い出した。


    「あ、ははっ。あはははははははははははははははははっ！　あああああ、面おも白しろい面白いすごい面白い楽しい楽しい楽しいッ！」


    　涙を流しながら、彼はそう絶叫した。


    「君もそうだろう!?　互いに殺したいと願っていて、それが高まれば高まるほど世界は楽しい！　僕は楽しい！　くそ、ちくしょう、最高、最高だ。神よ！　いとも素晴らしき世界に生まれたことを感謝！　感謝します！」


    　ゲラゲラと笑い、涙を流し、血を流しながら彼は腹を抱えて笑っている。


    　僕も笑いたい、と思う。それほど、この時間は充実し過ぎた時間だった。あのイヌガミとの戦いのようなものとはまた違う、異常なまでの爽さわやかさ。


    　手加減などない、手加減などしたくない、それはお互い様だ。手加減すれば、闘争の純度がどうにも汚れてしまう気がした。


    　これは正しよう真しん正しよう銘めい、単なる殺し合いだった。血みどろのまま──僕は、ククリナイフを構えた。


    　アストライアもまた、多節剣を引き伸ばした。器用なことに、尖せん端たんを上う手まく指で挟み込んでいる。


    　呼吸を整え、もう一度襲いかかろうとしたとき……。


    　先ほど打ち倒した友人が現れた。
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    「おや、君か」


    　アストライアの声。


    　凍りつくような空気に、咆ほう吼こうが途中で停止する。周囲の臭においを嗅かぎ、視覚で状況を確認する。大広間のあらゆる部分が、凄すさまじい勢いで斬きり刻まれていた。壁や床は無論のこと、とても手が届くはずのない天井に至るまで。


    　血臭と獣臭が入り混じり、反へ吐どが出そうな悪臭。


    　斬り刻まれた動物たちの骸むくろもあちらこちらに捨て置かれているせいで、どうにも地獄の釜底のようだ。


    　そして、赤あか神がみ楼ろう樹き。


    「……」


    　彼はイヌガミを見ると、軽く笑って手を振った。だが、その笑みはいかにも弱々しい。無理もない、とイヌガミは思った。血ち塗まみれだ、傷を負ってない部分を探す方が難しい。


    　腕が微かすかに震えているのは、ククリナイフを持つのもしんどくなっているということなのだろう。


    　──一方、その相手であるアストライアは。


    　やはり、あちらこちらを血に染めていた。赤神ほど真紅に染まってはいないが、金髪も礼服も、斑まだらのように血が付着している。


    　イヌガミは、この凄すさまじい空間に心が砕かれそうになったが──その一方で、冷静に戦力を分析した。六対四、もしくは七対三でアストライアが有利。


    　恐らく、武器による違いが大きいのだろうとイヌガミは検討をつけた。赤神が持つククリナイフと比較して、アストライアが持つ武器の長さは特大級だ。


    　彼は今、武器の尖せん端たんを軽く握り締めていた。その周囲を囲む刀身は、まるで大蛇がとぐろを巻いているようだ。


    　異形の武器だった。少なくとも、イヌガミのデータベースには存在しない。いや、ただ──いわゆる、鞭むちに似ていた。


    　アストライアは剣の尖端を掴つかんでいた指をぱっと離した。そうして、右腕を巧たくみに上下に振るとたちまちのうちに、刀身が縮んで縮んで──赤神のククリナイフと、ほぼ同等の長さに戻ったのだ。


    「面おも白しろい武器だろう？　いろんな武器を使ったけど、これが一番気に入っているんだ」


    　アストライアはクスクス笑った。


    　赤神楼ろう樹きは、フンと鼻を鳴らす。そんな動作すらも、億おつ劫くうそうに見えた。


    「面白くも何ともない」


    　だろうな、とイヌガミは思った。


    　アストライアは肩を竦すくめて、乱入してきた犬を見る。ただ見られただけで、イヌガミの全身が恐怖に総そう毛け立だった。


    「それで、君は──何をしに来たのかな？」


    　虚無に引きずり込もうとするような視線。その返答には、先ほど途中で止めてしまった咆ほう吼こうで返すことにした。


    



    
      §　　　　　§　　　　　§

    


    



    　イヌガミは、ハッキリとアストライアに敵対の意思表示をした。そうして僕の隣に立って、アストライアと向かい合う形を取る。


    「……いいのかい？」


    　僕の問い掛けに、いいというようにイヌガミは僕に一度尻しつ尾ぽを振った。そうか、ならもう何も言わない。助けがあるのは、本当にありがたいし。


    「それじゃ……」


    　アストライアが嗤わらいつつ、先ほどの構えを取ろうとすると──スピーカーの声が、無粋にも響き渡った。


    《──何をやっているッ！　お、お前は、お前は何をやっているんだッ！》


    　その驚きよう愕がくの響きはなんともけたたましく、金属が軋きしむ音を立てているような不快感があった。


    　アストライアも、さすがに忌いま忌ましそうに天井を睨にらむ。


    　イヌガミは、振り返ることもない。音の方向へと顔を向けることもない。それは、彼なりの決意なのかもしれなかった。


    「……」


    　よし、やろう。


    　走り出そうとして、僕の膝ひざがガクンと揺れた──くそ、力が抜けてしまった。僕の代わりにイヌガミが先を走る。アストライアは先ほどと同じく刺つ突き。カチン、と刃音が鳴り響いて、刀身が分裂する。


    　ワォォォオオオン！　咆ほう吼こうと共にイヌガミが剣の尖せん端たんをガチリと噛かんだ。


    　凄すごい……！　だが、アストライアは慌てることなくその状態のままで多節剣を振り回す。だが、尖端に数十キロの錘イヌガミをぶら下げている斬撃は、如い何かにも遅い。


    　これなら──！


    　僕が最後の力を振り絞って突貫する。アストライアの口元が歪ゆがむ。


    　雄お叫たけび一いつ閃せん、背後でイヌガミの体がふわりと浮き上がった。壁に激突する寸前、イヌガミが体勢を入れ替えて、壁に〝着地〟する。


    　僕はククリナイフを振り下ろす。これ以上ないという速度で、叩たたき下ろした。アストライアは片手に持っていた多節剣を躊ちゆう躇ちよなく投げ捨て、振り下ろしの一撃を体を半身にして躱かわしつつ、僕の右手首と肘ひじ関節を両手で掴つかんだ。


    　──マズい、関節……！
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    　腕が折りたたまれ、手首を捻ひねられたことで僕の顔面にククリナイフの尖せん端たんが向いた。柔道のように足を刈られ、アストライアに体重を預けられた僕はその反動で床に叩たたきつけられた。そして、顔面にククリナイフが迫ってくる……！


    　僕は左の膝ひざを、彼の脇わき腹ばらに叩き込んだ。首を振った直後、僕の顔のすぐ傍かたわらにククリナイフが突き刺さった。


    「ぐっ……！」


    　互いに硬直した瞬間、先ほどと似たような状況になったな、と考えた。だが、ここからは違う。


    「イヌガミィッ！」


    「……っ！」


    　イヌガミが────突貫する。狙ねらうはアストライアの首筋、外がい頸けい動脈。


    　飛びかかり、牙きばを突き立てて引き千ち切ぎる。頼むから、それだけで死んで欲しいと願う。アストライアの表情を、下から覗のぞき込む。


    　焦あせりも、恐怖も、怯おびえも──ある。なのに、彼は薄ら笑いすら浮かべている。諦あきらめているわけではないだろう。一か八かの賭かけに出るつもりなのだろう、それが何なのかは分からないが。


    　ともあれ、僕はアストライアの体を押さえつける。後は祈るだけ。


    　そのはず、だったが。


    「……っ！」


    　最初に気付いたのは、イヌガミ、次にアストライア、最後に僕だった。高い天井から、ぱらぱらと埃ほこりが散ってきたのだ。


    「逃げろ！」


    　僕は誰に言ったのか、イヌガミかそれともアストライアか。ともかく、僕とアストライアは弾けるように離れた。だが、もう遅い。扉に駆け寄るより先に、天井が一気に崩ほう落らくした。


    　上を見た。人一人を楽に押し潰つぶせそうな石塊が僕に迫ってくる。イヌガミが先行し、僕の方へと振り向いた────くそ、だめだ。


    　風景が暗転する。凄すさまじい破は砕さい音と共に、僕の意識は喪失した。


    



    
      §　　　　　§　　　　　§

    


    



    「はっ、はっ、はっ、はっ、はーっ……」


    　マッド・ハッターは一歩たりとも動いていない。なのに、全力で走り続けたかのように汗をかき、心臓の鼓動は肉体とは無関係に激しくなっていた。


    　脳が収縮したような気分で、どうにもならない不快感が喉のど元もとにこみ上げる。左ひだり脇わきに存在する脳が、ズキズキと痛む。


    「う、あ、ああ……」


    　やってしまった、やってしまったのだ。限界に到達した彼は、床に吐と瀉しや物ぶつをたっぷりと撒まき散らした。


    　殺してしまった。調停者もろともに殺してしまったのだ！


    「仕方がないだろう！　あのガキが無能だったから……！」


    　誰に言い聞かせるでもなく、彼は叫ぶ。そう、仕方がない。あのままではアストライアは間違いなく殺されていた。


    　その後、当然殺されるべきは自分だ。自分は、少女の脳を分離された上でさぞ惨むごたらしい死を手た向むけられただろう！


    　それは、厭いやだ。厭というより、あってはならない出来事だ。


    「旦だん那な様のため……旦那様のためなのだ！」


    　手術の直前、彼は穏やかな顔でマッド・ハッターの手を握って告げた。


    「後はお前に、全てを託す。頼むぞ」


    　頼まれたのだ！　この自分に、全てを託して彼方かなたへと向かったのに！


    　だから絶対に絶対に絶ッッッ対に死ぬわけにはいかなかった。殺されるわけにはいかなかった。確かにアストライアのことは怖い、そして同情もする、罪を犯したという意識はある。しかし、それは主に対する忠誠心からだ。仕方ないことなのだ。同情の余地はある、情じよう状じよう酌しやく量りようの余地はある、許されるべき出来事だ。


    「……どうしたの？」


    　少女の声。マッド・ハッターはぎょっとなって振り返る。彼女は変わらず笑顔、瞳ひとみは虚うつろでどこまでも煩わずらわしい。


    「どうして……」


    「……？」


    　小首を傾かしげる彼女に叫ぶ。


    「どうして、目覚めない!?」


    　つかつかと少女に駆け寄り、両肩を掴つかむ。余程強い力で握っているのだろう、少女の顔が苦痛に歪ゆがむ。


    「私は全てを捧げた！　何もかもをやってのけた！　失敗はない！　過ちは犯していない！　なのに何な故ぜだ！　何故目覚めないのですか、我が主マイマスター！」


    「……」


    　少女は曖あい昧まいに微ほほ笑えむだけ。マッド・ハッターは愛情が転じて憎悪へと変化する瞬間を、確かに感じ取った。この微ほほ笑えむだけしか能のない女を、今すぐに縊くびり殺してやる！


    　汗ばむ手で、細い首を力いっぱい絞め上げる。


    　少女は抵抗もしない。苦しそうにも見えない。ただ──笑みを浮かべた。


    「笑うな、嗤わらうな、ワラうな、わらうなぁ……！　失敗作め、失敗作め、失敗作め……！　お前のせいだ、お前のせいなんだ、お前のせいで……！」


    　それでも、その異常な迫力に手が止まる。全力疾走で走り出していたら、いつのまにか地面がなくなっていたような浮遊感と恐怖感。


    「や、はり……」


    　少女が、呟つぶやく。


    「……？」


    「やはりお前は、その程度だな」


    　──ハッキリと。透き通るような声で、彼女はそう断言した。


    　マッド・ハッターのこれまでの人生を根こそぎ否定した。


    「もしや。もしや、もしや、もしや！　旦だん那な……様……!?」


    　少女はつまらなそうに、彼の両手を振り払った。


    「人生とは、奇妙なものだ」


    　表情は酷こく薄はく、これまでマッド・ハッターに向けていたどこか崩壊したように温かい笑顔はない。目の前の少女は、本当に彼を憎みきっている。


    　彼女はつかつかと食卓に寄って、食事用のナイフをひょいと摘つまみ上げた。指を軽く切って、流れる血を無感情に見つめている。


    



    　──まさか。


    　──本当に、蘇よみがえったのか。


    



    　指をペロリと舐なめた彼女は、その味を確かめるように二度三度と口を動かしたあと、ごくりと飲み込んだ。


    「旦那様ッ！　旦那様なのですか!?」


    　──少女は黙殺。


    　マッド・ハッターはつかつかと彼女に歩み寄る。彼女は振り向きもせず、食卓の遥はるか向こうを見やる。


    「ふむ、なるほど」


    　確信した。この雰囲気は、紛まぎれもなく主であるマクシミリアン・ルートヴィヒのものだ。歓喜が全身を包み、マッド・ハッターは何もかもがどうでもよくなった。


    「ああ良かった旦那様。旦那様が蘇よみがえったのならば、もう恐れるものは何もございません！　さあ、さあ、指示を！　このマッド・ハッターが何もかも──」


    「……待て」


    　まるで犬に命令するかのような口調で、そう告げる。マッド・ハッターは戸惑いながらも、濁流のような喜びが全ての疑念を押し流した。


    　沈黙。


    　かっちかっちと柱時計の音だけがやけに響く。少女は椅い子すから立ち上がって食卓テーブルにぺたんと腰を下ろして何かを待っている。マッド・ハッターは何を待っているのか分からなかったが、主の命令は絶対である。


    「来た、か」


    　扉が開かれる、マッド・ハッターの表情がたちまち凍りつく。それはそうだろう、彼らの目の前に現れたのは、ほかならぬ彼が先ほど殺したはずの者たちだった。

  



  
     第五章　ゲルト・ルートヴィヒ


    



    「楼ろう樹きくん」


    　真っ暗くら闇やみの中に、薄ぼんやりと貴き島しまあやなの顔が見えた。


    　──彼女の顔が垣かい間ま見みえるということは、多分かなりマズい事態だ。


    　体が勝手に過去の回想を開始し、肉体的なダメージを和やわらげようとしているからだ。白プラ金チナのように素晴らしく綺き麗れいで素敵な思い出。


    　そういうものを、体が求めだしている。死にかけた人間に、最後の慈悲を与えようとしている。ええい、畜生め。大きなお世話だ。


    「どうしたの、もう。楼樹くんったら、ぼーっとして──」


    　──ああ、愛いとしい。


    　だからこそ、僕は彼女を無視して通り過ぎる。安息の暗くら闇やみから苦痛の光に向けて走り出す。あやなは悲しそうにそれを見送ってくれる。引き留めなどしない。幻想のあやなもまた、やっぱりあやならしい行動を取るのだ。


    　目を見開く。


    　途端に苦痛が雪崩なだれ込む。苦痛の呻うめきを堪こらえて、まず記憶を掘り起こす。アストライアとの戦いと、それから──天井の落下。


    　ひんやりした空気に包まれている、僕の全身を包み込んでいる石が冷たいせいだろう。


    　どうやら、僕は押し潰つぶされたらしい。即死ではなかったようだ、少なくとも思考できる程度には生きている。両手両足を動かそうとしたが、びくともしない。いや、ひょっとしたらなくなっているのかもしれない。そう考えると少し怖くなった。


    　念のために、両手両足の指を動かそうとしてみる。左足に強烈な痛みが走ったが、少なくとも指が動いたという感覚があった、ククリナイフもちゃんと右手に握り締めている。ホッとする。呼吸も問題ない、内臓への圧迫感はあるが痛みや脱力感はないので、内臓の負傷もない……と、信じたいところだ。


    　体全体の感覚から考えるに、僕は天井の崩落の際に石材同士が支え合うことでできた隙間に滑り込んだのだろう。奇跡というほかない。


    　さて、そうなると──後はどうやって脱出するか、だろう。瓦が礫れきによって作られた暗くら闇やみの向こうの光を見て、僕は溜ため息いきをついた。


    　全身をあらゆる方向に動かしてみたが、どうにもピクリとも動かない。くそ、このままだったらひょっとしてシャーリーが助けに来るかもしれないが……期待しすぎるのは酷こくだろう。


    　それにしても、一体何が起きたのだろう。この城の天井が古すぎた……わけじゃないだろう。恐らく、間違いなく悪意ある第三者の仕掛けだ。この状況でアストライアだとはさすがに思えない。実際、賭かけに出ようとしていたところだし。


    　となると該当する人間は一人しかいない。マクシミリアンの影武者、元娯楽提供者マツド・ハツターだ。焦あせった……のだろう。第三者の視点からすれば、あのシーンは僕に完全に動きを封じられたアストライアが、イヌガミに噛かみ殺される寸前だったはずだ。


    　しかし、だからと言って──アストライアまで巻き込むのか？　ああいや待て、と僕は考え直す。当たり前か、アストライアが死んだ後に仕掛けを発動させたら僕たちは生き残っていたかもしれない。イヌガミが、ひょっとしたらあの罠わなを知っていたかもしれないし。


    　あの仕掛けを発動させるには、あのタイミング以外になかったのだろう。結論から考えて、それは半分上う手まくいった。残り半分は失敗だ、あの罠は即死してはじめて成功と言えるものだ。僕のように瓦礫に挟み込まれても生きているというのは、失敗の部類に入る。


    　今頃、あのマッド・ハッターは怯おびえているに違いない。成功したとしても、アストライアを自らの手で殺したことは明らかなのだ。下手をすると、〝クラブ〟に追放……いや、粛しゆく清せいされてもおかしくはなかろう。


    　まあ、その前に狩ってあげるのは慈悲なのかもしれない。


    　……アストライアとイヌガミは、どうしただろう。アストライアはともかく、イヌガミは逃げることができただろうか。


    　僕は小声で、「イヌガミ」と二度呼んだ。オン、とイヌガミが低く吼ほえた。よし、生きているらしい。


    「君のところから、僕を引っ張り出せるか？」


    　ううううう、と唸うなり声。難しいということだろうか。だが、不可能でなければ挑戦してみるしかない。


    　声の方向から考えるに、イヌガミは僕の右斜め前方にいるようだ。そちらに向けて、少しでも近付いてみよう。ずり、とわずかに体が動いた。


    　オン、という吠ほえ声。どうやら彼も動き出したようだ。ほんの数ミリ動くたびに、押し潰つぶされそうな恐怖感があった。長い間天井を構築していたであろう石材は微妙な黴かび臭くささがあって、少し不快だ。


    　ごり、という音が背中から聞こえてきてぞくりと身を震わせた。僕は落下した際にできた隙間に滑り込んだのだが、それは逆にいうと隙間はいつ閉じられてもおかしくはないということだ。


    　ぴしぴし、という弾けるような音が石材からする。支えになっている石材が壊れれば、当然のように僕は押し潰つぶされる。


    （急げ、急げ、急げ……でも落ち着いて……）


    　矛む盾じゆんした命令を抱え込みながら、ともあれ僕は光に向かっていく。がきん、という音が右斜め前方から聞こえた。


    「イヌガミ……大丈夫かい？」


    　沈黙──まさか、潰れたのだろうか。


    　ばきり、とまた何かが砕かれるような音。ふうん、という犬独特の鼻息がしたので少しだけ安心した。


    「よく分からないが、君んとこでいろいろと何かが砕かれてるみたいだ。急げよ」


    　僕がそう言うと、イヌガミからは元気の良い吠え声。これは──安心しろ、とでも言っているのだろうか。


    　ようし、ともかく進むしかない。


    　ネズミを通り越して、ミミズのように地面をのたうち回りながら、少しずつ僕は進んでいく。左足の痛みは、思っていた以上に辛つらかった。捻ひねったか折れたか……まあ、痛みのせいで眠くはならないのが不幸中の幸いだ。痛みなど、その程度の存在でしかない。


    　少しずつ、着実にイヌガミの傍そばへと近づいていく。ガリガリという音が、次第に大きくなっていく。僕はようやく、これはイヌガミが出していた音なのだと理解した。


    　光が不意に薄暗くなる、代わりにイヌガミの顔が微かすかに浮かび上がった。どうやらイヌガミは無事に脱出したらしい。


    　だが、僕は全身を締め付ける石材のせいで完全に身動きが取れなくなっていた。せめて、背中の石材がもう少し軽ければ──と願ったが、どうにもならない。


    　ガリッ！　またあの音だ。まさか、とは思っていたが。なるほど確かに、彼が如い何かに小柄とはいえ脱出するには、残された武器を使うしかなかったのか。


    「……すまない、頼む」


    　僕の言葉に応じるように、イヌガミによって、ガリガリと石材が噛み砕かれていく。しばらくじっとしているうちに、背中の石材が軽くなったような感覚を抱いだいた。


    　呻うめきつつ、僕は両手を踏ん張って、背中の石を動かそうとする。先ほどまでは全く動かなかった石が、わずかにズレた。少し休み、もう一度押す。


    　今度は上う手まくいった。僕は広がった隙間に体を潜り込ませた。僕の手にイヌガミが食いついた。少し痛いが、引っ張ってくれればさらに楽になる。


    「う、ぐぅっ……！」


    　ずるずると体が引き摺ずられ、僕は息苦しい空間から解放された。イヌガミはボロボロだ、口から血が滴したたっているのは、極度に酷使したせいだろう。


    「君は大丈夫か？」


    　こくんと、頷うなずいた。僕は──左足に酷ひどい裂傷があるが、大きな傷はそのくらいらしい。


    「あ、荷物……」


    　イヌガミがひょいと僕のバックパックを咥くわえた。慌てて中身を開く。矢筒は完全に潰つぶれている。スマートフォンも、使い物にならないようだ。でも、写真とリストはどうにか無事だった。


    　ククリナイフと写真さえ無事なら──まあ、何とかなるだろう。


    　僕とイヌガミは、揃そろってよろめきつつ歩き出す。もう、何も障害はない。


    「イヌガミ、じゃなくてハインツか。どっちがいい？　イヌガミ？」


    　オン、と返答。問題ないと認識して、僕は彼に語りかける。


    「それじゃイヌガミ。……多分、これで終わるだろう」


    　どちらの結末になるにせよ、と僕は心中で呟つぶやいた。それはイヌガミも同様だろう。何もかもがハッピーエンドに終わるわけではない。少なくとも、ハインツは既に最悪な結末を迎えている。けれど、それでも──彼女くらいは、ハッピーエンドで終わらせたいものだが。


    　果たして、彼女の脳を無事に獲得することができるのか。どうやって脳を再度元に戻すのか、そもそもその手術は誰がどのようにすれば良いのか、完治するまでに何年かかるのか、妨害だって山ほど予想される。


    　けれど。扉を開いた僕たちを待っていた〝彼女〟は、想定以上に最悪の結末を僕たちにもたらした。
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    　────さて。


    　ルートヴィヒ一族、この崩壊した家族において、あらゆる視点で重要人物であり、あらゆる口から語られながらも、自身の口からは何も語られることのなかった人物が、一人残っている。


    　──ゲルト・ルートヴィヒ。


    　マクシミリアンは、彼女を自分の分身とみなし丁重に扱った。


    　マッド・ハッターは、彼女を主の分身とみなし丁重に扱った。


    　ハインツは、彼女を大切な姉として愛した。


    　そう、誰からも大切にされた少女だ。


    　そんな彼女には、幼い頃から誰にも言えない悩みがあった。それは、残酷だという話である。例えば、幼い頃に乳う母ばに聞かされた「白雪姫」について。彼女が一番目を輝かせたのは、幼い白雪姫を殺せず、代わりに動物の肝臓を持ってくる下りと、その肝臓を白雪姫の継まま母ははが喜び勇んで食べてしまう部分だ。


    　素晴らしい発想だ。もし本当に白雪姫の肝臓を食べたのだったら、きっと何かが変化したに違いない。彼女はそう思った。


    　クライマックスの「結婚披露宴で焼けた鉄てつ靴ぐつを履かされ、死ぬまで踊らされる義母」も実に趣深い。物語では数行で簡潔に済まされているが、果たして実際のところはどうだったのだろう。ひょっとすると、白雪姫たちはそれを見てゲラゲラ笑っていたのではないだろうか。


    　泣き叫び、涙や鼻汁を垂れ流しながら必死になって許しを請こう女を、嗤わらいながらいたぶり続けたのではないだろうか。


    　義母より身分卑いやしき人間たちも、かつて彼女に傅かしずいていた使用人たちも、白雪姫の命を救った猟師も、誰も彼もが彼女の権勢の衰えを感じ、処刑に賛同したのではないだろうか。


    　そして、見物したのだろう。


    　そんな光景を夢想し、少女は夢中になって物語を何度も何度も読み返した。


    　弟に一生懸命にその魅力を説明しようとしたが、彼は気味悪がっただけだったので、二度と話さないことにした。弟に嫌われるのは、何だか厭いやだった。


    　そうして、その残酷さはこういった幼い一時期を除いて表面化することは決してなかった。


    　ゲルトは賢いのだ。残酷さは自分のイメージにそぐわず、不快に思う人間が出てくるであろうことを理解していた。弟のように。


    



    　自分の人生は、生涯その残酷さを眠らせ続けることになるのだろう、とゲルトは思っていた。きっとどこか──名のある貴族か、あるいは成金が箔はくをつけるための道具として自分はめとられ、扱われるのだろう、別にそれでいいか、とも結論していた。


    　鈍く、ひたすら鈍く。


    　彼女は人生を鈍感に生きていた。ハインツが、その鋭い直感で戦おうと決意したのとは真逆の生き方だった。


    　そうしてある日、自分にとって家族であるが故ゆえに大切だった父親から大変大事な話を告げられた。要約すると、〝私のために死んでくれ〟ということだったが。


    　逆らっても意味はない。


    　それでも、最後まで人間らしくあろうと多少は暴れてみたが──その方が、何だか父親や生まれた頃からいけ好かなかった執事バトラーも、納得するからだ。


    　自分は何も隠し持ってなどいない。死に往ゆくその一瞬まで、自身の残酷性を萌ほう芽がさせたりなどしない。


    　それほど彼女にとって、残酷さとは死を超えるほどに禁きん忌きだったのだ。


    　麻酔で眠らされ、ゲルトは夢を見た。穏やかな過去の回想などではなく、彼女が隠し持っていた残酷さを暴き立てるように残ざん虐ぎやくな夢だ。


    　それは、あらゆる悪徳を許容する夢。拷ごう問もんも虐殺も、何もかも──受け入れた自分の夢。


    　目覚めると、ゲルトの周囲は日常に支障を来きたすほどの〝靄もや〟に覆われていた。もちろん、それは感覚的なものだ。脳を移植するという、あまりにも非常識な手術に人体が追いついていないのだ。


    　他人の目には、まるで夢遊病者のようにふわふわと頼りない存在に見えたことだろう。実際、そんな気分だった。いつでもどこでも、シャボン玉の泡に包まれているような感覚があった。


    　その一方で、彼女はしっかりと思考した。


    　脳を摘出された自分と、脳以外の全てが死んだ父親。果たして、この肉体を動かしているのはどちらなのだろう──と。


    　ゲルトはすぐに気付いた。自分の脳は、本来あるはずのマクシミリアンの記憶が根こそぎ存在しないと。


    　逆に朧おぼろ気げではあるが、ゲルトの記憶が残っていた。如い何かにも曖あい昧まい模も糊ことした存在ではあるが、どうやらこの肉体は、マクシミリアンの脳を拒絶したらしい。


    　日々、脳が腐乱して爛ただれてゆくのが分かる。使わない部分は、どんどんとシャッターを下ろして閉店を知らせている。このままならば、遠からず死に至るであろう。


    



    　それはまあ、それで良いのかもしれない。


    　こんな状況に至ってすら、彼女ゲルトはそう考えていた。結局のところ、彼女は〝死〟というものを一切恐れてはいなかったのだ。


    　死ぬことを、老いることを何より恐れたマクシミリアンが勝てる道理はない。とはいえ、脳がなければ、ゲルトもやはり死に至る。


    　その状況を覆くつがえしたのは、マッド・ハッターであった。彼は「旦だん那な様が蘇よみがえるはずだ」と、一心不乱に「残ざん酷こくさ」というものを教育した。


    　これにより、ゲルトが強固に封じていた残忍な性質がゆっくりと目覚め始めた。それに伴い、刺激を受けた脳は神経にパルスを送り込み、加速度的に脳を蘇そ生せいさせ、変質させていく。


    　人間は進化する。それが生きるために必要ならばなおさらだ。


    　少女は徐々に、かつてのゲルトでもマクシミリアンでもない第三の人格を生み出していく。


    　そして、最後に。マッド・ハッターに首を絞められたとき──彼女の心の内側で、何かが変わった。ゲルト、あるいはマクシミリアンとしての本質は斬きり刻まれた上に融合した。


    　そうして誕生したのは、新たなる残ざん虐ぎやくな存在。


    　ゲルト・ルートヴィヒが必死になって封じたはずの残忍性がとうとう解放された存在であった。今まで誰も見たことのなかった、知ることもなかった名なしの少女だった。
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    　──なんとも間抜けなことに。


    　ゲルトは生きていて、マッド・ハッターも逃げたりせずにここにいた。


    　よし早速捕まえよう、と思ったところでイヌガミがもう一度、今度はくうんと啼ないた。僕も、すぐに部屋が異常な気配に包まれているのに気付いた。


    　マッド・ハッターは──戸惑っている。何かがおかしい、何かがおかしいのだ。その原因は間違いなく、椅子ではなく食卓テーブルの上に座ってこちらをじっと見ているゲルトのせいだろう。


    　沈黙に耐え切れず、僕はともかく予あらかじめ考えておいた言葉を発した。


    「……マッド・ハッター。大人しく捕まってくれ。抵抗したって無駄だってことくらい分かっているだろう？」


    「……」


    　マッド・ハッターは僕の言葉を半分聞いていないようだった。ゲルトの方を、ひたすら窺うかがっている。まるで、彼女に何をすべきか尋ねるように。


    　沈黙の中、次に口を開いたのは僕でもマッド・ハッターでもなく、ゲルトだった。


    「──脳がなければ、人は死ぬ」


    「……？」


    　僕は戸惑い、イヌガミは驚いたように毛を逆立て、マッド・ハッターは未いまだ混乱中。


    　ゲルトは冷然とした口調で告げる。


    「脳には人間が人間たり得るあらゆるものが集積していると言われている。記憶、本能、行動、感情、その他あらゆるものがだ。脳が破壊されれば、喋しやべることもできず、動くこともできない」


    　彼女はナイフを手に取ると、それをくるくると弄もてあそび始めた。僕は、ゲルトの境遇を聞いて何となく抱いていた彼女へのイメージを少し変更した。


    「けれど、だからと言って脳だけが人間たらしめる唯ゆい一いつ無む二にの器官──というわけではない。脳は人体を司つかさどるものだが、脳だけでは単なる臓器であり、受容器の一種に過ぎない。脳だけになった人間が何かを考えるか？　否いなだ。たとえ脳だけで生きていたとしても何も考えんよ」


    　彼女は弄もてあそんでいたナイフを、すっと滑らかな動作で僕に向けて投とう擲てきした。こめかみギリギリを掠かすめて、背後の扉に突き刺さる。だが、振り向くこともできない。彼女の一挙手一投足から目が離せなかった。


    「では、脳を交換された人間はどうなるのだろう。人体が脳に従うのか？　それとも、脳が人体に従うのか？　脳が受け止めた視覚、聴覚、嗅きゆう覚かく、触覚、味覚……全て、かつての人間と違うはずなのに？」


    　ううう、と警告のようにイヌガミが唸うなり声を出した。彼女はナイフではなく、フォークの歯を指で二度、三度と捻ひねった。ぺきん、という情けない音と共に歯が一本抜けた。


    「そうかと言って、たとえ移植された脳が人体に完かん璧ぺきに接合されたとしてもそれは、元の本人のはずがない。何な故ぜなら、脳に収蔵されたあらゆる記憶が異なるからだ。大抵の人間は、この時点で混乱する、完かん璧ぺきに接合されたが故ゆえに発生した矛む盾じゆんに酷ひどく──混乱する」
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    　彼女の言葉は、周囲の誰もに畏い怖ふを呼び起こさせるようだった。低く、低く、地獄から来た手紙を読み上げるように、告げる。


    「その混乱は、精神を破は綻たんさせる。つまり、普通は壊れるんだ。マクシミリアン・ルートヴィヒの致命的な過ちは、記憶を液状の物質と見立てたこと。実際には、完全に固形な上に器からだと形が合致しない限り、どうにもならない。だから、私は今まで薄笑いを浮かべて世界を見守るだけしかできなかった」


    「……今まで？」


    　僕の呟つぶやきに、ゲルトは大真ま面じ目めに頷うなずく。


    「私は恐らく世界でただ一人、他者の脳との完全適合が成功した存在だ。私がこうして生きて動いている間も、眠っている間も、脳と体は合致しようと足あ掻がき続けていた。不要な記憶は捨てられ、不要な能力は切り捨てられた。二人の存在を、どうにかして一つにまとめ上げようとしていた。この場にいる全員は私のことを失敗作だと認識していたのだろう。だが、ここにいるマッド・ハッターことルートヴィヒ家の執事が私の首を絞めてくれたお陰で、私の全てが確定した」


    　全員、粛しゆくとして声も出せない。イヌガミですら、唸うなるのをやめてぽかんとした感じでゲルトを見つめていた。


    「そう、確定。確定という言葉がしっくり来るな。ふむ、全てが借り物だったとしてもそれをバラバラにして繋つなぎ直して組み合わせれば一つの芸術アートになる。借り物の絵の具で塗った絵は、やはり借りた人間の作品だと言って間違いないだろうからな」


    　彼女はテーブルから降り立つと、先ほどから弄いじくり回していたフォークを人差し指と中指に挟んだ。フォークの歯は、もう一本しか残っていない。


    「私は確定した」


    　部屋に満ちていく気配に気付く。もはや僕にはすっかり馴な染じみになった、圧倒量の殺意だ。誰かを殺そうとする強い意志。誰が、誰を殺そうとしている？


    　イヌガミが、マッド・ハッターをか？　あるいは、ゲルトのようでそうでない少女か？


    　少女が、僕たちのどちらかを殺そうとしているのか？　……いや待て。もっと簡単で可能性が高いのは──！


    「それ以外の〝自己わたし〟に用はない」


    「──ッ！」


    　マッド・ハッターはかつて〝娯楽提供者エンターテイナー〟であった。だが、彼は主あるじの真ま似ね事ごとを務め、執事を務め、この城の管理者を務めた極めて生真面目な人間である。


    　かつて〝舞踏蜘蛛タランチユラ〟に匹敵するとまで言われたナイフ捌さばきや、銃の早撃ちクイツクドロウ──だが、それらを見せる暇いとますら与えられず──頸けい動どう脈みやくをフォークの歯一本で切断された。


    「あ？」


    　ぽかんとした声で、そう呟つぶやいた瞬間に血液が噴水のように噴ふき出した。ばしゃり、とゲルトはまともにその血を浴びた。


    「あ？　え？　あ……ゆ、め……？」


    　夢、夢だろう、夢であって欲しい。彼はそう願っているのだろうが、世の中はそう上う手まくできていない。彼は喉のどを押さえたが、溢あふれ出る血を止めることはできない。


    「さようなら」


    　そっと彼女はマッド・ハッターの耳元で囁ささやくと、ショルダーホルスターに納めていた回リ転ボ式ル拳バ銃ーを引き抜いた。古い、けれど優美な曲線が美しいとすら感じられる一品、名称はコルト・シングル・アクション・アーミー──通称〝平和の使いピースメーカー〟。


    　少女はそれを右手に握り締め、手慣れた仕草でマッド・ハッターの腹──異形の原因である、ケースに入れられた脳に狙ねらいを定める。


    「よせ！」


    　僕の言葉と同時に、イヌガミが飛びかかる。だが、少女は振り向くこともせずに左手でイヌガミの喉を掴つかみ、テーブルに叩たたきつけた。


    　頑丈なテーブルが、その一撃でめしゃりと砕けて消えた。


    　マッド・ハッターが事切れる寸前、厭いやだというように首を横に振る。だが、少女は躊躇ためらいもせずに銃ひき爪がねを引いた。


    　ずどん──そんな音が、六発響いた。彼女は弾倉が空からになるまで徹底的にマッド・ハッターの腹部に銃弾を撃ち込んだ。ケースが破壊され、脳がぐしゃぐしゃに潰つぶれて、徹底的に、執しつ拗ようなまでに、彼女は彼女の脳を破壊した。


    「……これでもう、ゲルト・ルートヴィヒという名に煩わずらわされることはない」


    　虚うつろな瞳。虚うつろな笑み。


    　口を開いただけで、漆しつ黒こくの地獄がそこから覗のぞき込めそうだ。


    　僕はどうしていいか分からず、ともかくイヌガミを彼女の手から引き離そうと決意した。


    「イヌガミを離せ」


    　まずはそう警告して、ククリナイフの柄に手をやる。だが、彼女は笑顔を消してゆるゆると首を横に振った。


    「断る。ハインツは私のものだ。もう、誰にも手出しはさせない。私は、彼と番つがいとなって、幾千幾万の日々を生き続ける」


    　殺意が叩たたきつけられる。僕は……迷っていた。ゲルト・ルートヴィヒは悪か？　否いなだ、彼女は被害者であり犠ぎ牲せい者しやであり、生まれてから死ぬまで徹てつ頭とう徹てつ尾び善人だった。


    　では、今しがたマッド・ハッターを躊ちゆう躇ちよなく殺し、ゲルト・ルートヴィヒが復活する可能性を徹底的に叩たたき潰つぶした、この〝名もなき少女〟は僕が裁くべきなのか？


    



    　イヌガミが苦しげに悲鳴を上げる。そのせいか、少女はその束縛を緩めた。イヌガミの顔がこちらを向いた。僕は告げる。


    「イヌガミ。……君が決めるべきだ」


    　もし、彼が傍そばにいることで全てが無事に収まることになるなら。そして、イヌガミ自身がそれを望むなら。……それで構わないだろう。ゲルトの脳は破壊された。元通りになるはずもないけれど、彼女に近い存在はいるのだ。


    　僕は、イヌガミの答えを待った。
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    　──分かっていたことだった。


    　徐々に変化していくゲルトの姿を見て、これはきっと何かが変質し始めているに違いない、とは考えていた。だからこそ、焦あせった。焦って、何とかしようと考えたのだ。


    　だが、もう終わりだ。姉は遠くへと行ってしまった。だが、目の前には誰より憎悪した父ではない、誰かがいる。


    　父でもなく、姉でもない。


    　ならば、彼女は誰なのだろう。冷然と、そして奇妙な情念の籠こもった瞳で、少女は自分を眺めている。


    



    　──君が決めるべきだ。


    



    　赤あか神がみ楼ろう樹きは、そう告げた。確かに彼の言う通り、これは己おのれが決めるべき事柄だろう。イヌガミはそう思った。


    　なるほど、目の前の少女は紛まぎれもなくゲルトと同じ顔立ちだ。ほくろの数や場所とて同じだろう。ああ、だけど──だけど、内面は決して彼女と同一ではない。


    　そして、この少女は最愛の姉を〝殺した〟のだ。姉の記憶、感情、抱いだいたもの全てを「さようなら」の一言で肉塊に変えてしまったのだ。


    　それは、どうしたって許せる事柄ではない。だけど、彼女が憎いわけではない。憎いとすれば、父であり、そこで倒れているマッド・ハッターであり……その二人の生き様を肯定した、アストライアとその組織だ。


    　少女の顔が、憎悪に歪ゆがむ。


    「……一緒に、いてくれないのか？」


    　ああ、ああ、なんと疎うとましい。声が、震えるような細い声は、紛れもなく姉のものなのに。本能で分かるのだ、分かってしまうのだ。


    　目の前にいるのは────決して、姉ではないと。姉の皮を被かぶった〝ケモノ〟なのだと。


    「厭いやだッ！　厭だ、厭だ、厭だッ！　ハインツ、お前は私といるべき存在だ！　お前と二人で、静かに暮らして…………暮らして、それで……」


    「面おも白しろい冗談を言うな、君は。そんなの無理だって分かってるくせに」


    



    　──言葉と嘲ちよう笑しようが、全てを塵ちり芥あくたのように押し潰つぶした。


    



    　唐突なまでに部屋に乱入してきた少年は、薄ら笑いを浮かべながら告げた。


    「断言してもいい。不可能だよ、それは」


    　アストライア……！


    　イヌガミが戦闘態勢に入り、赤あか神がみ楼ろう樹きもククリナイフを構えた。やはりというか、予想通りだったというべきか、彼もまたしっかりと生きていた。負傷しているのは間違いないと思うのだが、平然と歩いている様は、とてもそうは見えなかった。


    「……不可能、だと」


    　少女はアストライアを睨にらみ据すえる。彼はそんな憎悪など、どこ吹く風というように軽く肩を竦すくめて告げた。


    「不可能だよ」


    「だって君、どういうことがきっかけでそうなったかは分からないけど、もう人間としては致命的に終わってるもの」


    「君はそう、立派な殺人鬼だ」


    　少女が愕がく然ぜんとする。


    「な…………!?」


    　アストライアが鼻で笑って告げる。


    「いやいや、そんな驚くこともないだろう」


    「だって君は、殺しの手際が鮮やかすぎる」


    「今のマッド・ハッターの頸けい動どう脈みやくを切断したときのやり方は素晴らしかった。あ、僕の自己紹介は必要？　君とは会話してないから覚えてないかもしれないけど」


    「いやまあそれはどうでもいいのか。とにかく、君の殺しのやり口は鮮やかすぎた」


    「才能もあるんだろうけれど、むしろ僕はその鮮やかさにこう思ったんだよ。ああ、手慣れてるなって」


    　アストライアは、マッド・ハッターの頸動脈に突き刺さっていた血染めのフォークを、くるくると器用に回した。


    「でも、君はゲルト・ルートヴィヒとして生まれて死んでゲルト・ルートヴィヒ以外の誰かとして生きてきたんだから、当然手慣れているはずがない」


    「それくらいは僕だって調べてる」


    　ぺらぺらと、捲まくし立てるように彼は告げる。


    「となると、もう一つ。人類が殺しに慣れるための簡単な方法。想像イメージだ。きっと君は、脳内で何度も何度も何度も何度もシミュレートしたんじゃないのかな？」


    　人を突く方法を。


    　人を殺す方法を。


    　人の息の根を一瞬で止める方法を──。


    「……っ！」


    　少女が息を呑のむ。


    　アストライアはそれ見たことかと笑った。


    「いや、恥ずかしがらなくていいさ」


    「僕も何度だってやっていることだしね。でも君のように具体的な殺人技をイメージするのは、実に難しいことだ」


    「さて、そんな君が果たして『弟犬と暮らす、何の悩みもない穏やかな生活』に満足できると思うかい？」


    　言い澱よどむ少女に、アストライアは馴なれ馴れしげに肩を叩たたく。


    「それ、は──」


    「できないだろう？」


    「できる……はずだ」


    　自信なさげに少女は呟つぶやく。その言葉には、いかにも説得力がない。


    「できないさ。君の残ざん虐ぎやく性せいは長年、ゲルト・ルートヴィヒが封じ込めていたものなのだろう」


    「でも、君は彼女を殺した。彼女から〝解放〟されてしまった」


    「もう二度と戻れない。君は立派な殺人鬼になるしかない」


    　三つに分けられ投げつけられたその言葉は、少女の未来を確定させた。


    



    
      §　　　　　§　　　　　§

    


    



    「アストライアァァァッ！」


    　僕の絶叫に、アストライアがこちらを向く。楽しそうに微ほほ笑えみを浮かべている。


    「そう怒らないでよ」


    「僕は彼女の進むべき道をアドバイスしただけなんだからさ」


    　何が進むべき道、だ。そんなものが道であってたまるか。


    「……」


    　愕がく然ぜんと跪ひざまずいていた少女が、ふと立ち上がった。


    「──そう、なのだろうな」


    　呟つぶやく彼女を見て、イヌガミが悲しそうに首を振った。


    「そうだ。私は殺したい。私はあらゆる残酷な方法で、あらゆる人間にあらゆる理不尽を与えたい、ああ、もう駄目だ。私はそう願うことしかできない」


    　その言葉に僕はああ、と嘆たん息そくするほかなかった。彼女は己おのれの未来を決めてしまった。


    　止めるしかない。だが、止められるのか。彼女を打ち倒せば止められるのか。違う、そんなことで止められるものではない。彼女は人生を決めたのだ、捕縛して絶対に永久に檻おりから出さないようにするか、あるいは──。


    



    　──殺すしか、ないだろうに。


    



    　そう、僕の細胞が囁ささやいた。脳も、神経も、筋肉も、骨に至るまでそう主張している。アレはもう駄目だ。もう完全に終わっている。心臓に杭くいを打ち込んで、首を分断するしか止める手段はない。


    「ああ、僕たちを殺す気？　やめなよ、赤あか神がみくん。今の君では、僕たち二人に勝てない」


    「……っ！」


    　構えたククリナイフと、するすると伸びた多節剣の尖せん端たんが激突した。


    「そこのイヌガミは、戦えない」


    　イヌガミが迷うような瞳ひとみで、僕と彼女を見る。……確かに、戦えそうにない。当たり前だ。


    　彼女はゲルトではないと認められたとしても、彼女を殺すことなど弟にできるはずがない。


    「面おも白しろいよねぇ、滑こつ稽けいだよねぇ」


    「互いに別人だと認識しているのに。一人なんか番犬になってるのに」


    「殺せないんだから」


    　その言葉に、僕は一歩足を踏み出した。


    「それ以上、お前が彼らを語るな。アストライア」


    　僕の言葉は、自分でも感じるほどに冷ややかだった。怒りがあった。闘争心とはまた別の、彼らへの侮ぶ辱じよくに対する純然たる怒りだ。


    　彼は沈黙し、肩を竦すくめた。


    「でも、事実だ。まあいいや、どうだい赤神くん。仕切り直そう」


    「君はもう、目的を果たしたはずだ。僕なんか、単なるおまけに過ぎない」


    「そんな認識をされるのは、僕だって不満だ」


    「だから、仕切り直しだ。大丈夫、安心して」


    「君が狩り続ける限り、僕は君の前に現れる」


    「ああ、そうそう。傷はちゃんと治しておこうよ、お互いにね」


    　そんな風に勝手気ままに言葉を残して、アストライアは僕たちに背を向ける。


    　追いかけることが、今の僕にはできなかった。彼に促され、無言で後をついていく少女を引き留めることもできなかった。


    



    　──僕の、敗ま北けだ。


    



    　彼らが完全に遠ざかったことを感じ取った僕は椅い子すを掴つかもうとして失敗し、ずるずると倒れ込んだ。イヌガミが慌てたように駆け寄ってくる。


    「……大丈夫、ちょっと……辛つらいだけだから」


    　体のあちこちが、その苦痛に悲鳴をあげているのが分かる。イヌガミとの激闘、アストライアとの死闘、そして天井の大崩壊によって、僕は散々痛めつけられていた。


    〝舞踏蜘蛛タランチユラ〟との戦いで毒を喰くらったときと、同程度にはキツい。つまりはもう、生きるか死ぬかの瀬戸際というあたりだった。


    　イヌガミが吼ほえてどこかへ走っていった。ぐるぐると景色が渦巻き、眼球の奥にある脳が死ぬほどキリキリと痛み出す。針で刺されるような激痛がするたび、脳が欠けていくような感覚すら抱いだく。


    「く、ぁっ……！」


    　いや、待て。違う、違うぞ。これはただ痛めつけられたというだけじゃない。何かが──何かが、僕の内部で変質しようとしている！


    　赤あか神がみ楼ろう樹きとしての記憶が、粉砕されかかる。まずい、まずい、まずい……！　思い出せ、僕は何のために〝ケモノガリ〟になった？　復ふく讐しゆう？　そうだ、復讐だ！　だが復讐だけじゃない！　そうじゃない、それなら同じ〝ケモノ〟になればいい！　違う、僕は、僕はただ、彼女を、護まもりたかった、世界の悪意から、護りたくて、だから逃げて、だから戦って、だから狩り続けて、だから……だから！


    「あ、がっ……！」


    　キリキリキリキリ。脳が僕という存在を再構築しようとする。歯を食い縛って耐える。本能の浸食に理性で耐える。


    　──オン！


    　イヌガミの咆ほう吼こうが、天使のラッパのようにも思えた。僕は彼が持ってきた医療キットを開き、そこにあった鎮痛剤を注射した。


    　たちまち、苦痛が泥のように消え失せていく。痛みが去ったせいで、僕の脳も落ち着きを取り戻す。人間の姿を、取り戻していく。


    　荒い呼吸と、凄すさまじい勢いで脈打つ心臓が……今の危機を如実に表わしていた。あの再構築はまずい、絶対にまずい。あれは、僕が今まで恐れに恐れていた〝ケモノ〟への変化だ。


    　鎖から解き放たれた僕には、指針──人間として大切にしなければいけない何かが存在しないのだ。今までは、理性があった。大切な思い出があって、それを大事にして生きていた。


    　だが、生命の危機に陥ればそんなモノは無価値だ。理性や思い出を切り捨てて、単純な勝利を目指して突き進むだろう。理性は知っている──それは、もはやケモノガリですらないのだと。


    　イヌガミが僕の頬ほおに鼻を押しつけた。


    「……ありがとう」


    　僕はそう言って、彼の背中を軽く叩たたいた。問題ない、というように彼はくうんと啼ないた。

  



  
     エピローグ　イヌガミとケモノガリ


    



    　準備してあった軍用ヘリのテールゲートが開き、壮年の男がアストライアと少女を出迎えた。全身をズタズタに斬り裂かれたレザースーツに身を包み、豊かな黒くろ髭ひげを蓄えたその男は、恭うやうやしく頭を下げ、茶目っ気たっぷりに言った。


    「アストライアの旦だん那な。よくご無事で」


    「いやいや。無事じゃない、全然無事じゃないんだよ、これが。でもまあ、負傷した見返りはあったと思う」


    　笑顔でアストライアは彼の肩を叩き、後ろについてきた少女に手を差し出した。


    「おや、献上品ですか？　上玉ですな」


    「そう見える？」


    　男はじっと少女の瞳ひとみを見み据すえた。並みの人間なら卒倒するほどの殺意に、おおう、と呟つぶやいて男は身を震わせ、首を横に振った。


    「ああ……いや、とてもそうは見えませんな。何ですか、この〝バケモノ〟は」


    　そう尋ねられて、少女は言葉に詰まった。


    「私、は──」


    　少女は宙に目を彷徨さまよわせた。ゲルト・ルートヴィヒ、あるいはマクシミリアン・ルートヴィヒがかつての名前だったが、今はそのどちらとも違う存在だ。だから、そう名乗るのは少し躊躇ためらいがあった。


    　躊躇っているうちに、アストライアが笑って言う。


    「いいよ。君の名前は、これから君が決めるんだ」


    「……分かった」


    　少女がこくんと頷うなずく。アストライアはトントンと男の肩を叩たたいて告げた。


    「〝騎士団長〟。悪いんだけどさ、到着したらすぐにケーキを用意してくれないかな？」


    「構いませんが。何かお祝いですかね？」


    　アストライアは頷いて少女の手を握り、軽く叩いて告げた。


    「誕生日バースデイなんだよ。今日、ついさっき、あの瞬間──彼女が生まれたんだ」


    「──誕生、日」


    　その言葉に少女は目を丸くした。だが彼の言葉を全身に染み渡らせると、ゆっくりと頬ほお肉にくを釣り上げて──悪魔のように、嗤わらった。


    　あの瞬間。


    　首を締め上げられ、殺されかけた瞬間だ。


    　少女は慟どう哭こくしながらではなく、笑いながらこの世に生誕した。多分、そんな生まれ方が殺人鬼に相応ふさわしいのだろうとアストライアは思った。


    　ヘリが離陸する。少女は最後にちらりと、長年二人が住んでいた城に目を向けた。もう二度と、ここを訪れることもあるまい。あの場に残った、ハインツとも──二度と、会うことはあるまい。


    



    　──だけど、もしかすると。


    



    　もしかすると、ハインツは自分を追いかけてくるかもしれない。愛情故ゆえに、あるいは憎悪故に。そのどちらでも構わないと、少女は思った。


    　愛情ならば、家族に。憎悪ならば────憎悪ならば、仇きゆう敵てきとして迎え入れよう。


    　どちらでもいいのだ。ハインツにまた会えたら、嬉うれしい。殺せたなら、なお嬉しい。


    　ただそれだけ。ただそれだけなのだから。


    「それに致しましても。随分とまあ酷ひどいやられようですな」


    　騎士団長の言葉に、アストライアは両手を組んで、背中を丸めて大きく息を吐き出した。顔を伏せ、肩を震わせている。


    　どうしたのだろうと眉まゆをひそめているうちに、アストライアがくすくすくすくすと笑い出した。物思いに耽ふけっていた少女も、騎士団長も目を丸くして彼を注視する。


    　しばらくくすくすと笑い続けた後、アストライアはぽつりと呟つぶやいた。


    「…………殺し合ったんだ」


    「殺した？　誰をです？」


    「違う違う。殺したじゃない、殺し合ったんだよ。あんなの、生まれて初めてだった！　僕が攻撃して、相手が受けて、相手が攻撃して、僕が受けて……！　殺意をぶつけ合って、魂をぶつけ合って、大した目的もなく磨いていた技を血みどろになって披露したんだ！　…………なんて、なんて愉たのしかったんだろう！」


    　顔を手で被おおい、アストライアはダンダンと足を踏み鳴らす。


    「ああああああ！　愉しい！　凄すごく愉しかったよ！　僕は、僕は生まれて初めて殺し合って、殺され合って、感動してる！　戦いとは、魂の交歓だ！　以前言われたこの言葉！　初めて、初めてそれが……実感して分かったよ……！」


    「──なんとまあ」


    　騎士団長は呆あきれたように溜ため息いきを吐き出した。呆れたのは二つ。一つ目、この天才は今までどれほどの殺さつ戮りくを繰り返してきたと思っているのだ。自分が知るだけでも天文学的だ。銃を持った相手とも、〝娯楽提供者エンターテイナー〟とも、果ては軍隊とも戦った経験がある。


    　だのに。今まで一度も殺し合ったとは思っていなかっただって？　いや、確かにそうだろう。彼はどんな戦いでも勝利していたし、何より──戦いに勝ってから喜びや安あん堵どを表わすことは皆無だった薄笑いを浮かべていただけ。いつも通りに、やるべきことをやった……そんな感じだった。


    　二つ目、そんな神が適当にスロットを回したらスリーセブンを引き当ててしまったような怪物を相手に、殺し合ったとはどういうやつなのか。自分なら、たとえ携帯式核ミサイルを持っていたとしても相手にするのは憚はばかられるというこのアストライアと戦った？


    「その、殺し合った人間の名前は？」


    「〝ケモノガリ〟って言うんだ。そうだ、騎士団長。君も一度戦ってみるといいさ！　ああ、本当に愉しかった……！」


    　騎士団長は肩を竦すくめて、飄ひよう々ひようと告げた。


    「──それでは。運命の巡り合わせを待つことに致しましょう」
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    　僕は負傷した箇か所しよをチェックして自分自身と、それからイヌガミに包帯を巻いたり薬を射ったりした。お互いに、全くもって疲ひ労ろう困こん憊ぱいだった。傍そばにあるマッド・ハッターの屍し体たいにすら目をやらなかった。


    　しばらくして、イヌガミが立ち上がった。自分の後に続け、というようにくいと首を動かす。出口まで案内してくれるらしい。


    　豪ごう奢しやな調度品が並ぶ部屋を通り抜け、大理石の廊下をただひたすら歩く。今日、僕たちが過ごした地下室とはまるで別物だ。別物だけど、城の中身はあまりに寒々しかった。こんな城で、イヌガミと、ゲルトとマッド・ハッターは──日々を過ごしていたのか。


    　気が滅入る、というより精神が壊れそうだ。それでも、イヌガミはあるかないかのチャンスを窺うかがい、ゲルトはただ壊れていったに違いない。


    〝苦痛の城ブルク・クヴアル〟──かつての呼び名の方が、正式な名よりよほど相応ふさわしい城の扉を開き、前庭に出た。どうやらいつのまにか朝になっていたらしい。濃い霧が城や森を包み、負傷した体に堪こたえるほどの肌寒さに僕は身を震わせる。ダークブルーに染まった陰気な大地は、深い海の底にいるような感覚を抱かせた。


    



    　城門前にあるクランクを回した。巨大な門が、ぎぃぎぃと軋きしみながら開く。完全に開ききった瞬間、僕はようやくこの城から解放されたと実感した。


    　門を潜くぐり抜ける。城前の道は真っ直すぐ──村へと向かっている。三歩歩いたところで、僕は足を止めて振り返った。


    　イヌガミは、じっと僕を見つめている。


    「これから、君はどうする？」


    　僕はそんな、答えが返ってくるはずもない問いを投げかける。イヌガミは悲しげに首を横に振った。分からない、ということなのだろう。


    　去り難い、という感情を抑えつけて僕は背を向ける。


    「僕は、まだ戦うよ。戦い続ける」


    　イヌガミに、というより自分に言い聞かせている気がした。打ちのめされた心と体を、どうにかして鼓こ舞ぶするように──僕は、言った。


    



    　さて、シャーリーとどうやって合流するか。スマートフォンが壊れてしまったのが痛い。とはいえ、そういう状況に備えて合流地点は複数決めてある。


    　そこを巡って、いない場合は暗号を残す。そうしていけば、いずれ合流できる。ええと、ここから一番近いのは──。


    　ぐい、とズボンの裾すそを引っ張られて、僕は振り返った。


    「イヌガミ……」


    　僕のズボンに、イヌガミが噛かみついて僕を引き留めていた。ぐいと、物もの凄すごい勢いで引っ張るので僕は少しよろけた。


    「止まる、止まるってば」


    　イヌガミが僕を見上げる。僕は無言で彼を見下ろす。イヌガミの瞳ひとみには、炎が宿っていた。それは、かつてグレタ・クラインの──あるいは、生き残ろうと足あ掻がき続けたあの仲間たちの瞳に宿っていたものと同じだった。


    　戦う決意、生きていこうとする決意。


    　ハインツとしての人生を完全に喪失した今も、彼は人間らしく諦あきらめずに戦おうとしていた。


    　瞼まぶたを閉じる。奇妙な嬉うれしさと、もの悲しさが胸中を過よぎった。


    「……助けて、くれるかい？」


    　その言葉に、イヌガミは一声啼ないた。それは紛れもなく肯定の証あかしだった。僕も彼も、〝クラブ〟に大事なものを強奪された。


    　イヌガミは、このまま蹲うずくまっていてもよかったはずだ。がっくりと項うな垂だれ、何もかもを諦めても、いいと思う。いや、そうするべきなのだ。


    「──あの子と戦うことになるのに？」


    　生き続け、戦い続けるのならば、いつか──あるいはすぐに、あの少女と戦うことになるだろう。愛した姉の体を持ち、憎んだ父の脳を持ち、そのどちらでもない殺ケ人モ鬼ノと。


    　ある意味で、彼は僕以上に辛つらく過酷な戦いが待っている。僕は他人を殺す覚悟はあっても、家族を殺す覚悟があるかと問われれば、自信がなかった。僕は、父も母も姉も──ちゃんと、愛していたから。


    　沈黙。


    　冷たく、濃い霧がまとわりつく。


    　雨の中にいるのと変わらないけれど、雨は叩たたいているのに霧はべたべたと触られているような気がする分、むしろ不快度は増していた。


    　僕は彼に背を向けて、歩き出す。


    　イヌガミは……僕の横を、無言でついていく。つまり、これが彼の意志なのだろう。ならば、僕はもう反対しない。


    　君を支えるなんてことは言わない。僕も、君に支えてもらおうなどとは思わない。ただ、二人で彼らを狩ろう、彼らと戦おう。


    



    　イヌガミがピクリと耳を動かした。ワン、と吼ほえて駆け出す。遅れて、僕もぱらぱらという馴な染じみ深い音に気付いた。銃声だ──狙ねらいは僕たちではない。となると、該当する人間はたった一人か。


    　走り出す。音を辿たどっていくと、すぐにシャーリーに辿り着いた。わざわざ合流地点に行くまでもなかったか、よかった。


    「あら、ロキ。上う手まくいったの？」


    　大木の幹に隠れて、拳銃の弾倉を交換させながらシャーリーが言った。


    「いろいろあったけど、結果だけ見れば……何とかね。ああ、敵は村人？」


    「そう。お給料を支払ってるご主人様がご逝せい去きよなさったことに、まだ気付いてないのよ」


    　それはそうだろう。先ほど死んだばかりだし。それに、僕としても何十人という観光客を陥おとしいれた連中に同情などかけるつもりはない。


    　銃声が一瞬途絶え、苦痛の悲鳴が上がる。


    「ところでさ。さっき、犬が私の横を通りすぎて村人たちに向かっていったんだけど」


    「ああ、僕の仲間だ」


    　僕の言葉に、シャーリーが目を丸くした。さて、と。イヌガミだけに任せるわけにもいかない。僕も戦おう。


    　満まん身しん創そう痍いではある、精神的に打ちのめされてもいる。いや、いた。だが目の前に狩るべき連中がいる。ならば、自分が為なすべきことはいかにも単シン純プルだ。大きく、朝の空気を吸い込み──塊かたまりのように丸めて吐き出す。


    　それから、僕は樹の上に移動して状況を確かめた。疾しつ風ぷうのようにイヌガミが飛び回り、首筋をほぼ一瞬で噛かみ千ち切ぎっているのが見える。


    「シャーリー、銃！」


    　拳銃を持っていたシャーリーに呼びかけ、放り投げられた拳銃を受け止める。それから枝から枝へと飛び移り、片手にククリナイフ、片手に拳銃を持って村人たちへと躍りかかった。


    　村人たちの驚きよう愕がくの表情が、僕の隻せき眼がんにもハッキリと見えた。


    　僕は彼らの驚愕に応えるように、にんまりと笑ってやった。


    



    　その後、取り立てて語るべきことは何もない。特筆すべきことは全く何もない。彼らは疲労していた。城主であるマッド・ハッターから指示が来ないので独断で動くしかなかった、追跡していたシャーリーがたった一人で互角の戦いを繰り広げていたことに対して焦あせりがあった。


    　だが、恐らく何よりも彼らにとって最大の不幸だったのは当然、イヌガミと〝ケモノガリ〟の存在であろう。銃弾を躱かわす、あるいは弾はじいて猛烈な勢いで襲いかかる怪物。


    　彼らは、これまで奪った命の代償を同じもので支払った。同じくらい悲惨な死に様だったかどうかは分からないが、少なくとも怯おびえて逃げ回り、武器を捨てて泣きながら命いのち乞ごいをして、それでも殺されるというのは、まあそれなりに酷ひどくて爽さわやかな結末だろうと思う。


    



    　一時間かからず、村人たちは死に絶えた。いつもと変わらぬ屍しかばねの山を築き上げる。幸いなことに、敗北感や不安などは戦っているうちに消し飛んだ。今はただ、生き続けたい。生き続けて、〝ケモノ〟を狩ることだけを願う。


    　結局、戦うことが一番の治療法なのだろう。僕という人間は、そういう存在なのだ。


    「で、一体何がどうなったっていうの？」


    　シャーリーがやれやれ、と髪の乱れを手て櫛ぐしで直しながら尋ねる。どうなった、か──。


    「いろいろと複雑な事情があってね。落ち着いたら話すよ」


    　イヌガミのこと、アストライアのこと、そして……手に入れた三枚の写真のこと。語るべきことは山ほどあった。


    「あら、悪いんだけど落ち着いてなんかいられないわ」


    「……？」


    　シャーリーは無言で、僕にスマートフォンのディスプレイをかざした。英語の大手ニュースサイトだろう、記事の内容は「ヴァレリオ枢すう機き卿きよう、奇跡を起こす。教皇選挙コンクラーベ最有力候補者へ」、写真は頑強そうな体を持つ老人が手を振って民衆に応えているところだ。


    　鼓動が弾む。


    　その名前に記憶がある。僕は慌てて、バックパックからリストを取り出した。


    　ヴァレリオ、ヴァレリオ、ヴァレリオ────ヴァレリオ・ロベルティ。そう、間違いなくリストに掲載されている。教皇選挙は僕でも知っている。


    　全世界のカトリック教徒の頂点たるローマ教皇を決める選挙だ。ええと、そしてこのヴァレリオという男はその選挙の最有力候補者というわけか。


    　つまり、彼を放置していると……いずれ、世界に二十億から存在する信者の最高位に到達してしまうかもしれない。暗殺の難易度は飛躍的に高くなるだろう。


    　……さすがに、洒落しやれにならないな。単なる富豪とか、単なる貴族とか、単なる小国の独裁者なんかとはレベルが違いすぎる。下手をすると二十億人を敵に回すことになるのだ。


    「どうする、ロキ？」


    　シャーリーが疲れたような口調でそう尋ねた。どこか諦あきらめたような顔は、既に僕の答えを分かっているのだろう。僕は疲れや悩みがたちまち晴れていくのを感じながら、キッパリと告げた。


    　──答えなんか、決まっている。


    「バチカンに、行こう」


    　僕の言葉に、シャーリーはああ……と二日酔いのような表情で溜ため息いきをついて頭を抱え、イヌガミは一声高く吼ほえた。


    



    〝苦痛の城ブルク・クヴアル〟。かつて数多あまたの生いけ贄にえを要求し続け、「亡霊の呻うめきが絶えない」とまで囁ささやかれていた。けれどすぐにそう呼ぶ人間はいなくなり、歴史に埋うもれて忘れ去られるだろう。


    　生いけ贄にえの呻うめきはもう、聞こえないのだから。


    　僕は一度だけ古城を振り返り、いつものように取り出したリストに赤い線を引いた。


    　残り百三頭。僕の旅は、まだ続く。
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